
        
            
                
            
        

    




































































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１０








春日部タケル
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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今までの「のうコメ」










　なんか普ふ通つうにラブコメっぽくなってきてんですけど……なに、そろそろ終わらす気？







　第一章　二つの恋の終わり、そして始まり


[image: ]






　　　　１




「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　な、何が起こってるんだ、一体……

「私があなたを守りますから……あの人の好きには……させませんから」

　俺は、転校してきた女の子にいきなり抱だきつかれていた。

　それだけでも十分異常な事態なのに、その相手は──

「は、離はなれてくれっ！」

　彼女の肩かたを摑つかんで引き離す。

　クラス中の視線が集まっているが、そんな事を気にしている場合じゃなかった。

「ご、ごめんなさいっ……つい……」

　女の子は、はっ、としたように顔を俯うつむかせた。

「空そらさん……一体何を考えてるんですか……」

　俺は、なんとかその声を絞しぼり出した。

「あ、あの……私……そんな名前じゃないです」

　確かに目の前の女の子は四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のと名乗った。

　しかし……しかしこの顔は──

「…………」

　どこからどう見ても俺の初はつ恋こいの人、天あま上がみ空で間ま違ちがいなかった。

　そして、俺に選せん択たく肢しという呪のろいを課している張本人でもある。

　どういう事だよ……なんで今いま更さら俺の前に出てくるんだよ。

「四葉紙伊緒乃ってなんですか……あなたの名前は天上空でしょうが！」

　思わず声を張り上げてしまった。

「「「「「…………」」」」」

「あ、いや、これは……」

　俺のその反応にクラス中が声を失っていた。無理もない。転校生にいきなりこんな態度をとれば当然の反応だ。

　教室を静せい寂じやくが支配する中、宴うたげ先生が口を開く。

「甘あま草くさ、お前もうちっと考えろよ。四葉紙だって隠かくしてたんだろうに、ソラちゃんなんて店の名前で呼ぶんじゃねえよ」

「いや、何でキャバクラみたいな感じで言ってんですか……違ちがいますから」

「甘あま嚙がみのソラちゃんなんて……お前、一体どこ嚙んでもらってんだ」

「だから違うって言ってるだろ！」

　なんだこの人……いくら教室の雰ふん囲い気きを変える為ためとはいえ、転校生をいきなりキャバ嬢じよう扱あつかいとかもう教師の行動じゃないだろ……

「だからお前はいつまでたっても素人しろうと童どう貞ていなんだよ」

　駄だ目めだ……もうこれ以上先生のおふざけに付き合っている場合じゃない。

「だからお前はいつまでたっても素人童貞なんだよ」

　今は先生のおふざけに付き合っている場合じゃない。

「だからお前はいつまでたっても素人童貞なんだよ」

　……今は先生のおふざけに付き合っている場合じゃ──

「だからお前はいつまでたっても素人童貞なんだよ」

「しつけえな！　ていうかキャバクラ通り越こして本番の店みたいになってんじゃねえか！」

　我が慢まんできなくなって反応してしまった。

　先生は馬ば鹿かにしたようにふん、と鼻をならした。

「まあこのままいったら、お前の末路は三み十そ路じまで未経験の魔ま法ほう使つかいだろうけどな」

「そ、そういう先生だって、いい年して結けつ婚こんできてな──」

「アァ？」

「うっ……」

　とんでもない目で睨にらまれた。

「甘草、ちっとよく聞こえなかったんだが……もう一回言ってみ」

　こ、怖こわすぎる……

「あ、いやその……」

　ここは何とかごまかすしかな──






【選べ　①「三十歳までに結婚できなかったら、俺がもらってあげますよ」

　　　　②「三十歳までに結婚できなかったら、俺の童貞、もらってくれますか？」

　　　　③「三十歳までに結婚できなかったら、俺の股こ間かんのモノ、もぎってあげましょうか？」】








「言えるか！」

　なめてんのかこれ……この前舞ぶ台たい上でショコラ達三人にあんな事言った手前、①なんか選べるはずないし②は表現が生々しすぎる。なんとかギャグですみそうなのは……③か？

　選択肢の件を把は握あくしている先生なら分かってくれるだろう……分かってくれるよな……分かってくれるといいな。

「三十歳までに結婚できなかったら、俺の股間のモノ、もぎってあげましょうか？」

「「「「「…………」」」」」

　教室が、先さき程ほどとは違う意味で凍こおり付いた。

「おい、聞いたか……」「この前の劇でちょっと見直してたのに……」「まあ、やっぱり甘草は甘草だな」「そうだな、安心したぜ。こうじゃなきゃ甘草じゃないもんな」

　まあ……そりゃこうなるよな。

「…………」

　四葉紙と名乗っている空さんは、申し訳なさそうに俺の方を見つめていた。なんだよその表情は……選択肢を出してるのは自分だろ。

「空さん、いいかげ──はがぶっ！」

　股間に、とんでもない衝しよう撃げきがあった。

「甘草ァ……お前の貧相なモノがどうしたって？」

「あ……あが……」

　朝からクラスメイト達の前で幼女（違）にキンタ○を蹴けられるというこの状じよう況きよう……もう消えてなくなってしまいたい。

「別室だ」

　委員長に出欠確かく認にんを託たくした先生は、俺の襟えり首くびを摑みとった。

「ぐえ……あ、やめてうつ伏ぶせで引きずったらまだ回復してないアソコが擦こすれぐああああもぎれるううううううううっ！」







　そして連行された生徒指導室。

「で、あの転校生と何があった？」

　単刀直入に切り出す宴先生。本気で怒おこってたわけじゃなくて、あのキンタ○蹴りはここに連れてくる為の口実だったらしい。

「早く話せ。もぎってあたしにくれる前に蹴り潰つぶされたくなかったらなァ」

　……やっぱり怒ってらっしゃいました。

「じ、実は……ぐっ……」

　その瞬しゆん間かん、頭痛が襲おそってきた。

　選択肢関連の事を他ほかの人間に言おうとすると、この頭痛によってブロックされる。過去に呪いを体験し、ある程度状況を把握している宴先生に対してもこれか……

「ちっ……とするとあいつ、呪いに関係してやがんのか」

　俺の様子から事情を察した様子の先生。

　少しだけ微笑ほほえんで、俺の肩をぽん、と叩たたく。

「まあ、ブロックで事情は話せねえみたいだけど、それを理解してる人間がいるってだけでもちっとは精神的に違うだろ」

「先生……」

　ちょっと涙なみだが出そうになってしまった。なんだかんだ言ってもやっぱりこの人は教育者で──






【選べ　①「そんな事より自分の婚こん期きの心配した方がいいんじゃないですか？」

　　　　②「そんな事より自分の身の心配しろよ……クク、ここは密室だぜ」

　　　　③「そんな事よりもう一回蹴ってくれません？　フヒヒ幼女の蹴りたまらん」】








　……………………アーメン。







「お……ぐ……お……」

「ねえねえ、四葉紙さんってどっから来たの？」「髪かみ、すっごい綺き麗れいだね！　どうやって手入れしてるの？」「部活何やってたの？　雰囲気的に文化系かな？」

　ホームルーム終しゆう了りよう後。

　俺が股間の痛みに耐たえる中、空さんは質問責めにあっていた。

「あ、あの……」

　空さんは一つ一つの質問に遠えん慮りよがちに答えつつ、チラチラとこっちを見てくる。

「で、甘草君とはどういう関係なの？」

　それを見た一人の女子が、ストレートな質問をぶつけた。まあ、さっきもいきなり抱きついてきてたし、当然そういう疑問は出てくるだろう。

「あ、あの……」

「もしかして昔の彼女とか？」

「え？」

「うわ、じゃあショコラちゃん達の甘草君争奪バトルに参戦しちゃうの？」

「い、いえ、本当にそういうのじゃないんです」

　本人は否定するが、周りは勝手に盛り上がりをみせていた。

「「「…………」」」

　そして、夏休みに空さんと接せつ触しよくしているショコラ、ふらの、謳おう歌かの三人はその輪には加わらずに、どこか居い心地ごこちの悪そうな表情を浮うかべていた。

　詳くわしい事情は知らないだろうけど……空さん本人が、自分がひどい振ふり方をしたせいで俺が恋れん愛あいできない体質になった、ってばらしてたしな。

「みなさん、誤解しないでください。甘草さんには、私のせいで多大なご迷めい惑わくをかけてしまっているので……謝ろうという気持ちが出すぎて、さっきはついあんな事をしてしまっただけなんです」

　そして、もう一度否定した空さんは、またこちらに視線を向けてくる。

「なあ甘草……お前あの子と何があったんだ？」

　そこで佐さ藤とうが話しかけてくる。

「いや、中学時代にちょっとさ……」

「なんだよ、やっぱり元カノかよ」

「そんなんじゃないって」

「ほんとか？　じゃあ俺、伊緒乃ちゃんの事狙ねらってもいいんだな」

「は？」

「いや、だからさ、お前と何もないんだったら、俺、アタックしようかなーって」

「や、やめとけっ！」

「ど、どうしたんだよ甘草。そんなにマジになって……」

「わ、悪い。でもあの人は普ふ通つうの人間じゃ──ぐっ」

　強きよう烈れつな頭痛が襲ってきた。

　やっぱりこれ以上の情報は言わせてもらえないか……

「…………」

　空さんは、頭を押さえる俺の様子を、沈ちん痛つうな面おも持もちで見つめていた。

　……だからこれをやってるのはあなたでしょうが。

　本当に……何を企たくらんでいるんだ。




　　　　２




　そして放課後。

「ねえねえ四葉紙さん、ちょっとお茶していかない？」「あ、いいねいいね。私も行く行く」「グイード・ミスタードーナツとかいいんじゃない？」

　転校生の常である、遊びへのお誘さそい。

「ご、ごめんなさい。気持ちは本当に嬉うれしいんですけど、今日はちょっと寄る所がありますので……ま、また誘ってください」

「そっかー……」「しゃーない、今日はあたしらだけで行くかー」「四葉紙さん、次は絶対だよっ」

　女子達は残念そうに、連れ立って教室から出て行った。

「あ、あの……」

　一人になった空さんは、俺の机までおずおずと歩いてきた。

「ちょっと……お話させてもらっていいですか？」

「…………」

「あの……甘草さん……」

「…………」

「あの……お話を……」

　声がどんどんと消え入りそうになっていく。

　……このまま無視していても埒らちがあきそうにないんで、とりあえず俺も口を開く。

「俺も話したいのは山々ですが……まず、その演技をやめてください」

「え？」

「何を考えているのか知りませんけど、今いま更さら俺を騙だましてどうしようっていうんですか？」

「ち、違ちがいます。私、騙してなんか──」

「じゃあ俺も話はできません」

　そう言って席を立つ。

「ま、待ってください」

　その制止を無視して、そのまま背を向けて教室を出て行くふりをする。

「あ、甘草さん待って……」

「嫌いやです」

　突つき放してみて、この気弱な少女を演じている空さんがどう出るかを見てみたかった。

　まあ、何がしかの意図があって演技しているなら、そう簡単に尻尾しつぽは出さな──

「駄だ目めだなあ。そんなに冷たいと女の子にはモテないよ、奏かなで君」

「!?」

　体が、硬こう直ちよくする。

　これは……この口調は……

　一いつ瞬しゆんにして激しく鼓こ動どうし始めた心臓をおさえながら、振り返る。

「夏休み以来だね」

　……空さんが、いた。

「…………」

　俺の傍そばまで歩いてきた空さんは、楽しそうに笑ってみせる。

「つれないなー。初はつ恋こいのお姉さんが目の前にいるんだから、もうちょっと反応しようよ」

　先さき程ほどまでのオドオドした様子は全くみられない。

「……やっぱり、演技だったんですか」

「違うよ」

「どこが違うんですか！」

　俺のその大声に、教室に残っていた数人が、何事かとこちらを見た。
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「……ちょっと場所を変えましょう」

「お、やっと相手してくれる気になったんだね」

　空さんは、上じよう機き嫌げんな感じで俺の後ろをついてきた。

　……その視線を背中に受けているだけで、一歩進むごとに体が鉛なまりのように重くなっていった。




　そして、屋上。

「おー、見晴らしいいねー」

　両手を突き上げて、背せ伸のびをする空さん。

　……この人は一体何を考えている？　なんで四葉紙伊緒乃なんていう架か空くうの人物を装よそおっていた？　そして、なんでこんなにあっさりと本ほん性しようを現した？

「で、さっきの続きですけど」

　聞きたい事が多すぎて気が急せいていた俺は、相あい槌づちも打たずに話を促うながした。

「奏君が素人しろうと童どう貞ていって話？」

「違うわ！　どこまで戻もどってんだ！」

　そんな状じよう況きようじゃないのに、思わず反射的にツッコんでしまった……ちなみに俺はたしかに童貞ではあるが、その上には何もつかないです……いやマジで。

「あはは、このガイドさんノリ、懐なつかしいねー」

　この前の夏休み、空さんは俺が三年前の記き憶おくを失っているのを利用して、当時のハイテンションなバスガイド、窓まど辺べみちるさんを演じていた。

　記憶が戻った今、思い返してみても、あのみちるさんトレースは完かん璧ぺきだったと思う。この人の演技力は並じゃない。

「……俺は思い出したくもないですけどね」

　俺の初恋が打ち砕くだかれた三年前の夏……今はもう克こく服ふくしているけど、決して気分のいい思い出じゃない。

「あらら、私との事は無かった事にしたいの？　お姉さん悲しいなあ」

「…………」

　茶ちや化かすような物言いに、思わず睨にらみ付けてしまう。

　落ち着け……この人のペースに乗っては駄目だ。

「うわ、怒おこらないでよ怖こわいなあ。それじゃあ仕方ないから、ちょっと真ま面じ目めにお話しようか」

　空さんは、その言葉とは裏腹に薄うすく笑いながら言った。

「で、どう思う？」

「……どう思うとは？」

「どうって、そりゃあこの、四葉紙伊緒乃ちゃんの事だよ」

　空さんはスカートの裾すそを軽く摘つまんで、その場でくるりと回ってみせた。

「……うさん臭くささしか感じませんが」

「うん、私もそう思うよ」

　今度はにっこりと笑って認める空さん。

「うさん臭くて当然だよ。だって、四葉紙伊緒乃ちゃんは私じゃないんだもの」

「やっぱり演技なんじゃないですか……」

「いやいや、これ、ほんとに演技じゃなくてねー。実は乗っ取ってるの」

「乗っ取る？」

　何を言っているのか、意味が分からなかった。

「そうそう。この体は四葉紙伊緒乃ちゃんのもの。でもそこに宿っている精神は私、アマノカミノソラウのものなんだよね」

「アマノカミノ……ソラウ？」

　何やら聞き慣れない単語が出てきた。

「そうそう。それが神である私の本名。そのままじゃあちょっと人間っぽくないから、少しいじって天上空。なかなか素す敵てきな名前だと思うんだけど、どうかな？」

　俺はそれには答えずに、質問で返した。

「……で、アマノカミノソラウの仮の名前である天上空から、更さらに四葉紙伊緒乃なんていう偽ぎ名めいを使ってるって事ですか？」

「あれ、いまいち伝わってないかな？　四葉紙伊緒乃ちゃんは本当に実在する人間なんだよ。そこにこの私、アマノカミノソラウが取り憑ついてるって訳だね」

「取り憑いてるって……じゃあ、その四葉紙伊緒乃って子が……」

「そそ。その子がこの体の本当の人格。そこにアマノカミノソラウの精神だけが入りこんでるって事だよ」

「そんな馬ば鹿かな話が……」

「出来るんだな、それが。だって私、神だもん」

「…………」

　あるわけないでしょう、と続けようとして思い止とどまる。可能か不可能かという事なら可能なんだろう。

　そもそも選せん択たく肢しなんてものが存在している時点で、科学的な常識なんてあって無いようなもんだ。

「仮にその乗っ取りが本当だとして……空さんは何の為ためにそんな事をしてるんですか？」

「うん、やっぱり気になるよね」

　空さんは、軽い調子で続けた。

「この方が恋れん愛あいを理解しやすいかなっ、て」

「は？」

「私の体そのままでこの世界に降りてきてもよかったんだけどね。人間の恋愛感情を理解するなら、人間の中に入った方が、よりリアルに感じ取れるんじゃないかなって」

　な、何を言ってるんだこの人は……

　そんな──

「そんな事の為に……何年も人の人生を縛しばってるんですか」

　それが事実だとするなら、少なくとも中学生の俺の前に現れた三年前の時点で、既すでに空さんが体を乗っ取っていたという事になる。

「私にとってはそんな事じゃないんだけどなあ」

　全く悪びれた様子が無い空さん。

「空さんの主観は関係ないです。いくらあなたが神だろうと、どんな理由があったにせよ、そんなの……許される訳がない」

「ところがそうでもないんだなあ」

「え？」

「私が伊緒乃ちゃんの意識を乗っ取ってるのは、彼女の為でもあるんだよ」

「それは……どういう事です？」

「うーん、まあ言っちゃってもいいんだけどね、あんまり急ぎすぎても展開的に面おも白しろくないから、ちょっとお預けにさせてもらうよ」

　もったいぶった態度を取る空さん。

「というかですね、俺はそもそもその意識の乗っ取りとかいう話、信じてませんから」

「あらら、そうなの？」

「ええ、空さんが演技してると考えた方が──」

「あ、あれ？……」

　そこで空さんの様子が、変わった。

　まるで憑きものが落ちたかのように、表情がそれまでのものとは一変する。

「あ、甘草さん……」

　違ちがう……これは、空さんじゃない。

　つまりは四葉紙伊緒乃になった……という事なのか？

「ご、ごめんなさいっ。またあの人がご迷めい惑わくをっ……」

　彼女は深々と頭を下げた。

「これは……」

　俺はその変わりように戸と惑まどっていた。口調といい動作といい、どう見ても別人。

　とても演技には思えなかった。

　まさか……さっきの話は全部本当だっていうんだろうか？

「君は……四葉紙伊緒乃なのか？」

「……はい」

「君が乗っ取られてるっていう話は……ほんとなのか？」

「……はい」

　四葉紙（？）は辛つらそうな様子で頷うなずく。

「意識を入れ替かえるタイミングの主導権は完全にあの人なので、私は自分からは何も出来ませんけど……あの人が外に出ている間に話した事やした事は、全部中から認にん識しきできています」

　自分の体が、勝手に他人によって動かされている。そしてそれに対して指一本の手出しすらできない……それは一体どんな感覚なんだろうか。考えただけで背筋が寒くなる。

「君は……それでいいのか？」

　四葉紙は、更に沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

「……よくないです」

「そう思うんだったら──」

「仕方ないんです、だって私は本当は──ぐっ！」

「ど、どうしたんだ？」

「ご、ごめんなさい。ちょっと頭が……」

　四葉紙が急に頭を押さえつけた。

「これ以上は……言わせてもらえないみたいです」

　頭痛による情報統制……今朝、宴先生に対しての俺に起こったのと同じ現象だ。

「甘草さん。私はあの人があなたにしてきた事は全部把は握あくしています……本当に……本当にごめんなさい」

　俺は、その謝罪をどう受け取っていいか分からなかった。

　演技には見えないけど……かといって精神の乗っ取りなんて話を鵜う吞のみにもできない。

「あの人は甘草さんの他ほかにも、色々な人達の気持ちを踏ふみにじってきました。私のこの体を使って、恋愛の実験みたいな事をさんざん繰くり返してきました」

　それまでオドオドしていた四葉紙の瞳ひとみに、強い光が宿る。

「私は、あの人を止めたいんです」

　そして、力強い口調で続ける。

「ですから私は、甘草さんの恋こいを応おう援えんします」

「……へ？」

　唐とう突とつな提案に、思わず変な声が出てしまう。

「具体的な方法は分かりませんが……あの人は甘草さんの恋愛を邪じや魔ましようとしています」

「邪魔……か」

　既に、今までさんざん選択肢によって邪魔されてきたけど、ここで四葉紙が言いたいのはそういう事ではなく、もっと直接的な何かだろう。

「最終的には自分を好きにならせる計画を立てているみたいです。私の存在を甘草さんに伝えたのも、その一いつ端たんなのかもしれません」

　そこで、ショコラ、謳歌、ふらのの三人の顔が頭をよぎる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。仮に空さんが何かを仕し掛かけてきても、俺はもう惑まどわされない」

「そうですか……でも、あの人は何を考えているか分かりませんから……」

　四葉紙は心配そうに俯うつむいていたが、雰ふん囲い気きを変えるようにぽん、と手を打った。

「あ、話は少し変わりますけど、甘草さんはこの前、遊ゆう王おう子じ謳歌さん、雪ゆき平ひらふらのさん、そしてショコラさんにステージ上で告白したそうですね」

「う……いや、あれは……告白というか何と言うか……」

　思いだしただけで顔が真っ赤になってくる……あの時は勢いに任せて言ってしまったけど、もうちょっとやり方があったんじゃないかと思う。

「ちなみに甘草さん、その三人以外は……対象外ですか」

「え？」

「他の女の子に興味があったりは……しないですか」

「いや、言ってる意味がよく分からないんだけど……」

「そ、そうですよね、ごめんなさい。と、とにかく、私は甘草さんがちゃんと恋愛できるようなお手伝いをして、あの人の企たくらみを阻そ止ししたいんです」

「阻止、か……」

「はい。人格入れ替えの主導権が無いので、私ができる事に限りはあるんですけど……私が──四葉紙伊緒乃が甘草さんの敵じゃないという事だけは信じてください」

「…………」

　しっかりと俺を見み据すえるその瞳から、虚きよ偽ぎの色は一いつ切さい窺うかがえない。

　でも、

「……悪いけど、まだ君を全面的に信じる事はできない」

　判断材料が少なすぎて、現時点ではこう言うしかない。

「……そうですよね。私も逆の立場だったら絶対そう思います」

　残念そうに肩かたを落とす四葉紙。

　四葉紙伊緒乃という人格が実在するかどうかは分からない。でもどちらのパターンにしてもこの体の中には空さんが潜ひそんでいる。

　さっき自分で言った通り、もう惑わされるつもりはないけど……何があっても対処できるように心構えはしておかなきゃならない。

　そこで四葉紙が口を開く。

「あの神様は歪ゆがんでいます。でも甘草さんが、本当に好きな人を見つけられたら……その恋が実る瞬しゆん間かんを間近で見る事ができたら……あの人も変わってくれるかもしれません」

　そうだろうか。果たしていち人間である俺の恋愛が、神の心を動かすなんて事があるだろうか……

　そしてもし、これが空さんの演技だとしたら……一体どんな気持ちで今のセリフを口にしたんだろうか。

「甘草さん。私、すぐには無理でも、いつかは信じてもらえるように頑がん張ばります……じゃあ、今日のところはこれで」

「…………」

　四葉紙は寂さみしげな微笑ほほえみを浮うかべた後、背を向けて屋上から去っていった。

　四葉紙伊緒乃……か。

　ちょっとここで情報を整理しよう。

　彼女の正体として考えられるパターンは二つ。

　①四葉紙伊緒乃なんて子は存在せず、空さんがただ単純に演技している場合。

　②四葉紙伊緒乃という子が実在し、空さんがその体を乗っ取っている場合。

　まず①の場合、空さんは俺を騙だましているという事になる。でも、だとしたらその目的はなんなんだろうか。作り話をでっちあげてまで……

　そして②だった場合。今、この段階で四葉紙伊緒乃と俺を接せつ触しよくさせた意味合いはなんなんだろうか。そして、早々に体を乗っ取っている事を俺にバラしたのはなぜなんだろうか。

　……駄だ目めだ。ここで考えていても分かるもんじゃない。

　そもそも、空さんは享きよう楽らく的てきな性格だ。俺を混乱させて楽しむのだけが目的なのかもしれない。

「ふう……」

　俺はため息を吐つきながら扉とびらを開けた。

「あれ？　お前ら……」

　そこにはショコラ、ふらの、謳歌の姿があった。

「奏さん」

「奏っち」

　ショコラと謳歌がずい、と身を乗り出してきた。

「しんぱいしました」

「心配したよっ」

「私もチンパイしたわよ」

「なんか後ろの人だけ違いますけど！」

　俺のツッコミを聞いた謳歌が、笑いながら言う。

「あはは、あんな事言ってるけどね、ふらのっちもさっきまですっごくソワソワしてたんだよ」

「…………」

　ふらのは無表情のまま、淡たん々たんとした口調で言った。

「オシッ○が漏もれそうだったのよ」

「もうちょっとまともな噓うそねえのかよ！」

「ごめんなさい。オ○ッコが漏れているのよ」

「ひどくなってんじゃねえか！」

「悪い？」

「え？」

「……好きな人の事心配して、悪い？」

「うっ……」

　ふらののその不意打ちに、固まってしまう。

「ふらのさん、顔まっかです」

「そ、そんな事は……」

「あはは、ほんとだ、ふらのっちおサルみたーい」

「あ、あなた達だって甘草君の事好きなんでしょう」

「はい」

「うん、そーだよ」

「く……これだからお子様と天然は……」

「はは……」

「ん？　奏っちどうしたの？」

「いや、お前達三人の顔見たらなんか安心したよ」

　そうだ。空さんが何を企んでいようと関係ない。

　目の前の事だけに集中すればいいんだ。

　俺は、俺を好いてくれている女の子達を大事にすればいいんだ。




　それから十数分後。俺はショコラと二人で帰宅の途とについていた。

　ふらのと謳歌は、空さんと屋上で何があったかを気にしていたが、なんとかはぐらかした。

　空さんとの過去については、いま説明する必要はないだろう。三年前の俺の気持ちを上手うまく言語化できる自信もないし……

「うう、さむ……今日は大分冷え込むな」

「もうふゆですからねー」

「冬か……そうか。もうお前が来てから半年以上経たつんだよな……」

　ショコラが空から落ちてきたのが五月のゴールデンウィーク明けの事……そこから本当にいろんな事があった。

「はいっ。たのしくてあっという間のはんとしでした」

「まあ……そうだな」

　俺にとっては楽しい事ばっかりじゃなかったけど、たしかに時間の経つのは早かった。それは充じゆう実じつした時間を過ごせたという証しよう拠こなんだろう。

　そして今現在、俺はとても恵めぐまれた環かん境きようにいる。

　ショコラのおかげで空さんの呪じゆ縛ばくを振ふり切る事ができたし、ふらのと謳歌の気持ちに気付く事もできた。そして、今現在の自分の気持ちを三人に伝える事もできた。

　さっきの決意を再確かく認にんする。

　空さんがどういう行動に出ようと、俺はもう惑わされない。俺の心はもう揺らがな──
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「お前もほんと揺ゆるぎねえな！」
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　翌日。

「うー、まだケツが痛い……」

　俺は腫はれの引かない尻しりをさすりながら登校し、教室内に四葉紙の姿を捜さがしたが見つからなかった。

　振り回される気はないけど、かといって完全に無視するという訳にもいかない。その動向は一応チェックしておかないとな。

「甘草君」

　そこへふらのが近付いてくる。

「お、ふらの。おはよう」

「甘草君。グッドモーニングロ画像」

　……この人、朝っぱらから何言ってるんだろう。

「甘草君。グッドモーニングロ画像（甘草君のチ○コ）」

「マジで何言ってんだお前！」

「甘草君の○ンコの話だけど」

　真顔で返してくるふらの。

「お前、ほんとに俺の事好きなのかよ……」

「好きよ」

「う……」

　いや、そのリアクションは反則でしょ……あんた昨日からなんか全開ですね。

「好きよ」

　いや、なんでそこで二回言うんですかね。

「っ……」

　ほら、また言った本人も恥はずかしくなっちゃってるじゃないですか。

「…………」

　いや、そこでじっと見つめられてもリアクションに困るんですが。

「ちょっと待ったあっ！」

　そこへ謳歌が割って入ってきた。

「むふふ、ふらのっちが奏っちの事好きなのは分かったけど、あたしだって奏っちの事、好きだもんねーっ」

　そして、腕うでにぴったりとくっついてくる。

「お、謳歌……」

「あ、わたしもそれやりますっ」

　ショコラも、もう片方の腕に貼はり付いてきた。

「お、おい、引っ張るなって……」

「あははっ」

「えへへ」

　楽しそうに引っ張り合う謳歌とショコラ。

「…………」

　ふらのが、無言で俺の前に立ちはだかった。

　う……そう言えば前にも似たようなシチュエーションがあったな。

　あの時はいきなり腹殴なぐられたっけな……今思えば照れ隠かくしだったんだろうけど、果たして今回は──

「……じゃあ私はこれをひっぱるしかないわね」

「ナニを引っ張ろうとしてるんですかね！」

　視線を下に向けて、俺のソレを凝ぎよう視しするふらの。

「噓よ……」

　そして、表情を和やわらげると、俺の腹にそっと手を置いた。

「あの時は……ごめんなさい」

「あ、いや……別にいいけど……」

「おい……なんだあれ」「完全にハーレム状態じゃねえか」「甘草のくせに……」

　う……男子連中の殺意のこもった視線が痛いんですけど。

　これはもうやめさせた方がいいな。

「お、お前ら、ちょっ離はなれ──」

「い、いい加減にしろおおおおおおおおおっ！」

　そこで、いきなり悲痛な叫さけび声があがった。

　声の聞こえてきた方に顔を向けると、そこに立っていたのは──

「……誰だれ？」

　見知らぬ男子生徒だった。

「う……うおおおおお」

　え？……何この人、なんでいきなりガチ泣きしてんの？

　そいつは涙なみだを拭ぬぐいながら、再び叫び声をあげた。

「お、俺の甘草をおおおおおおおっ！」

　そこでピンとくる。

「お、お前……まさかステルスホモか!?」

　幾いく度どとなく俺のケツの穴を狙ねらい続けてきた怨おん敵てき、ステルスホモ。

　こいつが……こいつがそうなのか……しかしもっとこう、ガチムチマッチョみたいなのを想像してたんだけど……細身でスタイルはいいし、髪かみはサラッサラだし、なんかこう、アイドルばりのビジュアルだった。

　いや、だからといって掘ほられてもいい、なんて事は断じてないけど……

「そうだ。俺は常にお前を陰かげから見守り続けてきた……いついかなる時も」

　怖こわい怖い……怖いよ！

「だがそれもここまでだ。自分に我が慢まん我慢と言ってきたのにすまないが、も[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]我慢できん」

　なんで陵りよう南なんの田た岡おか監かん督とくみたいに言ったんだろう……ちなみに俺はスラムダンクの監かん督とくの中で、この茂も一いちさんが一番好きです。

「この状じよう況きよう……いくら見守りデイフエンスに定評のある俺でも、も[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]看過できん」

　こんどは池いけ上がみかよ……なんで陵南縛しばりなんだよ……

「甘草……もっとだ……もっとホモてくれ」

「ホメてくれだろ！　お前フクちゃんファンに怒おこられるぞ！」

　ツッコミには反応せずに、フルフルと体を震ふるえさせるステルスホモ。

　俺は、恐おそる恐る尋たずねてみる。

「お前……名前は？」

「山やま田だアッー！太た郞ろうだ」

「山田太郞？」

「いや、山田アッー！太郞だ」

　……何て発音したんだろう。

「……もう一回言ってもらえるか？」

「山田アッー！太郞だ」

　やはり聞き取れなかった。何か言葉を発しているのは間ま違ちがいないけど、どうしても山田と太郞の間が分からない。

「……悪い。聞き取れなかったんで、ちょっと書いてもらえるか？」

「む……そうか、ではこれを見るといい」

　ステルスホモは財さい布ふの中から学生証を取り出して提示した。そこには『山田アッー！太郞』との表記が。

　……この世界のお役所はちゃんと機能しているんだろうか。もうキラキラとかそういう問題ですらない。発音できない名前を認可するなよ。

　呆あきれている俺に、山田は真しん剣けんな表情で語りかけてきた。

「甘草、俺のものになれ」

「断る」

「もしくは俺のモノを舐なめれ」

「断るってレベルじゃねーぞ！」

　ギャグっぽくツッコんだものの、山田の方は至ってガチだ。

　貞てい操そうの危機を感じた俺が、振り返ってその場から立ち去ろうとした矢先──

「逃にがさん」

「うおっ!?」

　山田が眼前にいた。ど、どうなってんだ……瞬しゆん間かん移動かよ。

「う……」

　半はん端ぱない威い圧あつ感かんを向けてくる山田に押されて、じりじりと後ずさる俺。

「ふんっ！」

　そしてそこからの壁かべドン……いや壁へこんでますけど……腕わん力りよくおかしいだろ。

「さあ、お前の肛門スイートスポツトを俺に見せてみろ」

「え、ちょ、うわっ！」

　肩かたを摑つかまれ、ぐるんと裏返しにさせられる。

「うむ、いい体勢になったな」

　そして、両の手首をがっちりと摑まれる。身動きが取れない状態で山田に晒される俺のケツ。

「ひいいいいっ！」

　暴れるが、とんでもない力で押さえつけられて全く意味をなさない。

「い、嫌いやだあっ！　誰か助けてくれえええっ！」

　俺は必死に、男子連中に助けを求めた。

「お、おう……」「なんだかよく分からんが、甘草が掘られるところなんて見たくないしな……」「あいつの力ヤバそうだけど、何人かでいけばなんとかなるだろ」

　戸と惑まどいつつも助けてくれようとする男子達に向け、山田が一言。

「邪じや魔ますればお前らも……掘るくうぞ」

「「「「「どうぞ好きにしてください」」」」」

「お前らああああああああっ！」

「さあ、甘草……夢の穴スイート時間タイムだ」

　だ、駄だ目めだ……掘やられる。

　絶望的な現実が俺を襲おそう。

「それではこれより……開通の儀スイートセレモニーを執とり行う」

　親父おやじ、お袋ふくろ……ごめん。せっかくここまで育ててもらったのに、俺の初めては男に奪うばわれる事に──

　俺が観念したその刹せつ那な。

「ぐおおおおおおっ!?」

　山田の叫び声が聞こえ、拘こう束そくされていた手首が解放された。

「な、なんだ……？」

　見れば、山田の体は数メートル先まで吹ふき飛ばされていた。

「むう……俺の偉い大だいなる貫通スイートドリルを妨さまたげるのはどこのどいつだ……」

　脇わき腹ばらを押さえつつ立ち上がった山田の視線の先に立っていたのは──

「奏ちゃんに何さらしとんじゃゴルァ！」

　鬼おにの形相をした女性だった。

「だ、大だい子こさん……」

　俺を窮きゆう地ちから救ったのは、権ごん藤どう大子さん（今月で五十歳）その人だった。

　立ち上がったステルスホモは、大子さんを睨にらみ付けた。

「何だ……貴様は？」

　大子さんはふんぞり返りながら山田を睨み返した。

「権藤大子、奏ちゃんのセッ○スフレンドよ」

「何言ってんだあんた!?」

　大子さんは俺のツッコミには構わずに、山田と対たい峙じする。

「あんた……あたしの奏ちゃんに何しようとしてたのかしら」

「ケツの中にションベ○しようとしていた」

「くそみそ過ぎるだろ！」

　それとは受け攻せめが逆だけど……どっちでも最悪な事に変わりない。

「あたしの目が黒いうちは、そんな事させないわ」

「ほう、だが俺が力ちから尽ずくでやるといったら？」

「……殺すわ」

「ほう……」

　いやなんかバトルマンガみたいになってますけど!?

　対峙し、睨み合う二人の間に、バチバチと火花が見えるようだった。

　そして──

「はあっ！」「ふんっ！」

　二人が同時に動いた。

　ごがしゃあ！

　その拳こぶしと拳がぶつかった瞬間、交通事故のような爆ばく音おんが教室内に響ひびきわたる。

　ど、どうなってんだこれ……人体同士の接せつ触しよくで出る音じゃないぞ。

「奏ちゃんは……」

「甘草は……」

「あたしのものよおおおっ！」「俺のモノだああああっ！」

　二人の拳からとんでもない熱気が伝わってくる。

　少しでも均きん衡こうが崩くずれたら、このエネルギーは──

　直後、ばちん、と何かが破は裂れつするような音が聞こえた。

「きゃあっ！」「ぬううっ！」

　瞬間、二人は同時に後方に弾はじき飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

　ま、まずい……これはもうヒトの戦いじゃない。見ているだけでも危険なレベルだ。

「み、みんな、教室の外に出るんだっ！」

　俺のその声をきっかけに、クラスメイト達は一いつ斉せいに教室から避ひ難なんを始めた。

「……やるじゃない」

「……おまえこそな」

　最後の俺がドアを閉める直前、大子さんと山田の不敵な笑えみが目に入った……どうなるんだ、これ。

　そして──

　教室内からは、ドカ！　バキ！　ドカーン！　という、アニメでしか聞いた事のないような音が響いてきた。

「ゴルァァァ！」

「ぬおおおおっ！」

　そして、大子さんと山田の魂たましいの叫さけびが間断なく耳に入ってくる。

「お、おい、なんだよこれ……」「わ、私に聞かれても……」「ここ……日本で間違いないよな？」

　突とつ然ぜんの異様な事態に浮うき足立つみんな。

　俺が原因でこの事態が巻き起こっているのは非常に心苦しいが、だからといってこの人外の戦いに介かい入にゆうできるはずもない……とにかく、決着がつくまで待つしかなかった。




　そして、数分後。

「「…………」」

　教室内の音が、ぴたりと止やんだ。

「終わった……のか？」

　少し待ってみても、中からはなんの音も聞こえてこない。

　ま、まさか相打ちで二人とも……なんて事はないよな。

　俺は、おっかなびっくりドアに手をかけて、ゆっくりと横にスライドさせていった。

　そして、目に飛び込んできたのは──

　むちゅー。

「あんたらなんでキスしてんだ!?」

　悪夢のような光景だった。

「あら……」

「むっ……」

　俺の視線に気付き、ばつが悪そうにぱっと離はなれる大子さんと山田。

「ち、違ちがうのよ奏ちゃん、こ、これは……」

　顔を真っ赤にしながら、うろたえる大子さん。

「そ、そのだな、甘草……これには深い訳が……」

　それまで、泰たい然ぜんとした態度を崩さなかった山田も、しどろもどろになっていた。

「いや……二人とも……一体何があったんですか？」

　俺のその問いに、山田がごほん、と咳せき払ばらいしてから気まずそうに答えた。

「いや……マンガなどではよく、死し闘とうを尽つくした相手に対して友情が芽生えたりするだろう？　俺達はそれが……愛情だったという話だ」

「なんで最後ドヤ顔なんだよ！　わかんねえよ！　展開速すぎだろ！」

「奏ちゃん……ごめんなさい」

　いや、謝るのは旦だん那なさんにだと思いますけど……

「俺達はやってはならない事をした……許されようなどとは思わない方がいいぞ、大だい子こん」

「そうね……たしかにそれは虫が良すぎるわね、たろピュン」

「お互たがいの呼び方ダセえな!?」

「大子ん……」

「たろピュン……」

　俺のツッコミなど耳に入っていない様子で見つめ合う二人。

　マジでなんなんだよこの展開……

　……いや待てよ。

　そこで閃ひらめく。これは俺にとってはとてつもなくいい事じゃないか？　頭を悩なやませていた二大脅きよう威いが一気に取り払はらわれたんだから。

　なんだ、一時はどうなる事かと思ったけど、何の問題も──

「……ちょっと待って」「……ちょっと待てよ」

　同時に、何かに気付いた様子の二人。

「あたし、思ったんだけど、あたし達の間に愛が芽生えたからといって奏ちゃんを諦あきらめる必要はないわよね、たろピュン」

　…………え？

「奇き遇ぐうだな。俺も全く同じ事を考えていたよ大子ん」

　……えっと……あの……

「むしろ、三人の方が燃えるわ」

「うむ、間ま違ちがいない」

　……この人達、何言ってんですか。

「さあ、奏ちゃん」

「共にイこう、甘草」

「なんだ二人してその菩ぼ薩さつみたいな笑顔は！　そんなの絶対お断──」






【選べ　①山田に掘ほられる

　　　　②大子さんに搾しぼり取られる

　　　　③山田に××され、大子さんに○○される】








　…………親父、お袋…………………………ごめん。
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　その日の昼休み。

「う……あ……うあああ……」

　××と○○の感覚がどうしても頭から離れず、うめき声をあげる俺……まずい、新たなトラウマになりそうだ。

　そこへふらのがすっ、と寄ってきた。

「ちょっと、そこのケツの穴がガバガバな人」

「なんだその呼び方は！」

　そこへショコラも入ってくる。

「ふらのさん、わたし、隠かくれてみてましたけど、残念ながらそれはみすいにおわりましたので」

「オメエ見てたんなら助けろよ！」

　でもよかった……××と○○が掘られるとか搾り取られるよりまだマシな事で……いや、考えようによってはそれより悪いかも……

　そこで謳歌も会話に参加してくる。

「ねえねえ、あっちで委員長達が話してるのちょっときこえたんだけど、さんぴーってなに？」

「お前は知らなくていい！」

　されてねえから！　決して３Ｐじゃねえから！　××と○○だから！

　いや、××と○○もたいがい酷ひどかったけどさ……駄だ目めだ、思いだしたら気持ち悪くなってきた。

「まあ甘草君のケツの穴をイジるのはこの辺にしておいて、本題に入りましょう」

「余計なもんついてますけど！　ケツの穴いらねえだろ！」

「はあ……こんな事で怒おこるなんて甘草君も……の小さい男ね」

「下半身見ながら言うんじゃねえよ！　そこはちゃんとケツの穴って言えよ！」

　俺がツッコミを入れる中、ショコラがふらのに代わって口を開く。

「奏さん、明日のお休みは、みんなでおでかけしましょう」

「お出かけ？」

　そういえば、明日は文化祭の代休だったな。昨日と今日は後片付け日っていう名目になってるから、水曜日が休みという変則的な形になっている。

「そうそう。じゃーん！」

　そう言って謳歌が、馬ば鹿かでかいパンフレットを俺の眼前に広げてみせる。

「い、いやここって……」

「そう。リアジューランドよ」

　リアジューランド……その名の通り、リア充じゆう御ご用よう達たしの恋こい人びと達の為ために造られたテーマパークだ。別にカップルじゃないと入場出来ないという決まりはないけど、野や郎ろうだけで行ったりすると、園内のあまりのラブラブオーラに心を折られる事必至らしい。

「あら、何か不満なのかしら」

「いや、不満とかじゃなくて……この四人でか？」

「はい、そうです」

　当然、とばかりに頷うなずくショコラ。ふらのも謳歌も、特に躊躇ためらっているような感じは見受けられない。

「俺は特に予定ないけど……」

「決まりね」

「やったーっ」

「たのしみですっ」

　手を取り合って喜ぶショコラと謳歌。ふらのも、そこに混ざってこそいないものの、ソワソワしている感じが伝わってくる。

　昨日も思ったけどやっぱりこの三人、恋こい敵がたきなのに普ふ通つうに仲いいよな……普通、この状じよう況きようでこのメンバー全員で遊びに行こうなんて考えないだろ。

　とはいえ、三人が納なつ得とくしているならば俺個人としては大だい歓かん迎げいな話だ。

　この三人と一いつ緒しよにいる空間は心地ここちいいし、安心感がある。明日のリアジューランドも絶対に楽しいだろう。

　これからは四人で一緒に過ごす時間を大切にして、その中でふらの、謳歌、ショコラの気持ちと向き合っていこう。

「たのしみすぎて、かみのけが立っちゃいます」

　頭のしっぽ毛をぴょこぴょこさせるショコラ。

「甘草君は別の所が勃たってるみたいだけどね」

「だからどこ見てんだお前!?」

「チン○だけど何か」

「開き直ってんじゃねえよ！」

「とにかく、このイベントは最重要事じ項こうよ。しょーもないエロ本を質に入れてでも絶対に参加してちょうだい」

　いや、その表現はおかしいだろ……それに俺のエロ本はしょーもなくない。厳選に厳選を重ねた珠しゆ玉ぎよくの──

「ねえねえ、ショコラっち。奏っちってどういうえっちい本持ってるの？」

「えっとですね。さいきんは年上のおねえさんがちっちゃい男の子を──」

「やめろおおおおっ！」

　……じょ、女子達からの視線が痛い。

　そして、男子連中からの爆ばく発はつしろオーラ……ここは一時撤てつ退たいした方がよさそうだな。

　俺はきゃいきゃいと盛り上がる三人から離れて廊ろう下かに出た。

「ふう……」

　ため息をついたそのタイミングで、後ろから遠えん慮りよがちな声がかかった。

「あ、甘草さん……ちょっといいですか」

「四葉紙……」

　振ふり返れば、四葉紙が伏ふし目がちに立っていた。どうやら俺の後に付いて教室から出てきたらしい。

　そうだ、そういえば四葉紙の動向をチェックしようとしてたんだった。山田と大子さんの衝しよう撃げきですっかり頭からすっ飛んでいた。

「どうした？」

「あの……いま、ショコラさん達と遊びに行く約束をしていましたよね」

「あ、うん。あれ聞かれてたのか……」

「ご、ごめんなさい。盗ぬすみ聞きするつもりじゃなかったんですけど、ちょっと耳に入っちゃって……」

　四葉紙は頭を下げた後、本当に言い辛づらそうに口を開いた。

「その……私達も行っていいですか？」

　その申し出に、どうしたもんかと躊躇う。四葉紙の正体が判明しない以上、安やす請うけ合いはできないけど……本当に来る気だったら、いくら口で断ったって無む駄だだろうからな……ここは肯こう定ていして様子を見るか。

「ああ、俺は別にいいけど、あいつら三人に確かく認にんしてみないと」

「あ、違ちがうんです。ショコラさん達と一緒に回りたいという事ではなくて……」

　そこで四葉紙は、後ろを振り返った。

「あれ？　来ないな……」

　明らかに誰だれかを待っている様子。そういえばさっき、私達っていう表現をしてたし、もう一人別の誰かが同行するって事なんだろうか。

「「…………」」

　しかし、いくら待っても誰も現れる気配がない。

「ご、ごめんなさい甘草さん。もうちょっと……もうちょっとだけ待ってください……ああ、せっかくのチャンスなんだから頑がん張ばって……」

　しかし、四葉紙のそのセリフから数十秒経たっても、それらしき人ひと影かげは見えなかった。

「なあ四葉紙、そろそろ昼休み終わって──」

　ガシャン……ゴガシャン……

「ん？」

　そこへ、なんだか壊こわれる寸前のロボットみたいな足音が聞こえてきた。

　ギギギ……ガジ……ガジ……

　思わず心配になるようなその足音の主は──

「爽さわ星ぼし？」

　爽星素す直なおがこっちに向かって歩いて来ていた。

　ゴゴギ……ガガグギ……

　戸と愚ぐ呂ろ弟も真っ青な、ぎこちなさ中のぎこちなさとでもいうようなギクシャクウォークだった。そして──

　ギャガガ……ゴジゴジ……

　そのまま俺達の横を通り過ぎた。

「って、素直ちゃん駄目でしょーっ！」

　四葉紙に肩かたを摑つかまれてようやく立ち止まる。

「あ、ああ……そうか……」

「そうだよ……頑張って素直ちゃん」

　四葉紙に優やさしく励はげまされた爽星は、オドオドした感じで話し出した。

「あ、あのさ……その……リアジューランドだけどさ……」

　……以前の俺なら完全に見み逃のがしていただろう。

　だけど今の俺は──いや、これは誰でも分かるよな……

「よ、よかったら……アタシも……アタシも……」




　爽星も、俺の事を好いてくれている。




「リ、リアジューランド……一緒に行っていいか？」

「…………」

　ありがたい事だけど……非常にありがたい事だけど……返事はできない。

　だって……

「素直ちゃん……なんで私に言うの……」

　そう。さっきから爽星は一度も俺の方を見ていないから。

「し、しょうがないじゃんか！　だってアタシなんか……アタシなんか……」

「素直ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだから。頑張ろ？」

「う……うう……」

　四葉紙のその激げき励れいを受け、爽星は観念したように、やっと俺の方を向いた。

「そ、そのだな……甘草……」

「ああ……」

　あまりにいじらしいその姿に、こっちまで恥はずかしくなってしまう。

「…………」

「…………」

　俺は根気よく爽星の次の言葉を待つ。

　そして十数秒後、ようやく爽星の口から出てきたのは──

「バ、バーカッ！」

　悪口だった。

「え、えっと……」

　どう反応していいか分からずに頰ほおをかく俺。

「う……ぐう……」

　そして爽星はみるみるうちに涙なみだ目めになり──

「あ、甘草のバーカッ！」

　捨てゼリフを残して、ダッシュで逃にげ去ってしまった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとするしかない俺。

「あ、甘草さん、違うんですっ。素直ちゃんに悪気はないんです……」

「あ、うん。それはよく分かってるから大丈夫だけど……」

「すみません……うう、まだまだ前ぜん途と多難だなあ……」

「…………」

「甘草さん、どうしました？」

「あ、いや、なんでもない……」

　四葉紙のこの様子……普通に友達を心配している女の子にしか見えない。

　いくら空さんが演技に長たけているといっても、ここまで自然な感じが出せるもんだろうか？

　やはり、四葉紙伊緒乃という女の子は実在し、空さんがその体を乗っ取っているだけなんだろうか？

　……駄だ目め元もとであの人に探さぐりを入れてみるか。
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「あら～甘草さん」

　相変わらず気の抜ぬけた喋しやべり方をする黒こく白びやく院いん会長。

「この前のステージ上での告白、かっこよかったですよ～」

「それはどうも」

「私も好きになっちゃいそうです～」

「謹つつしんでお断りします」

「ひ、ひどいです～。よよよ、です～」

「…………」

　俺は、床ゆかに座り込んでしなを作る会長を、醒さめた目で見下ろしていた。

「会長、今日は聞きたい事があってきました」

「ふふ、あの人の件ですよね～」

　何事もなかったかのように立ち上がり、にっこりと微笑ほほえむ会長。

　俺は、無言のまま頷うなずいた。まあ、この人が重要な事を漏もらす訳がないのは分かってるけど……会話の中から何か少しでもヒントが摑めるかもしれない。

「あの人は現在、中退して串くし職人をしていますよ～」

「は？」

「実はあの対たい抗こう戦の後、トラブルがあったんですよ～」

「あの、会長……誰の話してます？」

「吉よし原わら桃とう夜やさんですよ～」

　ヨシワラトウヤ……どっかで聞いた事あるような……あ、吉原桃夜か！

「あのショコラに異様に興味を示してたイケメンですよね……」

「そうそう、その吉原さんです～」

　そういえばいたな、そんな奴やつ。ショコラにつきまとってくるかと思って、対抗戦の後は警けい戒かいしてたけど……特に何もなかったんでもう完全に忘れてた。

「対抗戦の後、吉原さんはショコラさんにすぐさま接せつ触しよくしようとしました～。でもそこでとある人物の邪じや魔まが入ったんです～」

　会長は吉原の顚てん末まつについて語りだした。いや、その話は別に興味がないんだけ……いや、ちょっと気になるからやっぱり聞いておこう。

「その人物の名前は、山田アァ～ン子さんです」

「え？　なんて？」

「山田アァ～ン子さんです」

「……それってもしかして……」

「はい、山田アッー！太郞さんの妹さんです～」

「親死んでしまえよもう！」

　何考えてんだ……そしてマジで仕事しろ役所。

　会長は、そのままマイペースに話を続ける。

「アァ～ン子さんは以前から吉原さんに好意を抱いだいていました。対抗戦を見て、吉原さんの心がショコラさんに動いてしまったのを知り、いてもたってもいられなくなり、駄目元で告白しました～。そしてそれを、吉原さんは受けてしまいました～」

　受けたのかよ……さすが校内有数のプレイボーイだな。

「しかし、吉原さんの本命はショコラさんです～。吉原さんはアァ～ン子さんにはその事を気付かれないようにうまく立ち回っていましたが、一人だけそれに感づいた人物がいました～。それは兄の山田アッー！太郞さんです～」

　マジかよ……

「怒いかり狂くるったアッー！太郞さんは、制裁として吉原さんにあるお仕置きをしました～」

「お仕置き？」

「そのお仕置きで目覚めてしまった吉原さんは、『何かを貫つらぬく仕事がしたい』と、串職人になりました～」

「掘られつらぬかれてんじゃねえか！」

　山田……恐るべし。

「はい、それでは甘草さん、さようなら～」

「いやいやいや！」

　俺は去って行こうとした会長を慌あわてて引き止める。まだ吉原と山田兄妹きようだいの話しか聞いてないから。

「俺が聞きたいのは四葉紙伊緒乃の事なんですけど」

　その問いに、会長はにっこりと笑って答えた。

「ショコラさん、遊王子謳歌さん、雪平ふらのさん。このお三方は甘草さんに好意を抱いています～」

「……まあ、そうですね」

　それは、四葉紙の正体に何か関係があるんだろうか。

「このままいくと、甘草さんはこの三人のうちの誰だれかを好きになる可能性が高いと思われますね～」

「……まあ、そうかもしれませんね」




「やめておいた方がいいです」




「え？」

　それは、いつもの会長からは信じられないほど、はっきりとした口調だった。

「それはどういう──」

「あの人、アマノカミノソラウは、悲劇的な結末を用意しています～」

　会長の口調は、いつもの間延びしたものに戻もどっていた。

「悲劇的？」

「そうです～。甘草さんがあの三人を好きになってしまったら、とてもとてもよろしくない事が起こってしまいます～」

「よろしくない事って……なんですか？」

「それは言えませ～ん」

　……まあ、だろうとは思ったけど。

「いわゆる一つの禁則事じ項こうというやつですから～」

　おい、怒おこられるぞ……

　でも悲劇的な結末って一体……俺が誰かを好きになってから、何らかの方法でそれを台無しにするって事なんだろうか……本人もちらっと言ってたけど、あの四葉紙伊緒乃という少女の登場は、その為ための下準備なんだろうか？

　……まあでも、それは関係ない。

「会長」

「なんでしょうか～？」

「せっかく教えてもらったのになんですけど、それはできません」

「あら、どうしてですか～」

「誰かを好きになるのなんて、理性で抑おさえられる訳ないじゃないですか」

「…………ふふ」

　会長は、少しだけ黙だまった後、微笑んだ。

　それは、いつもの会長の噓うそ臭くさい笑え顔がおではなく、幾いくばくかの感情がこもっているように見えた。

「私は、甘草さんのそういう所、嫌きらいじゃないですよ～」

「……それはどうも」

「甘草さんならひょっとして──」

「え？　なんです？」

「なんでもないで～す」

　その会長の笑顔には、今度は何か寂さびしさのようなものが滲にじんでいる気がした。







　幕間　ある人間の話１
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　ふう……

　なんとか甘あま草くささんがまともに話をしてくれるようになった。

　とはいえまだ半信半疑の状態。

　まあ当然だよね。私も逆の立場だったらそう簡単に信じられないと思う。

　もっとお話しして、私が噓うそを言っていない、って事を分かってもらおう。私は本当に心の底からあの神様の行動を止めたいと思っているんだから。

　ひどい……あの神様のやっている事はほんとにひどくて、許されないと思う。

　甘草さんにトラウマを植え付けて、呪のろいで選せん択たく肢しを押しつけて、今はまた何かよからぬ事を企たくらんでいる。どこまで人の運命を歪ゆがめれば気が済むんだろう。

　私はなんとしても、あの人を止めなくちゃならない。

　その為のキーになるのは、爽さわ星ぼし素す直なおちゃんだ。

　甘草さんがショコラさん、遊ゆう王おう子じさん、雪ゆき平ひらさんの誰かを好きになってしまったら、とても不幸な事になる。

　理り不ふ尽じんな話だけど、あの神様がそういう設定にしている以上、そこはもうどう頑がん張ばっても変えられない。

　でも、甘草さんが素直ちゃんを好きになってくれれば、全すべてが丸く収まる。

　言こと葉ば遣づかいはぶっきらぼうだし、ちょっとネガティブだけど、とても心の綺き麗れいな女の子。

　もちろんショコラさん達三人だって素す敵てきな子達だと思うけど、素直ちゃんだって決して負けてない。




『えぐ……えぐ……うう……うえええええっ』

『う……うう……うああああああっ』

『ひっく……ひっく……うわああああああんっ』




　文化祭の後、校門の前で号ごう泣きゆうしていた素直ちゃんの様子を思いだして、心が痛む。

　大だい丈じよう夫ぶ。素直ちゃんはあの三人よりスタートが遅おくれただけ。まだ十分に巻き返しは可能だよ。

　そういった類たぐいの説得を何回か繰くり返した結果、自分から一いつ緒しよにテーマパークに行きたいって伝えられるまで回復した。

　……まあ、あれを伝えたって言えるかどうかは微び妙みようだけど、とにかくあの文化祭の日より大分前進した事は間ま違ちがいない。

　素直ちゃんの想おもい人、甘草さんはとても素す晴ばらしい人だと思う。

　私はずっとあの神様を通して甘草さんの事を見てきたけど、呪いなんていう理不尽な事態に巻き込まれても決してやけにならず、常に人を傷つけないような選せん択たくばかりをしてきている。自分より他人を優先し、絶対に信念を曲げない、強くて優やさしい男の子だ。

　だからこそ、幸せになってほしいと思う。

　普ふ通つうの恋れん愛あいをして、楽しい学生生活を送ってほしいと思う。

　あの人の思い通りにさせちゃいけない。神様だからって、何もかもが自分の思い通りにいかないって事を分からせなくちゃいけない。

　頑張ろう……頑張って、素直ちゃんと甘草さんが恋こい人びとになれるように応おう援えんしよう。

　……その結果、たとえ私がどうなろうとも。







　第二章　向けられる四つの恋
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　そして集団デート当日。

　いつも通り、家から一緒に行ったらあまりデート感が出ないという事で、俺とショコラは別々に出発して現地集合という事になった。

「しかしここ……すごいな」

　集合場所の入り口近くの案内板の前で待っていた俺の口から、独り言が漏もれる。

　恋人の為のテーマパークと銘めい打うっているだけあって、あっちを見てもこっちを見てもどこもかしこもカップルだらけだった。

　ほんとに見み渡わたす限りラブラブオーラ全開で、見ていて微笑ほほえまし──

「ウフフ……楽しいわね、たろピュン」

「そうだな。最高だよ大だい子こん」

　……全力で見なかった事にしよう。

　幸いにも二人の方は俺に気がつく様子はなかった。

「奏かなでさーん」

　ほっと胸をなで下ろしていたところへ、ショコラの声がかかる。

　振ふり向いてみると、ダッフルコート姿のショコラが、手を振りながらこっちへ走ってきていた。

「おまたせしましたっ」

　その服装はチョコレート色を基調としており、全体的に、もこもこふわふわしていた。

「どーですか、かわいいですか？」

「あ、ああ……」

　俺はちょっと顔を赤らめながら頷うなずく。いい……これはいいな。

「よかったです」

　ふにゃり、と気の緩ゆるんだような笑顔を見せるショコラ。

「あ、奏っち、ショコラっち！」

　そこで、一ひと際きわ元気な謳おう歌かの声が。

「ぶっ!?」

　振り向いた俺は、思わず吹ふき出してしまった。

　上半身は暖かそうなもこもこのセーター。それはいい。それはいいんだけど……

「お、お前それ……」

　下半分は超ちようミニスカートだった。セーターが大きめなサイズの為、ほんとに気持ち程度の布がはみ出ているだけだ。ぱっと見、それしか身につけていないように感じてしまう。

「さ、寒くないのか？」

「うん、子供は風の子だからねっ」

　十六歳児は笑顔全開でＶサインをしてみせた。見ているだけで鳥とり肌はだがたってくるな……まあ謳歌らしくてかわいい格好だとは思うけど。

「あら、私が最後なのね」

　そして最後に現れたのはふらの。

　その格好はフリフリのドレスみたいなワンピースだった。

「…………」

「な、何よ……」

「いや、めっちゃ気合い入っているなって……」

「そりゃあ……デートだもの……」

　真っ赤になって俯うつむいてしまうふらの。

　う……俺まで赤面しそうになってしまったんで、慌あわてて話題を逸そらす。

「そ、それじゃあどのエリアから回る？　まあこのメンバーならどこ行っても楽しいだろうけどな」

　咄嗟に出た言葉だったけど、その内容自体は噓じゃなかった。

　昨日も思った事だけど、やっぱりこの三人と一緒にいると、心地ここちいい。俺を好いてくれている子達と四人で過ごせるこの時間は、とても貴重で幸せな事なんだと思う。

　この幸せな時間を積み重ねていけば、俺は無理せず自然な形で彼女達の気持ちに応こたえる事ができるようになるだろう。

　そこまで考えたところで、ショコラが首を横に振った。

「あ、それはもちろんそうでしょうけど、今日はちがいます」

　ん？　違ちがうってどういう事だ？　せっかく四人で来たのに一緒に回らないのか？

「むふふ。奏っちはそれぞれ私達と二時間ずつ二人っきりで行動してもらうよ……恋人としてね」

「え？……恋人？」
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　と、いうわけで一番初めの十時から十二時。

　この時間、俺と回るのは──

「いやっほーっ！」

　謳歌だ。

　一番疲つかれそうな相手が、しょっぱなから来てしまった……体力持つだろうか？

「ねえねえ奏っち、どこ行く？」

「うーん、そうだ──」

「あっ！　あれ楽しそーっ！」

「お、おい、引っ張るなって！」

　俺の心配は的中し──




「あ、これ絶対面おも白しろいよっ！」

「あ、ああ……」




「おお、こっちにも何かワクワクしそーなのがっ！」

「お、謳歌ちょっと待っ──」




「あはは、すっごい気持ちよかったねー」

「だ、騙だまされた。平和な乗り物かと思ったら、絶ぜつ叫きようマシンだった……おえ」




　そんな感じで振り回される事、約一時間。

「お、謳歌……ちょっとタンマ。次はあんまり動かないやつにしよう……」

　俺の体力は限界に近付いていた。

「ん？　奏っちもう疲れちゃった？　そっか……振り回しちゃってごめんねっ。あ、じゃあ、あそこで休きゆう憩けいしよっか」

　謳歌が指差した先にあったのは『ラバーズＵＯＧカフェ』との看板が掲かかげられた建物。

「ん？　ＵＯＧ？」

「ああ、このテーマパーク造る時に、結構出資したってお父さんが言ってたからね」

　さすがは天下のＵＯＧ……ほんとにどこにでも潜ひそんでるな。

　まあ、とにかく座れればどこでもいい。俺は、謳歌の後について店内に入り、腰こしをおろした。

「ふう……マジで疲れた」

　そんな俺の顔を、謳歌がニコニコしながら見つめていた。

「どうした？」

「んーん。奏っちと遊ぶの、ものすっごい楽しいなって思ってただけ」

「そ、そうか……」

　謳歌のその言葉と笑え顔がおで、疲れの大部分が引っ込んだ気がした。

　楽しい……謳歌といると、ただ純じゆん粋すいに楽しい。だから、たとえどんなに振り回されたとしても、もう勘かん弁べん、とか今回限りで……とは絶対にならない。

　俺がそんな事を考えていると、謳歌が窓の外に視線を向けて、何気なく呟つぶやいた。

「こういうのが、ずっと続くといいな……」

「うん、そうだな」

「え？」

　俺のその相あい槌づちに、謳歌がぎょっとした感じで俺を見る。

　ん？　なんでそんなリアクションになるん──

「あっ……」

　そこで気付く。今のやりとり……もの凄く極きよく端たんな取り方をすれば、プロポーズと、それを受けた感じになるような……

「ち、違うぞ謳歌、今のはそういう意味じゃなくてだなっ」

　慌てて否定する。

　誤解させちゃいけない。俺はまだ、謳歌を好きになっていない。誰だれが相手かは分からないけど、その瞬しゆん間かんがくるのを待っている状態だ。

「あ、うん……分かってる」

「…………」

「…………」

　う……なんだか微び妙みような雰ふん囲い気きになってしまった。

「あたしは……そういう意味でも良かったんだけど」

「うっ……」

　な、なんだそのちょっと潤うるんだ上うわ目め遣づかいは……

「…………」

「…………」

　き、気まずい……

　どうにも間が持たなくなったところへ、救いの手が差し伸のべられる。

「いらっしゃいませーっ」

　元気な感じのウエイトレスさんが、メニューとおしぼりを持ってきてくれた。

「ありがとうございます。ほ、ほら謳歌……とりあえず何か選ぼう」

「う、うん……そうだね」

「それでは、ご注文が決まりましたら、ボタンでお呼びくださーいっ」

　そう言い残して去って行くウエイトレスさん。正直、もうちょっといてほしかったんだけど……まあ、これでなんとか空気は変わったか？

「さて……もう昼近いし、なんかつまむか」

「あ、うん、そうしよっ」

　よし……謳歌もいつもの感じに戻もどってきた。

　しかし、さすが天下のＵＯＧが運営するカフェだけあって、内装もお洒落しやれだし、見たところ店員さんもみんないい感じだし、フードメニューもカフェとは思えないくらいに充じゆう実じつしている。

「あ、奏っち、これなんだろうね」

「ん、どうした？」

　謳歌が手に取ったのはメインのものとは違う、やや小ぶりのメニュー。そこには何やら派手な文字が躍おどっていた。




　普ふ通つうのメニューに飽あきて、刺し激げき的てきな食事を求めるカップルの皆みな様さまへ！

『女の子と更さらにラブラブになる為ための十のメニュー～これで君もパンパンキングだ～』




　嫌いやな予感がする……猛もう烈れつに嫌な予感がする。最近目にしてなかったから忘れかけてたけど……これ、完全にあの本のシリーズと同じパターンじゃないか。

　そう考えるとこのサブタイ、お腹なかパンパンって事なんだろうけど、なんか卑ひ猥わいな意味なんじゃないかと疑いたくなってくる。

「へー、なんか面白そうだねっ」

　謳歌は、止める間も無く次のページを開いてしまった。




《①　ラブジュース　四百円》

　写真を見る限り、透とう明めいな液体で至って普通だけど、ラブジュースって言ったら普通はアレの事だよな……

《解説　ラブジュースといっても、決していかがわしい液体ではありません。怪あやしい成分は一いつ切さい入っておりません。というか実は何も入っておりません。ぶっちゃけただの水です》

「ぼったくりじゃねーか！」

　いや、某ぼうシェフのに比べたら半分だけど、それでも高すぎるだろ。

《②　ラブジュース２　五百円》

　これもただの水にしか見えないけど……

《解説　ただの水かと思った？……残念！　砂糖水でした！》

「ぼったくりじゃねーか！」

《③　ラブジュース３　六百円》

　これも見た目は同じなのにまた値上がり……今度はなんなんだ？

《解説　映画のシリーズ三作目って微妙な事が多いですよね……》

「だからなんなんだよ！　何が入ってるか説明しろよ！」

《④　フレンチトースト　五百円》

　お、ここからは食べ物か。

《解説　フレンチトーストかと思った？……残念！　フルチントーストでした！》

「残念なのはお前の頭だよ！」

《⑤　フルチンどうすっと？　五百五十円》

「知らねえよ！　もう食い物ですらねえじゃねえか！」

《解説　兄弟メニューとして『フルチンどげんかせんといかん』もあります》

「だからまずお前の頭をどうにかしろよ！」

《⑥　パンケーキ　五百円》

　どうせ、パンパンケーキとか言い出すんだろ……

《解説　うわ、つまんねえ》

「ぶん殴なぐるぞお前！」

《⑦　当店の名物シェフが秘伝のケチャップをからませた特製のナポリタン　七百円》

　秘伝のケチャップか……ちょっと気になるな。

《解説　名物シェフが数十年の試行錯さく誤ごを重ねた結果……カゴ○のやつが一番うまい事が判明しました》

「普通に売ってるやつじゃねえか！」

《⑧　当店の名物シェフが喉のどにからませた特製の痰たん　プライスレス》

「当たり前だ！　誰がそんなもんに金払はらうか！」

《⑨　オムライス　八百円》

　うん、カフェの軽食メニューといえばこれだよな。

《解説　なし》

　あれ？……もしかしてこれは本当に普通のメニューなのか？　疑問に思いつつ、ページをめくる。

《さみしかった？》

「うぜえええええええ！」

《⑩　ラブジュース４　千円》

　最後にまた来たな……これは３までと違ちがってちょっと濁にごってるけど……

《解説　当店の女店長（四十四）のヤツです》

「生々しすぎるだろ！」

　駄だ目めだ……やっぱりこのメニュー、完全に駄目だ。

「奏っち、あたしこのラブジュース４っていうの、飲んでみたい」

「やめんか！」




「あーおいしかったーっ！」

　カフェから出た謳歌は、満足そうにお腹をさすっていた。

　ちなみにその中に収まっているのはラブジュース４ではない。どうしても飲みたいと食い下がる謳歌を必死で止め、メインメニューからドリンクと軽食を注文させた。

「でも、やっぱりラブジュースっていうのも飲んでみたかったなーっ！」

「こ、声がでかいっ……」

　謳歌のその発言に、周りの人間がぎょっとした感じでこっちを見る。

「ん？　あたし何か変な事言った？」

　心底不思議そうに首を傾かしげる謳歌。

　その表情があまりに純粋なものだったので、俺は思わず笑ってしまった。

「はは、謳歌ってほんと子供だよな」

「…………」

　それを聞いた謳歌の表情が、一いつ瞬しゆんにして曇くもる。

「子供……」

「謳歌？　どうした？」

　謳歌はその場で立ちつくし、沈しずんだ調子の声を出す。

「奏っち……あたし、魅み力りよく無い？」

「え？」

「あたし……子供っぽくて、女の子としてみてもらえないのかな？」

　いや、別にそういうつもりで言ったんじゃなかったんだけど……謳歌はなにか勘かん違ちがいをしてるみたいだった。

「あのな、謳歌──」

「あ、あたしね、奏っちが思ってるよりも大人だよ。最近お寿す司しもわさび入りで食べられるようになったし、庭で木登りとかしないようになったし、ぬ、脱ぬぐと結構えろえろだし──」

　必死に弁明するその様子はあまりに子供っぽくて、

「ははっ」

　思わずまた笑いが漏もれてしまった。

「な、なんで笑うの？」

「いや、悪い悪い。でも、俺はそういう所が謳歌の魅力だと思う」

　誤解を与あたえるような言動は避さけるべきだけど……いい所をいいと言うのは、それとはまた別の話だ。

「そういうって……どういう？」

　とはいえ、言葉ではうまく伝えてあげられそうにない。

「まあとにかく、謳歌は今のままでいいって事だよ」

「そう……なの？」

「ああ」

　謳歌は少しの間考えこんでいたが──

「分かった。奏っちが言うならそうするねっ」

　一転、花が咲さいたような笑え顔がおをみせる。

　うん……やっぱり謳歌はこのままの方がいい。

「まあでも、木登りはしなくなって正解だな。さすがに高校生になってそれはどうかと思うし……」

「うっ……」

　謳歌はなぜかぎくり、といった感じのリアクションをとる。

「お前、ひょっとして……」

　そしてばつが悪そうに、こくりと頷うなずく。

「うん……大人っぽさをアピールしたくて……ちょっと噓うそついた」

「え？　じゃあ……」

「……まだわさび食べられないし、木登りも……してる」

　……完全に小学生だった。

「あ、で、でもね。脱ぐとえろえろなのはほんとだよっ。き、今日だってあたしが持ってる中で一番セクシーなぱんつはいてきたんだからっ」

　わたわたするその様がかわいらしくて、ちょっとからかってみたくなった。

「へえ、どんなのなんだ？」

「うん、こんなの」

　ぴらっ。

「……え？」

　俺は、その行動に目を疑った。

　これは……なんの冗じよう談だんだろうか。

　俺の目には、ものっすごい際きわどいデザインの紐ひもパンが飛び込んできている。

「あ、あたし………………何してるの？」

　……いや、俺が聞きたいです。

　反射的なもんなんだろうけど……ついやっちゃうんだってレベルじゃねーぞ。

「う……あ……」

　ま、まずい。謳歌にとってパンツは鬼き門もんだ！

「お、謳歌、落ち着け！　大丈ｂ──」

「…………」

　あれ？……逃にげない？　今までだったら間ま違ちがいなく一目散パターンなのに。

　謳歌は体を震ふるわせ、顔を真っ赤にしながらもなんとかその場に留とどまっていた。

「もう……大だい丈じよう夫ぶだもん」

「え？」

「もう……いいもん」

「いいもんって……何が？」

「あたし、奏っちの事好きだから……もうぱんつ見られても……いいもん」

「なっ……」

　俺の顔面も、一瞬にして真っ赤に染まる。

　そ、そんな事言われたら──

　い、いや落ち着け俺！

「と、とりあえずスカート戻もどそうか……な？」

「う、うん……」

「…………」

「…………」

　えっとこれ……どうすればいいんだ？

「か、奏っち……」

「な、なんだ？」

「あたしのぱんつ……どうだった？」

　な、何を聞いてんだ一体……

「ど、どうだったって……その……」

「えろえろだったよね」

「……えろえろだったな」

「ど、どのくらいえろえろだった？」

「な、なかなかにえろえろだったぞ……」

　……なんだよこの会話。

「あ、あのね、も、もちろんさっきのは事故だからね。わざと見せるつもりなんてなかったよ……でも、今日は奏っちとお出かけできるから……自分に気合い入れようと思って頑がん張ばったんだ……」

「そ、そうか……」

「……こういうのは、いいよね？」

「え？」

「さっき奏っちは、あたしは今のままでいいって言ってくれたけど……あたしらしく、ちょっとずつ女の子らしくなれるように努力するのは……いいよね？」

「う……」

　そう言って、上うわ目め遣づかいで覗のぞき込んでくる謳歌の表情は紛まぎれもなく『女』だった。

　この子は、少女から女性へと変わろうとしている……俺の為ために。

「謳歌、俺は──」

「うわああああああんっ！」

　そこへ、子供の声が響いてきた。

　見てみると、六、七歳くらいの女の子が泣きべそをかいていた。

「どうしたの？」

　謳歌が近くまで寄って行き、中ちゆう腰ごしで話しかける。

「ふ、ふうせんが……」

　その子が指差した先は、傍そばにあった木のてっぺん付近。かわいらしいピンクの風船がひっかかってしまっていた。

「お、結構高いな……まあ、でもあのくらいならなんとかなるか。待ってな、今俺が登って──」

「おりゃああああああっ！」

「あ、謳歌っ！」

　謳歌は風のように木の根元までかけていくと、するすると軽快に登り始めた。

「よし、ゲットーッ！」

　そして、何の危なげもなく風船を回収してもどってくる。

「ほいっ、どーぞっ！」

「あ、ありがとうお姉ちゃん……でも」

　女の子は嬉うれしそうにしながらも、どこか後ろめたいような表情を浮うかべている。

「ん？　どったの」

「あの……木にのぼったとき、ぱんつ見えちゃってたよ……」

「あ、そっかー。でもへーきへーき。女の子の君にしか見られてないし」

「だ、だめだよっ！」

「へ？」

「わ、私よく、お母さんに怒おこられるもん。女の子なんだからもっとおしとやかにしなさいって」

「そっかー。でもあたしは気にしないけ──」

「お姉ちゃん」

　女の子の目付きが、変わった。

「ん？」

「座って」

「へ？　ここに？」

「いいから、早く正座して」

「う、うん……」

「お姉ちゃん。私のふうせんをとってくれて本当にありがとう。その結果、ぱんつがみえちゃったのも私のせいです、ごめんなさい。でも、女の子がそれを平気とか気にしないなんていっちゃだめですっ！」

「う、うん……」

「お返事は『はい』ですっ！」

「は、はいっ……」

　その様子を横から見ていた俺は我が慢まんできなくなって──

「わはははははははははっ！」

「か、奏っち？」

「しょ、小学生に恥はじらいを持てって説教されるってお前……お前……」

「む、むうう……」

「ちょっと、お兄さん」

「え？」

　そこで女の子が、冷たい視線を向けてきた。

「お兄さんも座ってください」

「え？　なんで？」

「いいから早く」

　なんだろう、この歳としにしてこの迫はく力りよくは……俺は逆らう事ができずに謳歌の脇わきに正座する。

「お兄さん。彼女さんがあんなはしたない事して怒られてるのに、笑ってる場合じゃないでしょう」

「いや、彼女ってわけじゃ──」

「言い訳しない！」

「わ、わかったよ……」

「違ちがうでしょ。お返事は？」

「は、はい」

「あはは、奏っちも怒られてるっ。やーいやーい」

「いや、だってこれは……」

「また言い訳してる。こっどもー」

「なっ……お、お前の方が子供だろうが！」

「うんにゃ、奏っちの方が子供だよ」

「いや、お前の方がお子ちゃまだね」

「そんな事ないよっ！」

「「むむむむむむむ」」

　そこで顔を見合わせた俺と謳歌は、

「「あははははっ！」」

　なんかおかしくなってしまって、声を揃そろえて大笑いする。

　やっぱり、謳歌と一いつ緒しよにいると……楽しい。

「……二人とも」

「うっ……」

　そこで、上方から女の子の怒ど気きを孕はらんだ声が。

「怒られてる途と中ちゆうになんで笑ってるんですかっ！　大人なんだからちゃんとしてください！」

「う、うん……」

「わ、わかった……」

「違うでしょ……お返事は？」

「「……はい」」







「……ショコラさん、もうちょっと落ち着いて食べたらどうかしら」

「ほへ？　へもほれ、ものふほふおひひいんへすもん」

「……私が悪かったわ。好きに食べてちょうだい」

「はひっ」

　ふらのは、スイーツの山にかぶり付くショコラを、半ば呆あきれながら見つめていた。

　そして、ものの数分もしない内にその山は綺き麗れいさっぱりなくなってしまった。

「というか、この空間で女二人で行動してるのって……私達くらいよね」

「でもわたし、ふらのさんといると楽しいですよ」

「そう……」

　屈くつ託たくの無い笑え顔がおを向けてくるショコラ。

「ねえ、ショコラさん」

「なんですか？」

「この前も話したけど……甘あま草くさ君が誰だれを好きになろうと、恨うらみっこ無しよ」

「はい、わたしたちはなかよくたたかいましょう」

「ええ、そうね」

　そう言ってふらのも微笑ほほえみを返す。

　先日の文化祭の後、謳歌も交えて三人で今後の方針を話し合った。

　奏の性格からして、自分たち三人がギクシャクしていたら心を痛めてしまうだろう。

　もちろん元からいがみ合う気は無かったが、その話し合いでふらの達三人は改めて、協力しながらの奏争奪戦をする事に決めた。

　その結果、今回の異例とも言えるデート形態が成立した。

「それはそうと……」

　ふらのはそこで言葉を切って、後ろを振ふり返る。

「そこのあなた……ちょっと私達の事、見過ぎじゃないかしら」

「うええっ!?」

　その人物は、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「な、なんで気付かれたんだ……」

　その出いで立ちは、山やま高たか帽ぼうにサングラス、マスク、トレンチコートという、不ふ審しん極きわまりないものだった。

「気付かれてないと思ってたのね……」

「わたし達のはんのう待ちだとおもってました……」

「ク、クソ……なんて感覚の鋭するどいやつらだ」

　すぐ後ろであそこまで露ろ骨こつに突つっ立っていれば誰でも気付くと思うのだが……

「その声……どこかで聞いた事があるわね」

「ア、アタシはアンタらなんか知らねーしっ」

　不審者は、慌あわてた様子で手をぶんぶんと横に振る。

「もしかして……爽さわ星ぼしさん？」

「うっ……」

「あ、ほんとですっ。『お断り５フアイブ』の爽星素す直なおさんですっ」

「ぐっ……」

　観念したらしいその人物は、躊躇ためらいながらマスクとサングラスを外してみせた。

「やっぱりそうね……で、私達に何の用かしら？」

「ぐ……こ、こうなったら仕方無い」

　素直は、深く深呼吸した後、ふらのとショコラの中間あたりをびっ、と指差した。

「し、知ってるぞ。ア、アンタら、甘草の事好きなんだろっ！」

「はい」

「まあ、そうね」

　ショコラは元から奏に対する好意をオープンにしていたし、ふらのにしたって、もう大勢の生徒の前で公開したのだから、今いま更さら隠かくすような事ではない。

「ぐ、ぐぬぬ……」

　なぜか悔くやしそうな素直は、ショコラとふらのをきっ、と見み据すえた。

「ア、アタシはアンタらに宣戦布告するっ」

「宣戦布告？」

「そうだ。ア、アタシだって甘草の事……好きなんだからなっ」

　ぽかーん、とするショコラとふらの。

「う、な、なんだよ……アタシなんか相手にならないと思ってるのか？」

「いや、別にそういう訳ではないけど……」

　ただ単に、あまりに急すぎて反応に困っていただけだ。

「じゃあ、素直さんも　いっしょになかよくたたかいましょう」

　にこやかに語りかけるショコラ。

「う、な、なんだよその余よ裕ゆうの反応は……そういえばアンタ、甘草と一緒に住んでるんだったな……ず、ずるいぞ、このずるっこ！」

「はあ……すみません」

「ずるっこって……爽星さん、あなた子供じゃないんだから」

「う、うるさいっ！　ア、アンタもあざといんだよ雪ゆき平ひらふらの。普ふ段だんは下ネタとか毒ばっかり吐はいてるくせに、実は甘草の事好きとか……あれだろ。ツンデレ、ツンデレってやつだな！　このずるっこ！」

「だからずるっこって……」

　呆れるふらのをよそに一方的にまくしたてる素直。

「と、とにかく敵だ！　アンタらはどっちも敵だ！」

　素直はふらのとショコラを睨にらみ付けた。

「見てろよ、絶対負けないからなーっ！」

　そしてそのまま、もの凄すごい勢いで走り去っていく素直。

「……なんだったのかしら」

「うーん……よくわかりません」




　　　　３




「で？」

　十二時から十四時のパート、合流したふらのの第一声はそれだった。

「で？……とは」

「……見たの？」

「な、何を？……」

　とんでもなく冷たい目線で睨まれる。これはもしかして……

「遊ゆう王おう子じさんのパンツよ」

　うっ……やっぱりバレてる。

　謳歌の事だから、特に悪気もなくあった事を話しちゃったんだろうけど……これはもう、正直に認めるしかない。

「……見ました」

「あ……そう」

　いや、マジで怖こわいんですけど……もうなんか視線だけで凍いてついてしまいそうだ。

「ち、違うぞふらの。あれは不可こう──」

「なんてね」

「え？」

　ふらのは、柔やわらかく微笑んだ。

「知ってるわよ。不ふ慮りよの事故だったって事は。甘草君がわざと見るなんて、そんな事するはずないもの」

「ふらの……」

　そして、ゆっくりと俺の手を取った。

「甘草君」

「ど、どうしたんだよ急に……」

　そして勢いよく、ばっ、と持ち上げた。

「おまわりさん、ここに痴ち漢かんがいます！」

「いや流れ的におかしいだろ!?」

「おまわりさん、ここに股こ間かんがいます！」

「せめて人間にしてくれませんかね！」

「おまわりさん、ここに擬ぎ人じん化した股間がいます！」

「気持ち悪わりぃな！」

「私、思うんだけど全世界の男性の股間を女によ体たい化させて『○ン体これくしょん』として売り出したらどうかしら」

「怒おこられるぞお前！」

「冗じよう談だんよ」

　ヒートアップする俺をよそに、ふらのはしれっとした顔でつぶやいた。

「ねえ、甘草君」

「……なんだよ」

「私はね……あなたとのこういう会話が心地ここちいいの」

「え？」

　ふらのの表情が、変わった。

「甘草君は……嫌いや？」

「そ、そんな事はないぞ」

　そんな上うわ目め遣づかいで言われたら、嫌なんて答えられる訳がない。

　そもそもほんとに全然嫌じゃないしな。

「よかった」

　ふらのはそう言って穏おだやかに微笑んだ。

　その表情を見て、俺も思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「甘草君、何をニヤニヤしているのかしら？」

「いや、今まではツンツンしてばっかりだったけど、ほんとのふらのはこういう表情もするんだなって」

「ほんとの……私」

　そこで急に、何かを考えこむような仕草をみせるふらの。

「ん？　どうした？」

「いえ……なんでもないわ。二時間しかないんだから早く行きましょう」

「あ、ああ……」

　俺は、首を傾かしげながらふらのの後を追った。




　そうして、二人で園内を歩く事数分。

「……ねえ甘草君、急だけどあのオブジェ、チン○に見えない？」

「急すぎるだろ！　見えねえよ！」

「残念……実はあれ、心の綺き麗れいな人が見ると、チ○コに見える仕し掛かけなのよ」

「なんだそのクソみてえなシステムは！」

「ちなみに心の汚きたない人にはウン○に見えるそうよ」

「マジでクソじゃねえか！」

　最低だ……相変わらず最低だけど、普段のふらのの調子に戻もどったみたいだった。

　さっきの変な感じは何だったんだろう。

「まあいいや……で、どこ行く？　目的もなく歩いてても──ん？」

　そこでふらのが立ち止まっているのに気がついた。

「どうした？」

　ふらのの視線の先には、何やら特設ステージのようなものが見えた。

　そのステージ上には、『本日限定スペシャルイベント　カップル対たい抗こうクイズ大会！』との看板が立ててあった。

　どうしたんだろう？　ふらのはこういうのは興味無さそうだけど。

「…………」

　不思議に思い、黙だまり込むふらのの視線の先を更さらに細かく追ってみると……

　優勝賞品『しろぶた君　ぬいぐるみ』副賞『ギフトカード一万円分』との表記が。

　……なるほど。

「欲しいのか？」

「え？」

「あのしろぶた君、欲しいのか？」

「そ、そんな事は……」

　ふらのが、かわいいものに目がないのは知っている。

「欲しいんだろ？」

「う……」

　ふらのは、相当な時間、躊躇った後──

「うん……欲しい」

　う……このリアクションは新しん鮮せんだな。いままでのふらのだったら絶対に意地を張って突つっぱねていただろうに。

「よし、じゃあ出るか」

「え……でも、カップル対抗って書いてあるわよ」

「ま、まあそこはほら……今俺達、カップルっていう体てい裁さいだし……」

「あ、甘草君がいいなら……私は構わないけど……」

「じゃあ……エントリーするか」

「……ええ」

　そのままの微び妙みような雰ふん囲い気きで受付に向かったところ──

「おーおー、なんか初うい々ういしいね。君達もしかして付き合ったばっかり？」

　受付のお兄さんが、若じやつ干かんニヤニヤしながら聞いてきた。

「い、いや、付き合いたてっていうか何ていうか──」

「いいえ、体だけの関係です」

「何言ってんのお前!?」

「この人がチン○を見せつけてきて、私がそれを握にぎり潰つぶすだけの乾かわいた関係です」

「地じ獄ごく絵え図ずじゃねえか！」

「え、えっと……頑がん張ばってね」

　お兄さんにドン引かれながら、エントリーが完かん了りようした。




《はーいみなさん、お集まりいただきましてありがとーございますっ！　それでは早さつ速そくクイズ大会を始めたいと思いまーっす！　どんどんぱふぱふ！》

　司会のお姉さんのハイテンションな宣言で、クイズ大会が始まった。エントリーしたのは俺達を含ふくめて計四組。気き恥はずかしさがあるからか、参加人数は予想よりも少なかったけど、ギャラリーは結構な数が集まっていた。

《はい、それでは早速、各カップルの紹しよう介かいも兼かねて、軽く質問していきたいと思いますっ》

　司会のお姉さんは、ノリノリのテンションで進めていく。

《それじゃー。一番目のカップルいきましょー。お名前は鉄てつ香か邦くに蜜みつさんと後あと辺べ軽けい子こさん。手元のフリップに、相手の好きな所を書いて出してくださいっ》

《マ、マジですか……》

《は、恥はずかしいんですけど……》

《はいはーい。そんなに気負わずに、軽く書いてくださいねー。おっぱいでもおっぱいでもおっぱいでもいいですよー》

　お姉さんの慣れた感じのトークに、会場に笑いがおこった。

《お、できた感じですか。それじゃー早速出してくださーい》

　そんな感じで各組の紹介がなされていき、俺達の番になった。

《それじゃーラストのカップルにいきましょー。お、これはまた美男美女ですねー。甘草奏さんと雪平ふらのさん。それでは、相手の好きな所を書いちゃってくださーい》

　さて、どうするか……ガチでいい所を考えて書くのはちょっと恥ずかしいし……まあ、無難にいっとくか。

『控ひかえめで清せい楚そな所』

　……中身は正反対だけど、見た目はそんな感じだしな。黙ってれば薄はつ幸こうの美少女という感じに見えなくもないし。

《お、いいですねー。それでは彼女さん、どうぞっ》

『私が○ンコを握り潰しても引かない所』

《いや引くわ！　引くっていうか死ぬわ！》

「「「「「…………」」」」」

　会場もドン引きしてんじゃねえか！

　そこへふらのが、一言。

《冗談よ》

　会場の空気が弛し緩かんしていく。

「ふう、冗談かよ。びっくりしたぜ」「私……目がおかしくなったかと思ったわ」「そ、そうだよな。あんな清楚な子がそんな変な事書くはずないもんな」

　いや、普ふ通つうに書きますけど……

　しかし噓うそをつくにしてももうちょっと考えればよかった。清楚はなかったな、清楚は……

《ちなみに、本当は彼の精子な所が好きです》

《何言ってんだお前!?》

「「「「「…………」」」」」

　会場が再びドン引きしていた。

《冗談よ》

「ふう、冗談かよ。びっくりしたぜ」「私……耳がおかしくなったかと思ったわ」「そ、そうだよな。あんな清楚な子がそんな変な事言うはずないもんな」

　コピペかよ！　気付けよ！　清楚な子は冗じよう談だんでも精子とか言わねえから！

《……ん？》

　そこでふらのが、俺だけにそっと、何かが書かれたフリップを見せてきた。

『本当は、《彼、とても早くて、精子をうまく制止できないんですけど、そんな所が好きです》って言おうと思ったけど、さすがに公衆の面前だから自重したの……でもやっぱり言っていいかしら？』

　いいわけねえだろ！

　そこでまたフリップが。

『ごめんなさい。ちょっとふざけすぎたから謝るわ。アイムソーロー』

　ケンカ売ってんのかお前！

《さ、さあそれではいよいよクイズ本番に参りましょうかっ》

　司会のお姉さんは、それ以上ふらのには触ふれずに進行し始めた……正しい判断だ。

　クイズの方式は至ってシンプル。カップルの間に仕切りがおかれ、出された問題に対して二人の答えが揃そろえばポイントが加算されていくというものだ。

　しかし、展開の方はシンプルには行かなかった。

《第一問。二人の初キスの場所はどこでしょーか？　さて、これはサービス問題ですねー》

　サービス問題と言われても……まあ、正直に答えるしかないよな。

俺の回答　　『まだです』

ふらのの回答『しゃぶしゃぶ屋（口を思いっきりしゃぶられた）』

《しょっぱなから何言ってんだ!?》

《続いて第二問。彼女さんが好きな食べ物を答えてくださーいっ。まだまだ簡単ですよー》

　ふらのが好きな食べ物か……なんかふわっとしたかわいらしい物が好きそうだよな。

俺　　『マシュマロ』

ふらの『しゃぶ（れ）しゃぶ（れ）』

《なんか余計なもんついてますけど！》

《それでは第三問。今度は彼氏さんが好きな食べ物を答えてくださいっ》

　お、今度は俺の方か。甘い物は大体全部好きなんだけど、一番となると……

俺　　『チョコレート』

ふらの『ノーパンしゃぶしゃぶ』

《しゃぶしゃぶネタしつけえな！》

《え、えーと……四組目以外はまだ全問正解ですね。それでは第四問。お二人の共通の趣しゆ味みを答えてください。二人でこれをするとテンションがあがるぞっ、ていうものをお願いします》

　趣味か……まあふらのは完全にインドア派だろうな。それでいてテンションがあがるものっていうと……

俺　　『対戦スポーツゲーム』

ふらの『シャブシャブ』

《危ないクスリみたいになってんじゃねーか！》

《第五問。お、また食べ物関係ですね。彼女さんの今日の朝ごはんを答えてください。ムフフ……一いつ緒しよに朝ごはんを食べたカップルなら簡単でしょうが……どうでしょうっ！》

　よし……実際どうかはともかくとして、これまでの流れからすればこれしかないだろ。

俺　　『しゃぶしゃぶ』

ふらの『寝ね起おきが悪くて、食べる気がしなかった』

《急にガチレスすんじゃねーよ！》

《第六問。これから行ってみたいデートスポットはどこですか》

　お、これはいけるかもしれない。俺は、かわいいもの好きの聖地ともいえるアミューズメントパークの名前を書いた。

俺　　　『モフモフランド』

ふらの　『秘宝館』

《お前合わせる気ねえだろ！》

《そろそろ終しゆう盤ばんの第七問。彼氏さんに直してほしいなー、と思っている事を書いてください。彼氏さんの方は、彼女さんの答えを想像して書いてくださいねっ》

　まあ……リアルに答えるならこれだろうな。

俺　　『突とつ発ぱつ的てきに変な行動をする』

ふらの『タマタマに傷がある所』

《玉に瑕きずみたいに言ってんじゃねーよ！》

《どんどんいきましょー、第八問。もし二人の間に子供が生まれたら、何と名付けたいですか？　男の子だった場合でお願いしますっ》

　そういえば、ふらののお母さんはるもいっていう名前だって言ってたな……だったら北海道繫つながりにするか。それで男っぽい名前っていうと……

俺　　『北ほく斗と』

ふらの『（自分の名前にちなんで）長万部おしやまんべ』

《よりによってなんでそこ選んだし！》

《第九問。先さき程ほどの質問、今度は女の子だった場合でお願いしますっ》

　うーん……北海道の中でかわいらしい響ひびきをもったものってなると……

俺　　『ちとせ』

ふらの『（自分の名前にちなんで）邦くに衛え』

《女だっつってんだろ！　せめて蛍ほたるにしとけよ！》

《それでは最終問題。おっと、これは最大のサービス問題です！　相手の事を好きですか？　『はい』か『いいえ』で答えてくださいっ！》

　まあ、こう答えるしかない……よな。

俺　　『はい』

ふらの『いいえ』※実は、お湯にくぐらせるより焼いた方が好き。

《いつまでしゃぶしゃぶの話してんだ！》




　そして、大会の結果は──

《はい、優勝は第三組のお二人です。おめでとうございますっ》

　ピンマイクを係の人に返へん却きやくしたふらのは、淡たん々たんとした調子で言った。

「おかしいわね。なんで優勝できなかったのかしら」

「いや当たり前だろ！　俺ら一問も当たってねえから！」

　俺は呆あきれかえりながらステージ上から降りる。

「まあお前の事だからふざけるのは予想してたけど……しろぶた君はよかったのか？」

「……………………あ」

　……ボケるのに夢中で、参加した動機を忘れてたらしい。

「……ちょっと採点方法を大喜利方式でやり直してもらえるように交こう渉しようしてくるわ」

「いや、無理だから……」

「く……」

　悲しそうに唇くちびるを嚙かむふらの。

「残念だったな」

「……甘草君、何を勘かん違ちがいしているか知らないけれど、私はあんな豚ぶた畜ちく生しようの醜みにくいぬいぐるみなんて、これっぽっちもほしいと思っていないわ」

「…………」

「……何よ」

　まあ、そういう事にしといてやろう。

「じゃあ、行くか」

「……ええ」

　ふらのはがっくりと、ほんとうにがっくりと肩かたを落としていた。

「おめでとうございまーすっ！」

　そこへ、景気のいい声が聞こえてきた。

　見てみれば先程まで隣となりに座っていた一位のカップルが、ギフトカードを受け取っているところだった。

「やったね！　マジテンションあがる！」

「ああ、半分ずつ山分けな」

「あ、こちらの『しろぶた君ぬいぐるみ』もお持ちください」

「あ、そんなもんイラナイからパス」

　バッサリと切り捨てる女の子。

「え？……え？」

　信じられない、という表情を見せるふらの。

　まあ女の子だからといって、全員がかわいいもの好きとは限らないしな……というかしろぶた君って、正直かわいいとは思えないし……

「ま、まあせっかくですから」

「そうだよお前、一応貰もらっとけよ。ケーシキジョーさ」

　係のお兄さんと彼氏に促うながされ、渋しぶ々しぶといった感じで受け取る女の子。

　しかし、その扱あつかいはぞんざいで片手で鷲わし摑づかみ。

「しろぶた君……かわいそう」

　ふらのが悲しげな表情をみせるが、どうする事もできない。

　しばらくそのまま歩いていた女の子だったが──

「やっぱりイラネ」

　ぽい、と投げ捨てた。

「だ、駄だ目めーっ！」

「あ、おいっ」

　ふらのは、間に合うわけがないその距きよ離りを、宙を舞まうしろぶた君に向かってダッシュしていった。

「あうっ！」

　しかし、運動神経が壊かい滅めつ的てきなふらのの事、足をもつれさせてべちゃり、とこける。

　そして、その遥か前方にぽとり、と落下するしろぶた君。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は、転んだふらのに駆かけ寄るが、自分の事はどうでもいいみたいだった。

「あ……しろぶた君が……」

　人の行き交かう中に落ちたしろぶた君は、無残にも踏ふまれまくっていた。

　ふらのには怪け我ががなさそうだったんで、俺はしろぶた君に駆け寄って回収する。

「まったく……ひどい事するな」

　カップルの姿は既すでに見えなくなっていた。返す必要は……ないよな。

　俺は、しろぶた君を抱かかえてふらののもとに戻もどった。

「ちょっと待てよ、今綺き麗れいにするから」

「い、いいわよ……甘草君の手が汚よごれてしまうから」

「そんなの気にするなよ……欲しかったんだろ？」

「…………」

　俺は、できる限りの汚れを落としてから、ふらのに手て渡わたした。

「……ありがとう」

　ふらのはしろぶた君を、潰つぶれそうなほどぎゅーっと抱だきしめた。

「よっぽどしろぶた君が好きなんだな……」

　ふらのは、無表情のまま頷うなずいた。

「認めるわ……でもね」

　そして、少し溜ためてから、一言。

「甘草君の方が好きだけどね」

「なっ……」

　完全な不意打ちだった。

「お、お前……そういう事を真顔で言うなよ」

「だって本当の事だもの」

「う……」

　ふらのは、真っ赤になった俺に追い打ちをかけるように、口を開く。

「ねえ甘草君。さっきのクイズの七問目……あの時はふざけてしまったけど、実はあなたに直してほしい所が一つ、あるの」

「な、なんだよ……」

　ふらのは、悪戯いたずらっぽい表情で微笑ほほえんで、言った。

「私の事、なかなか好きになってくれない所」







「でねでね、うちの会社が経営しているカフェで変なメニューがあったんだ。ラブジュースとかいうやつ」

「なんですかそれはっ。ぜひ飲んでみたいですっ」

「でしょでしょ？　でも奏っちが飲ませてくれなかったんだよ」

「なんででしょうね？」

「分かんない……あ、それとね。二人してちっちゃな子供に怒おこられちゃった」

「おお、それは大変でしたね」

「あはは。でもおもしろかったよーっ」

　ショコラと合流した謳歌は、奏とのデートの内容を楽しげに報告していた。

「お、おい、アンタら……」

　そこへ後ろから声がかかった。

「ん？　あ、素直っちだ！」

　素直は、先程ショコラとふらのの前に姿を現した時の、怪あやしすぎる格好のままだった。

「どーしたんですか？」

「……アンタらにちょっと聞きたい事がある」

「なんじゃらホイ？」

「アンタら、なんでそんなに仲いいんだ？」

「へ？　どういう事？」

「わたしと謳歌さんがなかよしだと、へんですか？」

　質問の意味がよく分からず、首をかしげる謳歌とショコラ。

「だってアンタら……甘草の事好きなんだろ？」

「うん、そうだよ」

「はい」

　迷い無く即そく答とうする謳歌とショコラ。

「だ、だったら何でそんなにヘラヘラ笑い合ってるんだよ。おかしいだろっ！」

　謳歌はそれには答えずに、質問を返した。

「ねえねえ、素直っちも奏っちの事好きなんでしょ？」

「う……まあ……」

「だったらあたし達、仲間だね」

「え？」

「そうです。同じきもちなんですから、なかよくしましょうっ」

「う……」

　その純じゆん粋すいな視線に、素直は怯ひるんでしまう。

「だ、駄目だっ！　そんなわけにいくかっ！」

「でもさ、仲悪くしてたって奏っちが好きになってくれるわけじゃないと思うよ」

「そ、それは……」

「奏さんは、自分をすきなおんなのこ達がなかがわるいと、かなしむとおもいます」

「う……ぐう……ア、アンタらに甘草の何が分かるって言うんだよっ！　アイツはなあ……アイツはアンタらの知らない所で苦しんで──」

「ん？　なんの話？」

「い、いや、今のはなしっ！……でも、アイツの──甘草の事を一番心配して……一番アイツの事を考えてるのは絶対アタシだからなっ！」

「あはは、あたしもそう思ってるよ。やっぱり素直っちは仲間だね。だからさ、仲良くしようよ」

　謳歌が邪じや気きの無い笑え顔がおと共に手を差し出す。

「な、なんだよお……これじゃあアタシだけ器うつわがちっちゃいみたいじゃないかよお」

　みたいではなくて、そうである。

「う……うう……」

　素直は少しずつ自らの手を伸のばしていき──

「う、うるさいっ！」

　直前で、止めた。

「やだっ！　やっぱりなんかやだっ！　み、見てろよ……アンタらが余よ裕ゆうぶっこいてる間にアタシが逆転ホームランかましてやるからなっ！」

　言っていて自分が情けなくなり、少し涙なみだ目めになってしまう素直。

「くそ……くそおおおおおおっ！」

　そして、またしても逃とう走そう。

「あはは、素直っちおもしろいねー」

「はいっ」

　残された謳歌とショコラは素直の後ろ姿を眺ながめながら、古くからの親友のように屈くつ託たく無く笑い合った。
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　そして、時刻は十四時。ここから二時間はショコラとの時間だ。

「さて、どこに行く？」

「たべたいですっ」

　……いや、答えになってないけど。

　というか既に、両手が食料で溢あふれかえってるんだが……

「まったく……お、あれ何だ？」

　呆あきれ気味の俺の目に入ってきたのは、やたら派手な建物だった。その上部にはコスプレ館との表示があった。

「あ、おもしろそーです、あそこにいきましょうっ」

「よし、そうするか」

　そうして館内に足を踏み入れた俺達の前に、一人の男性が現れた。

「ようこそいらっしゃいました。私、当コスプレ館の支配人を務めております、捲めくり狂きよう四し郎ろうと申しますぞ」

　きっちりとしたスーツに身を包んだその五十がらみの男性は、恭うやうやしく頭を下げた。めくりきょうしろうって……凄すごい名前だな。

「もしお邪じや魔までなければ、お二人が楽しんでいただけるよう、ご案内をさせていただきますぞ」

「あ、じゃあよろしくお願いします」

「はい、畏かしこまりました。それではまずこちらをご覧ください」

　そう言って手渡されたパンフレットに目を通す。どうやら館内はカテゴリー毎に、いくつかのエリアに分かれているようだった。

「あ、ここがおもしろそーですよ」

　ショコラは、その中の一つに反応を示した。俺も一番に興味を惹ひかれたエリアだったんで、まずはそこに向かう事にした。

「こちらは二次元エリアでございます。マンガ、アニメ、ゲーム、ライトノベル。古今東西の有名どころからマイナー作品まで、豊富な衣い装しようを網もう羅らしておりますぞ」

　捲さんが先導しながら解説してくれる。

　その言葉通り、どこかで見た事のあるような衣装が、そこかしこに展示されていた。

「あ、これかわいーです」

　その中で、ショコラが一番くいついたのは──

「お、ハルヒか」

　鮮あざやかな水色スカートに、黄色いヘアアクセサリー、そして腕わん章しよう。言わずと知れたラノベ界のメガヒット作品だ。

「これ、きてみたいです」

　ショコラはさっそくそのハルヒ衣装を手に取った。

「捲さん、これ、着られるんですか？」

「もちろんでございますぞ。では、あちらの更こう衣い室へどうぞ」

「はいっ」

　そして更衣室に入ってから数分。

「じゃーん、です」

「おお……」

　ショコラのハルヒコスは、想像を超こえて似合っていた。髪かみ型がたも色も全然違ちがうので、どうかなと思っていたが……これはアリだな。

「むう……」

　しかし、俺の横では捲さんが微び妙みように渋しぶい顔をしていた。

「どうしました？」

「お客様……誠まことに申し訳ございません。私、お伝えするのを失念しておりましたぞ……この衣装はそういう風に身につけていただくものではありません」

「あれ？　なにかちがってましたか？」

　ショコラも首を傾かしげていた。なんだろう？　別に間ま違ちがってるようには見えないけど……

「これは裏返しに着るのでございます」

「え？　どーしてですか？」

　裏返し？……なんか嫌いやな予感が……

「……非常に申し上げにくいのですが、このアニメに出演していたとある声優様が──」

「ＡＹ○スタイルじゃねえか！　怒られるぞ！」

「同じ文庫だから大だい丈じよう夫ぶですぞ」

「意味分かんねえけど絶対大丈夫じゃないだろ！」

　ショコラは裏返しでもう一回着る気でいたが、俺が全力で阻そ止しした。

　駄だ目めだ……気を取り直して違う衣装をさがそう。

「……ん？」

　様々な衣装の中で、一ひと際きわ異い彩さいを放つものがあった。

　パイロットスーツなのは分かるんだけど……

「捲さん……これなんで二着くっついてるんですか？」

　ワインレッドっぽい色のスーツの後ろから覆おおい被かぶさるような形で、白地に水色と黒がのったスーツが密着している。これってもしかしてザフ○と連○の──

「ああ、これはもちろんキ○とアスラ○の合体コスプレでございます」

「いやマジで怒られるから！」

「同じ文庫だから大丈夫ですぞ」

「だから意味分かんねえし大丈夫じゃないだろ！」

「奏さん、いっしょにきますか？」

「着ねえよ！　それは別の意味でヤバいだろ！」

　マジで駄目だ……もっと危険度の少ないものを見つけないと。

「ん？　これは何だ？」

　次に目に入ってきたのは、白を基調としてピンクのラインが入ったセーラー服。

「わあ、かわいーですっ」

　そして、その肩かたに全身真っ赤な猿さるのぬいぐるみがちょこん、と乗っている。

「捲さん、これはなんていう作品の衣装ですか？」

「ああ、それはですね──」

　支配人さんから作品名を聞いたが、いまいちピンとこなかった。なんだか聞いた事があるようなないような……

「女子高生に猿の妖よう怪かいが乗り移ってバトルを繰くり広げる作品なんですが、他ほかの作品に比べるといささかマイナーなので、ご存じないのかもしれませんね」

　なんでも、第十五回あたりのスニーカー大賞あたりでザ・スニーカー賞あたりを受賞した作品らしい……ちょっと気になるんで後でググってみよう。

　しかし、作品云うん々ぬん以前に、気になる点が一つ。

「捲さん……これは？」

「おっぱいの部分がないです……」

　そう、このセーラー服の胸の部分に、何か焼け焦こげたような跡あとがついており、所々が破けてしまっていた。

　その問いに捲さんはクソ真ま面じ目めな表情で答える。

「この猿の妖怪は炎ほのお使つかいなんですね。ですから自分の炎で服が焦げて、おっぱいぽろん、した事にしちゃいました」

「ぽろんじゃねえだろ！　怒おこられるぞ！」

「同じ文庫だから大丈夫ですぞ」

「意味分かんねえけどなんかこれは大丈夫な気がする！」

　声を張り上げる俺をよそに、ショコラが隣となりにあった衣装に興味を移していた。

「あ、これ知ってます。ビリビリの人のいしょうですっ」

　ライトノベル読みならばその名を聞いた事はないであろう作品……そのヒロインの一人であり、電でん撃げき使つかいの女の子が所属する中学校の制服だ。

「捲さん、これは……」

　その制服には先さき程ほどのセーラー服と同じように、胸の部分に焼け焦げたあとがあった。
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「これも同じく、自分の電撃で服が焦げて、おっぱいぽろん、した事にしちゃいました」

「しちゃいましたじゃねえよ！　怒られるぞ！」

「これは文庫が違うんで大丈夫じゃないですぞ」

「分かってんならやるんじゃねえよ！」

　駄目だ……もうラノベのコーナーから離はなれよう。

「あ、奏さん、こっちにもかわいいおようふくがたくさんありますよっ」

　幸いにもショコラの興味も移ったようなので、さっさとその場を後にする。

「お、そちらは今流行のソーシャルゲームのコーナーですな」

　俺らの後をぴったりとついてくる捲さん……正直もうこの人、いらないんだけど……

「わー、ほんとにあれもこれもすてきですっ」

　色とりどりの衣装に目を輝かがやかせるショコラ……こうして見ると普ふ通つうの女の子だよな。

「ふむ……迷われているようでしたら、あなた様にぴったりの衣装があります」

　そこでまた、捲さんが口を出してきた。

「おお、かわいーです。分かりました。これをきてみますっ」

「ん？……それって……」

　この制服なんだっけ？　紺こん色いろのブレザーにチェックの赤スカート……そしてなんかまた嫌な予感がする。

「気に入っていただけたようでなによりですぞ。そしてここで更さらにアドバイスをば。よりキャラクターになりきる為ために────というセリフを言ってみてください」

　ショコラに何事かを耳打ちする捲さん。

「わかりましたっ」

「あ、おい……」

　制止する暇ひまも無く、更衣室に駆かけ込んでいってしまうショコラ。

　その着き替がえを待つ間に、ふと思いだした。

　そうだ、あれはガールフレン──

　そこで、俺の思考を遮さえぎるように、更衣室のカーテンが開けられた。

　そして、姿を現したショコラは開口一番。

「くおえうえーうおお」

「それマジで駄目だから！　あれたしかにお前になんか似てるけど駄目だから！」

「はっはっは。非常にお似合いですぞ」

「笑ってる場合じゃねえだろオッサン！　似合いすぎて危ねえんだよ！」

　声を張り上げる俺の横で、またショコラが一言。

「うそだどんどこどーん」

「それは空耳の種類が違うわ！」

　こいつら……一体いくつの方面にケンカを売れば気が済むんだ。

「やめだやめ！　もう二次元エリアは終わりだっ！」

「ふむ……ではあちらのコーナーなどいかがでしょうか？」

　いや、だからアンタはもういいって……

　そして、案内されたのはご当地ゆるキャラの着ぐるみのエリア。

「わー、かわいーですっ」

　ショコラは喜んでいたが、俺はまた心配になってきた。さっきの二次元コーナーでは、キャラそのものの衣装が展示されていたが、ここでは許可が下りなかったのか、ふなっしーやひこにゃんのパチもんとしか思えない、微妙な感じの着ぐるみが多数。

「ん？　これは……」

　その中でも一際大きく目を引くのは、くまモンのパクりであろう着ぐるみ……そしてその後ろの一角は何やら特設コーナーのようになっていた。

「これらは『モン』シリーズですな。最後に『モン』の付くご当地キャラを、まとめて並べてあります」

　正直、ろくでもない予感しかしないが……念ねんの為確かく認にんしてみよう。

「えっと……これは？」

　最初に現れたのは、なんだか体育座りをしていじけている感じの着ぐるみだった。

「『よそモン』です」

「ご当地と対極じゃねえか！」

「あのふなっしーも、非公認とはいえご当地キャラでありますが、もう既すでに全国展開しております。逆転の発想で、全国のどこにも居場所がないキャラを考えてみましたぞ」

「暗すぎるわ！　なんだあれ完全に目が死んでるじゃねえか！　もう次だ次！」

　続いて出てきたのは、かわいらしいピンクのエプロンだった。

「これは『一人でできるモン』です」

「モンの意味合い変わってんじゃねえか！　てか着ぐるみじゃねえし！」

　それにしても懐なつかしいなおい……

　その次はまたしてもピンクのエプロンだった。ただこれは、さっきのものよりも大分サイズが大きい。おそらくは大人用だろう。そして、セットになっている白いタートルネックセーター。もしかして……

「これは『一人でやりきれるの？』です」

「ゼミママじゃねえか！　てか『モン』はどこ行ったんだよ！」

　ちなみにゼミママみたいなお母さん、大好きです。僕、一人ではやりきれないんで手伝ってほしいです、はい。

「むう……文句が多いですな。仕方がありません、次は『モン』がつく着ぐるみにしましょうか」

　いや……仕方ないとかじゃなくてここ、そういうコンセプトのコーナーじゃないんですかね。

　次に出てきたのは、レディススーツに、つり上がった黒くろ縁ぶちメガネというセットだった。これも既に着ぐるみじゃないし……

「こちらは『家庭教師チチ～百点取ったらおっぱい揉もませてくれるって言ったモン～』ですぞ」

「ただのＡＶじゃねえか！　クソみてえなサブタイつけてんじゃねえよ！」

　なんなの……なんなのこの人……

「あの……もうちょっと普通の衣い装しよう無いんですか？」

「むう……仕方ないですな」

　何が仕方ないんだかよく分からないが、ようやくノーマルなコスプレエリアに案内してくれた。

　そこではナース服やチャイナドレス、ＯＬ風衣装など、非ヲタの一いつ般ぱん人がコスプレと言われて想像するような服装が並べられていた。

　今までのと違ちがって、何かふざけた仕し掛かけが用意されている様子もない。

「あっ」

　ショコラがとある衣装の前で立ち止まり、目を輝かせていた。

「お……ウエディングドレスか」

　まあある意味、コスプレの定番中の定番と言えるだろう。

「奏さん、わたしこれきたいですっ」

　ショコラの瞳ひとみは、今日一番の輝きを見せていた。

　そうだよな……女の子にとって、ドレスはやっぱり憧あこがれだよな。

「ああ、じゃあ更こう衣い室で──」

「あ、でもやっぱりやめておきます」

「ん？　どうしたんだ？」

「奏さんのおよめさんになる時までとっておきます」

　にっこりと、そう答える。

「そ、そうか……」

「いつまで待っていたら、およめさんにしてくれますか？」

「う、い、いや……そ、それはだな……」

「うふふ、うそです。奏さん、かわいーです」

　ショコラはしどろもどろになる俺の頭を撫なでまわした。

「お前なあ……」

「でも、そうなったらほんとにうれしーです」

　そう言って満面の笑えみを向けてくるショコラ。

　俺は、ショコラがウエディングドレスを着ているところを想像した。

　似合う……絶対に似合う。

　でもそうだよな……人を好きになるって事は、最終的に結けつ婚こんするかもしれないって事だよな……

　まだ学生の身で想像が飛びすぎかもしれないけど、付き合う以上はそういう事も頭の片かた隅すみに入れておかなきゃならないだろう。

「…………」

「奏さん、どーしました？」

「いや……ちょっと考え事」

　俺は、自分に好意を向けてくれている女の子達の顔を想像する。

　ショコラ。

　謳歌。

　ふらの。

　そして爽星。

　俺は将来、この中の誰だれかと一生を共にしていこうという決心をするんだろうか。

　そして、四人のウエディングドレス姿を思い浮うかべようとして──

　…………いや、待てよ。

　そこで、自分の間ま違ちがいに気付く。

　四人を……並べてどうする。

　好きになるっていうのは、他ほかの三人と比べてどうこうじゃないだろ。

　その子だけを見て、その子がいいから好きになるんだ。

　だから、将来の事を想像する時に、四人を並べるのは間違っている。

　それは、その中から選ぶという行こう為いに他ならないから。

　間違えるな、俺。

　好きというのは選ぶものじゃない。なるものだ。




「……ねえふらのっち」

「ん？　何かしら」

　いくつかの雑談をかわした後、謳歌は少し声のトーンを変えた。表情も彼女にしては珍めずらしく硬かたい。

「伊い緒お乃のっちについて……どう思う？」

　二人とも、今までなんとなくそれについての話題は避さけていたが、二人っきりになったこの状じよう況きようで、謳歌から切り出した。

「奏っちはあんまり教えてくれないけど、やっぱり……夏休みのあの人だよね？」

「ええ……間違い無いと思うわ」

　ふらのと謳歌の脳のう裏りに、夏休みの奏の様子が蘇よみがえる。




『俺は……俺はもう絶対に恋れん愛あいなんてしないで生きてい──うああああああああああっ!!』




　あの取り乱し方は尋じん常じようではなかった。彼女と奏の間に、過去に何かがあったのは間違いない。

「でもあの時は空そらって名乗ってたし……今のあの伊緒乃っちはなんなんだろう？」

「あの時の性格が本来のものなのだとしたら……今のあれは演技してるという事になるわね」

「うん……でもあたしの直感なんだけど……なんか演技っぽくはないんだよね」




「あたり～」




「「!?」」

　いきなり飛んできた声に、謳歌とふらのはびくっ、と体を硬こう直ちよくさせた。

「うんうん、さすがは遊王子ちゃん。いい勘かんしてるね」

「い、伊緒乃っち……」

「…………」

「あれ、二人ともそんなに警けい戒かいしないでよ。噂うわさの天あま上がみ空ちゃんが登場したんだからさ」

「天上空……それじゃ、やっぱり伊緒乃っちは噓うそって事なの？」

「う～ん。その辺は説明が非常に難しいんだよねえ」

　唇くちびるに人差し指をあて、芝しば居いがかった仕草をする彼女の前に、ふらのがすっ、と歩み出る。

「……単刀直入に聞くわ。一体何を企たくらんでいるの？」

「企んでる？　その言い方はちょっとひどいんじゃないかなあ。私は君達と同じ、ただの恋こいする女の子だよ」

「「…………」」

「あ、ちょっと違うかな。恋に憧れるって表現の方が正確だね。私は別に奏君に恋したい訳じゃないしね……だから二人の敵じゃあないと思うよ、今のところは」

「「…………」」

　沈ちん黙もくを続ける二人に対して、彼女は楽しげに一人語りを進める。

「という事で、お姉さんから一つアドバイス。爽星素直ちゃんには気をつけた方がいいよ」

「素直っち？」

「そうそう。正直、爽星ちゃんは参戦時期が遅おそすぎて一人だけレースから外れちゃってる状態だよね。君達もそう思うでしょ？」

「……別に、そんな事はないと思うけど」

「あ、そんなに気を遣つかわなくてもいいよ、雪平ちゃん。あの子、誰がどう見ても色モノ枠わくの大穴だと思うから。でもね、それじゃああまりにもかわいそうだから、ちょっと助け船を出しちゃった。まあ正確には出したのは私じゃないんだけどね」

「……何を言っているか分からないんだけど」

「うん、まあそこは重要じゃないから別にいいんだけどね。大事なのは、あの子が素直ちゃんに伝えた、奏君の『ある秘密』だよ」

「奏っちの……秘密？」

「そう。それは奏君の心を大きく動かしかねない秘密……それをもし、爽星ちゃんが有効に活用できたとしたら──」

　彼女はそこで一いつ旦たん言葉を切り、ふらのと謳歌を見つめ、にやり、と口の端はしを吊つり上げた。

「君達、簡単に逆転されちゃうよ」




　　　　５




「奏さん、ちょっとおてあらいにいってきます」

「わかった。迷子になるなよ」

「はーいっ」

　時刻は午後四時過ぎ。

　ふらのと謳歌との待ち合わせ場所に向かう途と中ちゆう、ショコラがちょっと外したのでそれを待つ間、自じ販はん機きで缶かんコーヒーを買って近くにあったベンチに腰こしを下ろす。

　まだ帰るにはちょっと早いので、この後は四人一いつ緒しよに遊んでいく予定だそうだ。

　俺は、ほっとして息を吐はきながら缶を口に運んだ。

　…………ん？

　そこで胸の中に、違い和わ感かんが生まれた。

　……なんだ？

　それは、今までに味わった事のない感覚だった。

　まるで、体の中から誰かに否定されているかのような気持ちの悪さ。

　一体、なんでいきなりこんな──

「…………ふしゅ……」

　そこで不意に、俺の目の前に不ふ審しん者しやが現れた。

「ふ……ふしゅ……ふひゅー……」

　山やま高たか帽ぼうにトレンチコート、サングラス＋マスクというその人物は、何を興奮しているのか、呼吸が異様に荒あらかった。

「ふ……ふしゅるる……ふしゅるるうううっ……」

　ヤ、ヤバいぞ……よく見ると小刻みに震ふるえてるし、呼吸もどんどんと荒さを増していく。

　これは……関かかわらない方がいい。

　俺はその人物から全力で目を逸そらして立ち上がると、速そつ攻こうでその場から立ち去ろうと試みた。

　が、しかし。

「うっ……」

　その人物に、肩かたを摑つかまれて引き止められた。

「あ、あの……俺に何か？」

　恐おそる恐る振ふり向いた俺に対してその人物はコートに手をかけていきなり──

　がばっ！

「うええっ!?」

　その下から現れたのは……

「え？……女の子？」

　とんでもなく露ろ出しゆつが多いビキニだった。

　え？……どういう事？……マジでどういう事、これ？

「う……くう……」

　そのうめき声を聞いて、ピンときた。

「も、もしかしてお前……爽星か？」

「…………」

　無言のままこくん、と頷うなずいたその人物は、サングラスとマスク、山高帽を取り外した。

「やっぱり……」

「よ、よう甘草……」

「お、お前……な、なんでこんな事してんだ？」

「しょ、しょうがないだろ。アンタの事好きなんだからっ」

「え？……え？」

　どうしよう……意味が全く分からない。

「お、男って露出が多い方が好きなんだろ？　それにギャップも好きだって……だ、だから冬にビキニだと萌もえるかなって……」

　どうしよう……説明を聞いても意味が全く分からない。

「いや爽星、お前完全に勘かん違ちがいして──」

「キャーッ！」

　その時、俺達の近くで叫さけび声があがった。

「ち、痴ち女じよよーっ！」

　爽星を指差しながら声を張り上げる女性。

「な、なんで？」

「いや当たり前だろ！」

「な、なんだ？」「おい、なんかむこうに半はん裸らの女がいるらしいぞ」「マジかっ」

　こ、これはまずい。叫び声に反応して人が集まりだしている。

「逃にげるぞっ！」

「へ？　あ、ちょっと、手……」

「何固まってんだ、早くっ！」

　俺は爽星の手を取って走り出した。




「はあ……はあ……」

「ぜえ……ぜえ……」

　なんとか人目のつかない所までたどり着いた時には、二人ともグロッキー状態だった。

「爽星……お前、いくらなんでもあれはないだろ」

　呼吸を整えながら、爽星にジト目を向ける。

「だ、だってしょうがないじゃんか……昨日の夜、どうすればアンタに喜んでもらえるか、ずっと考えてたら、頭ぐちゃぐちゃになっちゃって……」

「いや、その気持ちは嬉うれしいけどあれ、補導されるレベルだからな……とはいえ変な行動に関しては俺も人の事は言えないけど……」




「あ、でも甘草のそれは、『呪のろい』のせいなんだろ？」




「……え？」

　何だ？　聞き間ま違ちがいか？

　でも今たしかに『呪い』って──

「あっ……」

　爽星は、しまった、という表情をして口を押さえた。

「爽星……どうして『呪い』の事を？」

　それは、俺の周りの人間では宴うたげ先生しか知らない話のはずだ。

　その問いに、爽星はちょっとばつが悪そうに答える。

「……伊緒乃に聞いたんだ。甘草の脳内に出てくる選せん択たく肢しの事、それを出している神の事、三年前の甘草の初はつ恋こいの事も……」

　……四し葉ば紙かみはそこまで話してるのか……という事は、空さんがそれを許きよ諾だくしているって事だ。今まで誰だれにも話せなかったのに……一体どういう意図がある？

　まあさすがに四葉紙と空さんの関係性までは話してないみたいだけど……

「……でも爽星。普ふ通つう、そんな話眉まゆ唾つばだろ？　簡単に信じられたのか？」

「いや、アタシも最初何言ってんだって感じだったんだけど……実際に脳内で選択肢とか実演されたら信じるしかないっつーか……」

　爽星の脳内に選択肢を出した？　そんな事までやったのか……

「でさ、伊緒乃に言われたんだ。甘草は、その事を誰にも相談できずに一人で苦しんでるから、力になってあげてほしいって」

「苦しんでる……か」

「いや、アンタが実際どう思ってるか知らないし、余計なお世話かもしれないけど……甘草、アタシでよかったら話聞くよ？」

「っ──」

　爽星のその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、心の奥で何かが剝はがれたような感覚があった。

　考えてみたら俺……選択肢に関して、まともに誰かに相談した事がなかった。

　宴先生は状じよう況きようは理解してくれているけど、ある程度以上の事は頭痛でブロックされて話せないし、ショコラには、空さん関連の事はなんとなく話し辛づらかった。

　でも、爽星はもう全すべての事情を把は握あくしている。選択肢の事も、俺の初恋の事も全部。

　そして、その上で俺の話を聞くと言ってくれている。

「爽星……」

　なんだろう、この感覚……不覚にもちょっと泣きそうになってしまった。

　この一年半の辛つらかった思い出が、脳内に次々と浮うかび上がってくる。

　……ここは甘えてしまってもいいだろうか。

「じゃあ……ちょっとだけ聞いてもらえ──」

「あ、ちょっと待った」

　そこで、何かに気がついたように俺の言葉を遮さえぎる爽星。

「ん？　どうした？」

「……これってやっぱり……ずるっこだよな……」

「爽星？」

「いや、気にしすぎだろアタシ……別にわざとじゃなくて、流れで聞く事になっただけだし……」

「えっと……爽星？」

「いやでも……ってなに甘い事言ってんだアタシは。アタシだけ出で遅おくれてるんだから、このチャンスを逃のがしたら……」

　俺の存在など忘れてしまったかのように、一人でなにやら葛かつ藤とうしている爽星。

　そして──

「でもやっぱそれは……それは……うう……く……くそう……うがああああっ！」

　謎なぞの叫び。

「…………」

　どう反応すればいいか分からず、固まる俺。

「よしっ！」

　何かを決意したように自分の頰ほおを両手でぱん、と叩たたく爽星。

　そして、すっきりした表情で俺に告げた。

「甘草、さっきのなし」

「……え？」

「悪い。アタシ、呪いの話聞かない」

「えー……えっと……」

　爽星の思考回路についていけない俺。

「だってさ、アンタさっき、結構心が動いたでしょ？」

「え……あ、まあ……そうだな」

　……ちょっと泣きかけてたくらいだし。

「うん。だったらやっぱりやめる」

「えっと爽星……意味が……」

「いやさ……人の弱い部分につけこんでそれで点数稼かせごうなんて、アタシ的には違ちがう気がすんだよね」

「…………」

「それにさ、雪平とか遊王子達はこの事一いつ切さい知らないんでしょ？　だったらやっぱりそれはずるっこだし」

　点数稼ぎとか、何だかちょっと話が飛ひ躍やくしている気がするけど……その表情を見れば爽星が単なる気まぐれでやめたんじゃない事はよく分かった。

「さっきちょっと話してきたんだけどさ……アイツら、いい奴やつなんだ。恋こい敵がたきじゃなかったら友達になりたいくらい……だから……それだから余計に、アイツらとは対等でいたいんだ。そして甘草…………アンタとも」

　爽星は、彼女の中の価値基準に従って、真しん摯しに俺と向き合おうとしてくれている。

「ごめん……呪いの話はさ、アタシが自分の力でアンタの心を動かせた後で聞くよ。それで勘かん弁べんしてくれる？」

「……爽星、お前、意外と色々考えてるんだな」

「な、なんだよそれ、バカにしてんのかっ！」

「いや、感心してるんだよ……それに、聞いてくれようとしたその気持ちだけで、大分心が軽くなったよ。ありがとな」

「うっ……」

　爽星の頰が、瞬間的に真っ赤に染まった。

「あ、甘草アンタ、その笑え顔がおは反則だろ。よけい惚ほれ──」

　その瞬間、爽星の後方から唐とう突とつに強い風が吹ふいた。

「きゃっ！」「うおっ！」

　それによりバランスを崩くずした爽星が、俺に向かって倒れこんでくる。

「ちょっ……」

「う……あうあう……」

　いきなりの馬乗り状態に戸と惑まどう俺と、テンパる爽星。

「あ、甘草ちがっ……違うぞこれは事故でっ！」

「あ、ああ、分かってる。落ち着いてちょっと離はなれよう」

「うあああ……ど、どうするアタシ、これ甘草に乗っかってるぞひゃああ！　マ、マジでこれどうすｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこ──」

「さ、爽星、だからちょっと落ち着い──え？」

　頰に、温かい感かん触しよくがあった。

「な、ななな、何してんだアタシッ！」

「い、いや……俺が聞きたいんだが……」

　今……キスされたよな？

「う、ううう……」

　爽星の目には、涙なみだが浮かんでいた。

「な、なんで泣いてるんだよ……」

「知るかバカッ！」

　なぜだか怒おこられる俺。

「とりあえず落ち着け、な？」

「いきなりキスされて落ち着けるかっ！」
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「してきたのあんたですよね!?」

「う、うるさいなっ！　女子高生の柔やわらかい唇くちびるの感触を味わえたんだからありがたいと思えよっ！」

「いやなんかガサガサだっ──あ」

　思わず正直な感想が漏もれてしまった。

「う、うう……」

　ヤ、ヤバい……咄とつ嗟さのリアクションにしても、今のはあまりにあんまりだ。

「し、しょうがないじゃんかよお……アンタに話しかける勇気がでなくて、寒い中にずっと一人でいたんだからしょうがないじゃんかよお……」

　グズり出してしまう爽星。

「わ、悪い。今のは完全に俺が悪かった……」

「ほ、ほんとはな……ほんとはアタシの唇は、生まれたての子こ鹿じかみたいにプルプルなんだぞっ」

　いや、それは表現の仕方がおかしいと思いますが……

「こ、これだけしたんだから責任とれよな、バーカッ！」

　いや、責任というか……されたのは俺の方なんですが……

「くそおお、おぼえてろよ甘草あああああああああっ！　うわあああああああああんっ！」

　泣きながら、なぜかバトルマンガのザコキャラみたいな捨てゼリフで去って行く爽星。

「…………」

　残された俺は、しばらくの間フリーズしていた。

　短時間の内に色んな事がありすぎて、頭の中を整理するのに時間がかかった。

　しかし、ほんとに嵐あらしみたいな奴だな……でも──

　そこまで考えて俺は、後ろに立っている人物に声をかける。

「爽星っていい奴だな、四葉紙」

「……はい」

　そして振ふり返り、四葉紙伊緒乃と対たい峙じする。

「……どうして爽星に『呪のろい』の事を教えたんだ？」

「すみません……他ほかの三人に比べて、素直ちゃんがあまりに不利だったので手助けのつもりで……ごめんなさい」

「いや、別に謝らなくてもいいけど……でも、なんでそこまでして爽星に入れ込むんだ？」

「……素直ちゃん、すごくいい子ですし……それに素直ちゃんと恋こい人びとになった方が、甘草さんも幸せだと思いますし……」

「……その理由に関しては言えないんだよな？」

「…………はい」

　四葉紙は本当に申し訳なさそうに頷うなずいた。

　やっぱり空さんの意図は分からないが……四葉紙の様子を見て、思った。

　この四葉紙伊緒乃という少女は、心の底から爽星の事を心配しているし、俺に対する敵意もない。理り屈くつじゃなく、俺の直感がそう判断した。

　演技の可能性も完全に消えたわけじゃないけど……どちらにせよ、四葉紙の中にいる彼女に向かって語りかける。

「四葉紙……いや、空さん」

「…………」

「正直、今の段階では、俺の目の前にいる女の子がどういう状態にいるのか、判断できません」

　俺は彼女の目を見み据すえて、言う。

「でも、もし本当に四葉紙伊緒乃という女の子の体をあなたが操あやつっているのなら……自分のくだらない目的の為ために、一人の人間の人生を台無しにしているのなら……俺はあなたを許さない」

「甘草さん……」

　そして、告げる。

「それと、言っておきます」

　初はつ恋こいの人に、決別を。

「俺が、今後天上空に恋れん愛あい感情を抱いだく事は、絶対にありえませんから」

「…………」

　それを聞いた四葉紙は、安心したように微笑ほほえんだ。

「私、素直ちゃんを追いかけますね」

「ああ……」

　そして去り際ぎわに、一言だけ残していった。

「……ありがとうございます」




　甘草奏と四葉紙伊緒乃の会話から十数分後、

「う……うう……」

「よしよし、大だい丈じよう夫ぶだからね、素直ちゃん。だから泣かないで」

　素直を捜さがし当てた伊緒乃は、その背中を優やさしくさすっていた。

「な、泣いてないし……ゴミが目に入っただけだし」

「はいはい」

　まるで母親のような眼まな差ざしを向ける伊緒乃。

「でも……よかった」

「え？」

「なんかすっごい空回りしたけど……ちゃんと甘草と話せて、本当によかった」

「うん……そうだね」

「伊緒乃……ありがとな。文化祭の後にアンタがいてくれなかったらアタシ、完全に駄だ目めになってた」

「ううん、気にしないで……でもさ、素直ちゃん。甘草さんって、素す敵てきな人だね」

「そ、そうだろ！」

　途と端たんに目を輝かがやかせる素直。

「うん、自分は大変なのに、いつも人の事ばっかり心配してる……すごいと思う」

「そ、そうなんだよ！　アイツはすごいんだよ！」

　素直は、本当に嬉うれしそうだった。

「…………そうだね」

「ん？　伊緒乃、どうしたんだ？」

「あ、ううん、なんでもないよ」

　伊緒乃は手をぶんぶんと横に振った。

「あ、素直ちゃん、せっかくだからちょっとお茶していかない？　あっちのエリアにケーキのおいしいカフェがあるらしいよ」

「あ、いくいくっ」

　そうして素直と伊緒乃は、連れ立って歩いていった。




「…………」

　その二人の様子を、遠く離れた場所から観察する人ひと影かげがあった。

　晴せい光こう学園生徒会長、黒こく白びやく院いん清せい羅らだ。

　アマノカミノソラウの僕しもべである清羅は、彼女のターゲットである甘草奏に関する事こと柄がらを全すべて把は握あくしている。

　そして、アマノカミノソラウが彼に対して最終的に何をしようとしているのかも。

　その清羅は、素直と伊緒乃の遠ざかっていく後ろ姿を見ながら、嘆たん息そくする。

「これはさすがに……やりすぎじゃないですかね～」







　幕間　ある人間の話２
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　よかった……素す直なおちゃんと甘あま草くささんをお話しさせてあげる事ができた。

　まだまだショコラさん達三人に並んだとは言えないけど、大きく前進したのは間ま違ちがいない。

　でも、呪いの事を教えちゃったのは、余計だったかもしれない。

　素直ちゃんはすごい。あのアドバンテージをずるだって言い切って、自分の力で甘草さんに好きになってもらおうって決心した。

　少しでも素直ちゃんの力になれればと思っただけなんだけど……どこまでも真っ直すぐなあの子には必要ない事だった。

　素直ちゃんは、本当にすごい。

　そして、甘草さんもすごい。




『でも、もし本当に四し葉ば紙かみ伊い緒お乃のという女の子の体をあなたが操っているのなら……自分のくだらない目的の為に、一人の人間の人生を台無しにしているのなら……俺はあなたを許さない』




　それは、とても真っ直ぐな瞳ひとみだった。

　素直ちゃんにも言ったけど、あの人はいつも他人の事ばかり考えている。選せん択たく肢しに振り回されて一番大変なのは自分のはずなのに。

　そして、こんな私の為に怒おこってくれた。

「──っ」

　いけない。一体何を考えているんだろう。

　私は素直ちゃんの恋こいが成じよう就じゆするように、全力でサポートするだけ。

　それだけを考えていればいいんだ。

　そう自分に言い聞かせて、脳のう裏りに浮うかんだ甘草さんの笑え顔がおを振り払はらった。







　第三章　四つ……いや、五つの恋の視点
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　　　　１




　このままでは、駄目な気がする。




　リアジューランドで、謳おう歌かとカフェに入り、ふらのとクイズ大会に出て、ショコラとコスプレ館で遊び、爽さわ星ぼしにキスされた。

　一いつ緒しよに過ごしてみて改めて感じた。四人が四人とも、俺にとても強い気持ちを抱いてくれている。

　比べてどうこうじゃなくて、四人とも素す晴ばらしい女の子だと思う。

　四人の中から俺が誰だれかを好きになるのも、そう遠くないだろうという予感もある。

　でも──

　胸の奥で、何かが引っかかっている。

　リアジューランドで抱いたあの違い和わ感かん……それがじわじわと拡ひろがっていっているような……なんだろう、このもやもやとした不快感は。

　その原因は分からないけど、このままでは駄目だという漠ばく然ぜんとした感覚だけが渦うず巻まいている。

　この不快感の原因を突つき止めない限り、前に進めない気がする。

「はあ……」

　ここにきて、まだウダウダ考えている自分が嫌いやになった。あの四人の為にも早く結論を出さなきゃいけないのに──

　いや、それは違ちがうな。

　早く、とか結論を出す、とかそういう問題じゃない。

　リアジューランドでも考えた通り、恋愛は、考えてどうにかするもんじゃなくて、気がついたらそうなっているものだ。

　焦あせってもしょうがない。俺にできるのは、あの四人の中から誰かを選ぶんじゃなく……自然に好きになる瞬しゆん間かんがくるのを待つ事だけだ。

　今まで通りで、問題ない。

　俺は、無む理り矢や理り自分にそう言い聞かせて、胸の奥の不快感にそっと蓋ふたをした。




　　　　２




「はっ！」

　唐とう突とつに目が覚め、ベッドから身を起こす。

　時計を確かく認にんしてみると……うわ、まだ午前三時だ。

　えーっと、なんで起きちゃったんだっけ？……あ、そうだ、夢を見てたんだった。あたしと奏かなでっちとふらのっちとショコラっちと素す直なおっちの五人で、楽しくお話をしてる夢。

　でも、その途と中ちゆうで何かが起こって──

　あ、思いだした！　そうだよ。奏っちがいきなりその中の誰かに告白する、って言い出したんだ。そのショックで目が覚めちゃって……

「う～。誰だったんだろう」

　もやもやする……すっごくもやもやする。

　だって……あの感覚は正夢だったから。

　今まで、あたしがそう感じた時の夢は、外れた事がない。

　お父さんがいきなり路上で裸はだか踊おどりをして、警察の人に捕つかまりそうになるのも当たったし、お母さんがいきなり路上でハアハア言い出して、警察の人に捕まりそうになるのも当たったし、お父さんとお母さんがいきなり路上でよく分からない事して警察の人に捕まりそうになるのも当たった。

　間違いない……奏っちは、そろそろ誰かを好きになる。

　五人揃そろった場所でっていう状じよう況きようはさすがに違うだろうけど……奏っちが相手を決めて告白するのはもう、そんなに遠くないと思う。

　誰なんだろう……あ、あたしだといいな……

　と、そこまで考えて、首をぶんぶんと横にふる。

　受け身じゃ駄だ目めだよね。あたしを好きになってもらわなくちゃ！

　あたしは、奏っちとずっと一緒にいたい。

　来年、三年生になってからも、再来年、大学に入ってからも、その四年後、働くようになってからも、そしてその先もずっと……

「うっ……」

　その先の場面を想像して、赤面する。その先って……

　で、でもそういう事だよね。人を好きになるってそういう事だよね。

　も、もう何回もぱんつ見られちゃったし、それでもいいって思っちゃったし……あたしは、奏っちとずーっと一緒にいたいと、心から思っている。

　でも、その為ためにはどうすればいいんだろう……

「うん、考えてもしょーがないっ！」

　ベッドの中でもやもやしてるのはあたしらしくない。今日また、奏っちとたくさんお話ししよう！







「お前それおかしいだろ！」

「あははっ！」

　奏っちと並んでの下校。

「──でねでね、そしたらお母さんがハアハア言い出しちゃってさ」

「だから母親に何飲ませてんだお前は！」

　楽しい。

「そしたら、それ見てたお父さんもハアハア言い出しちゃった」

「親父おやじナチュラルにヤベえじゃねえか！」

　奏っちと一緒にいるとやっぱり……楽しい。

「謳歌の家族ってほんと……自由だな」

「あはは、そうだねーっ」

　ああ……なんかもったいないなー。

　お話を続けるうち、ふとそんな事を思っちゃった。

　だって、こんなに楽しいのに、奏っちと交かわした言葉はその場その場で消えていっちゃう。

　この、楽しい会話を全部アルバムの中にとっときたい。言葉が一個一個形になって残ったらいいのにな……

　そんな無む茶ちやな事を考えてしまうくらい、奏っちと過ごす時間は楽しかった。

　好き……あたしはやっぱり奏っちが大好き。

　この、好きだっていう想おもいも形にして表せたらいいのになー。

　そしたら大きすぎて奏っち、潰つぶれちゃうかもしれないけど。

　まあ、そういう言葉とか想いは、形にならないからこそ大事に胸に刻んでおく事なんだろうけど……やっぱり何か、奏っちとの間に、形のある思い出とか物が欲しいなー。

　そんな事を考えていたところに──

「ユウちゃん、今日の夕ご飯、何がいい？」

「えーっとね……はんばーぐ！」

　少し後ろの方から、親子の会話がきこえてきた。

「え？　でも、昨日もハンバーグだったよね？」

「でもはんばーぐがいいのっ！」

「あらあら、じゃあ今日は、お魚さんのハンバーグにしましょうか」

「やったーっ！」

　その親子は、手を繫つないで仲良さそうに歩いていった。

　その様子を見た奏っちが、何気なく呟つぶやく。

「子供ってかわいいよな」

　そして、あたしも何気なくそれに返した。

「うん、あたしも奏っちの子供ほしい」

「………………え？」

　………………え？

　…………………………………………………………………………今あたし、何て言った？

　自分の言葉を、頭の中で反はん芻すうする。

『うん、あたしも奏っちの子供ほしい』

　う……うあああああああっ！

　か、形のあるものとか考えてたからとんでもない事言っちゃったああああああああっ！

「ま、間ま違ちがいっ！　今の間違い！　ほ、ほんとは奏っちの子供ほしいって言ったの！」

「………………えっと……」

　また同じ事言っちゃったあああああっ！

　言い直さなきゃ！　早く言い直さなきゃ!!

「な、無しっ！　今のも無しっ！　こ、子供が欲しいんじゃなくて、実は奏っちの赤ちゃんが産みたいんだよっ！」

「…………………………」

　い、言ってる事同じだよおおおおっ！　しかも余計生々しい感じになっちゃったああああああああっ！

　だ、駄目だっ！　とにかく否定しなくちゃ！

　あたしはもう、パニック状態になっていた。

「ち、違うんだよ！　奏っちのじゃなくて、誰のでもいいからとにかく子供がほしいんだよっ！」

「……お、おう……そうか……」

　そこ否定しちゃ駄目えええええっ！

「ち、違うのっ！　今までの全部違うのっ！　な、何が言いたいかって言うと……えーと……えーっと……あ、あたしは子供なのっ!!」

「……うん、知ってる」

　最終的に訳の分からない結論に至るあたし。そして、それを認められてしまう。

　うう……やっぱりあたし、お子ちゃまだよね……

　奏っちはそれでいいって言ってくれてるけど……やっぱり女の子として見てほしい。

　この前はちょっとずつって思ったけど……今朝の夢の事もあるし……なんか焦っちゃう。

「こ、子供じゃないもん。あたし、大人だもんっ！」

「いや、自分で言ったんだろ……」

「あ、あれは間違いなのっ！　た、試ためしに何でも聞いてみてよ。あたし、大人でえろえろな内容でも知ってるから」

「じゃあ……どうすれば子供ができるか、知ってるのか？」

　……うえっ？

「し、知ってるよ……あたしもう高校生だもん」

　実は……知らない。

　えろえろな……ぱんつをみられるよりも、ずっとえろえろな事をするとできるらしいってのも分かってるけど……具体的にはどうすればいいのか知らない。

「その反応……知らないだろ」

「そ、そんな事ないよっ」

「だってお前……この前木登りとかサビ抜ぬきの件隠かくしてた時と、表情が全く同じだぞ」

「うっ……」

　だって……これ以上子供だって思われたくないんだもん。

「し、知ってるもん」

「ほんとに？」

「ほ、ほんとだよっ！」

「じゃあどうやるんだ？」

「うう……」

「ほんとは？」

「…………知りません」

　あたしが観念したところで、奏っちは優やさしく笑った。

「はは、だよな。やっぱり謳歌だな」

　その笑え顔がおは素す敵てきだったけど……ちょっと悲しかった。

「ねえ……奏っち」

「ん？」

「やっぱりあたし……女の子としては見てもらえないのかな」

「それはない」

「え？」

　あまりに即そく答とうだったんで、びっくりした。

「あのな、謳歌はたしかに子供っぽいけど、女の子としての魅み力りよくが無いわけじゃ決してない。むしろ、そこがかわいい所だと思う」

「ほんとに？」

「ああ。噓うそじゃない」

　奏っちのその目は、真しん剣けんそのものだった。

「あ……でも……ごめん」

「ん？　なんで謝るの？」

「いや……俺は謳歌を含ふくめて、色んな女の子に好意を向けてもらってる状態で……それでウダウダと答えを出せない奴やつが、偉えらそうに言える事じゃないな、と思ってさ。かわいいとか、誤解させるようなセリフを言っときながら、俺は現段階では謳歌の気持ちに応こたえてやる事ができない……うまく言えないけど……なんか、ごめん」

「奏っち……」

　ああ……この人を好きになって、よかった。

「ねえ……奏っち」

「なんだ？」

「あのね……作り方は分からないけど、奏っちの子供がほしいっていうのは……ほんとだよ」

「謳歌……」

「私はね、奏っちとずっと一いつ緒しよにいたいんだ。それこそ、おじいちゃんおばあちゃんになるまで、ずっーっと」

「そうか……」

「それでね、もしあたしと奏っちの子供が大きくなって、その子が好きな人を見つけて、その人とおじいちゃんとおばあちゃんになるまで一緒にいる……そういうのが……好きっていう気持ちがずっと繫がっていくのを想像したら、なんかすっごい素敵だなって……そう思うんだ」

　あたしのお父さんとお母さん、おじいちゃんとおばあちゃん、そのずっとずっと前からの『好き』が繫がって、今あたしがここにいるんだもんね。

　あたしが奏っちを『好き』っていうこの気持ちは、今までのたくさんの『好き』が合わさった結果なんだよね。

　好き……奏っちが愛いとしい……この想いを、形にしたい。

　そう思った瞬しゆん間かんには、もう体が動いていた。

　あたしは、背せ伸のびをして──

「……え？」

　奏っちの鼻に、キスをした。

「お、お前……今、何を……」

　そして、うろたえる奏っちに対して、悪戯いたずらっぽく笑って言ってやった。

「あたし、子供だからわかんなーい」
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　　　　３




　秘密……秘密かあ。

　リアジューランドから帰ってきてからずっと、四し葉ば紙かみさんの言った事が頭から離はなれなかった。

　甘あま草くさ君の秘密って一体なんなんだろう。それで爽星さんに逆転されるって……どういう事なんだろう。

　そしてやっぱり気になるのは、四葉紙さんのあの変わりよう。この前のは完全に、夏休みに会った空そらっていう人だった……でも勘かんの鋭するどい謳歌ちゃんは演技じゃないって言ってたし……一体どうなってるんだろう。

　ああ、考えなきゃいけない事がたくさんあるなあ……うん、だから仕方ないよね。

「う～あ～」

　私は、自己嫌けん悪おでベッドの上をごろごろと転がった。

　仕方なくない……全然仕方なくないよ。一番考えなきゃならない事から……逃にげちゃ駄だ目めだよ。

　四葉紙さんの言葉で私が引っかかっていたのはやっぱり『秘密』という単語だ。

　でもそれは、甘草君の、じゃない。

　私の、秘密。

　そう、私はまだ甘草君に話していない事がある。

　私の、本当の性格について。

　私の想おもいは、甘草君に伝わった。

　私はもう、甘草君に面と向かって『好き』って言えるようになった。

　でも、好きって言ってる私は、本当の私じゃない。

　だったらその好きも、本当の好きじゃない。

　それじゃ……甘草君に好きになってもらえるはずがないよね。

　言わなきゃ……甘草君に、本当の私を見てもらって、本当の好きを伝えなきゃ。

　怖こわい。裸はだかの自分を晒さらすのは、とても怖いけど……でも、それよりも何倍も何倍も怖い事がある。

　もし、本当の私を知ってもらえないまま、甘草君が他ほかの誰だれかを好きになっちゃったら……私は一生かかっても、後こう悔かいしきれないと思う。

「よし……」

　私は、枕まくら元もとのしろぶた君のぬいぐるみをぎゅっと抱だきしめて、決意を固める。

　明日、言おう。







「あの……甘草君」

「お、どうした？」

「き、今日の放課後……ちょっと体育館裏までツラ貸せや」

「……え？」

　ち、違ちがうでしょ私！　これじゃ完全に不良の人だよ～。

「言い間ま違ちがえたわ。今日の放課後、ちょっと体育館裏までフルチ○で来てくれるかしら」

「嫌いやですけど！」

　だ、駄目、これじゃあいつもと何も変わらないよ。ちゃんと甘草君に好きだって伝えるんでしょ。頑がん張ばれ……頑張れ私！

「また言い間違えたわ。あなたの事が好きだから、今日の放課後、ちょっと体育館までフル○ンで来てくれるかしら」

「だから嫌ですけど！」

　な、なんで……こうなっちゃうのぉ～。




　その日の昼休み。

「どうして……どうして私ってこうなんだろ……」

　私は屋上で一人、四つん這ばいになって反省会をしていた。

「あれはない……さっきのあれはないよ。なんでこうえっちな事ばっかり言っちゃうんだろう……他の人にはここまでじゃないのに、甘草君の前ではいつもとんでもない事ばっかり……ああもう、絶対変な子だと思われてるよお……いや、それはもう今いま更さらだよね……でもこのままじゃ駄目だよ……もっと素す直なおになりたい……本当の自分を出したい……それで甘草君にかわいいって思ってもらいたい……だから今日の放課後……頑張ろう……私、ファイト！」

　そこで、改めて思う。

「うう……やっぱり私、甘草君の事、好きなんだなあ……」

「おーい、ふらの」

「ほら、今だって、いもしない甘草君の声が……」

「いや、いるけど……」

「はは、私、今日は一段とまいってるみたい」

「いや、だからいるって」

　目の前で、手がぶんぶんと振ふられる。

「……へ？」

　顔をあげる私。

「おっす」

　目が合った。

「…………」

「あの、ふら──」

「きゃあああああああああっ！」

　この世の終わりでも訪おとずれたみたいな悲鳴が口から漏もれ、私は尻しりもちをついたまま、ずぞぞぞぞ！　ともの凄すごい勢いで後ずさった。

「お、おい……」

「な、ななななんで、あまま、甘草君が……」

「いや、ふらのが死にそうな顔で屋上の方に向かったって聞いたから、心配になって追いかけてきたんだけど……まずかったか？」

「ままま、まずいとか、そ、そういう問題じゃなくてね、ま、まさか……見たの？」

「見たって……四つん這いで色々呟つぶやいてたあれか？」

　ぼふん、という謎なぞの音がして、私の意識はそこで途と切ぎれた。




「──丈じよう夫ぶかふらのっ！」

「う……うん」

「お、よかった。平気か、ふらの」

「え……え？　え？　甘草君？　私？　え？　え？……………………っ!!」

　気がつくと、そこには甘草君の顔が。そして私は……抱きかかえられてる!?

「う……う……」

　そして……見られちゃった……自分から言おうと思ってたのに……見られちゃった！

　私の頭は真っ白になり──

「う？　どうした、何が言いた──へ？」

「うひゃああああああっ！」

　反射的に甘草君の顎あごに向かって拳こぶしを叩たたきつけ──

「うわあああっ！……ってあれ？……痛く……ない？」

　る、寸前で止まっていた。

　駄目……ここで踏ふみとどまらなきゃ……何も変わらない！

　私は自分の足で立ち、甘草君の目をしっかりと見み据すえた。

「甘草君、今までごめんなさい」

　そして、深々と頭を下げる。

「えっと……何が？　ていうかお前、いつもと雰ふん囲い気きが違わないか？　さっき四つん這いで言ってたのって──」

「あれが、私なの」

　怖い。

「え？」

「あれが、本当の私なの」

　恐きよう怖ふで……足が震ふるえる。

「本当のって？」

　でも……言わなきゃ。

「普ふ段だん、ひどい事言ったり、えっちな事言ったりしてるのは、全部噓うそなの……」

　だって……

「本当の私は人見知りでオドオドしてて卑ひ屈くつで……いつものあれは全部……作ってるキャラクターなの……」

　だって私は……

「何回も……何回も言おうと思ってたの。でも駄目だった……いつものノリで甘草君とお喋しやべりしてるのがほんとに楽しくて……逃げてたの」

　甘草君が……

「甘草君……これが……これが本当の私です。それを……それをあなたに分かってもらった上で、もう一回言います」

　甘草君の事が……

「私、雪ゆき平ひらふらのは、あなたの事が──」

　心の底から──

「好きです」

　ああ……言えた。

　私は、ようやく言えた。

　これで、本当の告白ができた。

　これで、やっと甘草君と向き合う事ができる。

　でも、その甘草君は──

「…………」

　固まっていた。

「あ、あの……甘草君？」

「あ、いや、悪い。あんまり急だったんで、信じられないというか、すぐには受け入れられないというか……」

　そ、そうだよね……今までの私の言動を考えたら、すぐに、はいそうですか、っていう訳にはいかないよね。私が甘草君にやってきた事って……ひどすぎるもん。

「いや、ふらのの言葉が本当なのは分かってるし、すごい勇気を出して伝えてくれたのも分かってるんだけど……」

　私、一人で何を浮うかれてたんだろう。自分の行いを棚たなにあげて、一方的に自分の言いたい事だけ言って気持ちを押しつけて……

「ごめんなさい……本当にごめんなさい甘草君。私、もう二度とひどい事言わないし、えっちな事も言わないから。本当の私でちゃんと甘草君と接するから。だから──」

「いや、それは別にいいだろ」

「……え？」

「だってさ、ふらのは毒吐はいたり下ネタ言ったりして、俺がツッコむの、楽しいんだろ？」

「え、うん……それはまあ……」

「それって、無理してやってる訳じゃないんだろ？」

「う、うん、もう体に染しみついちゃってるから、自然に出るというか……」

「だったらそのままでいいじゃん」

「で、でもそれは偽にせ物ものの私だし……」

「いや、偽物とか本物とかはよく分かんないんだけどさ、その作ってるキャラクター含ふくめて、ふらのなんじゃないのか？」

「…………」

「まあ本人がそうするって言ってるのに、俺が口を挟はさむべきじゃないとは思うんだけど……さっきからふらの、すごい辛つらそうだからさ」

「甘草君……」

「はっきり言って、下ネタ言ってる時のふらの、すっごいイキイキしてるぞ」

「そ、そうなの？」

「ああ、間違いない」

　甘草君は、一番それを聞いてきたのは俺だから、って力強く頷うなずいた。

「だからさ……その本当の自分を、下ネタの時みたいに自然に出せるまで、焦あせらないでやってけばいいんじゃないか？」

　温かかった……その言葉は本当に温かくて……心に染みた。

「まあ、俺でよければいくらでも実験台になるからさ」

　甘草君はそう言って、私に向かって手を差し出す。

「これからもよろしくな、ふらの」

「──っ!?」

　その笑え顔がおを見た瞬しゆん間かん、私は未知の感情に襲おそわれた。

　そして、それが何なのかを瞬しゆん時じに理解する。

　私は……私は自分の気持ちすら分かってなかった。

　今まで感じていたのは、私本人と同じで……まだまだ偽物だったんだ。

　私は……私の全すべてを受け入れてくれた甘草君に──

「こちらこそよろしく、チンカ○野や郎ろう」

　本当の恋こいをした。
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「うう……くそう」

　アタシは、リビングのソファーに寝ねっ転がりながら恋こい敵がたき三人の姿を脳のう裏りに思い浮かべる。




　遊ゆう王おう子じ謳歌　元気でかわいい

　雪平ふらの　ツンデレでかわいい

　ショコラ　　犬みたいでかわいい




「うがああっ！」

　駄だ目めだ、やっぱり三人ともアタシよりかわいいじゃん！

　ずるっこだ……どいつもこいつもずるっこじゃん！

　アタシは……アタシは……こんな名前してるくせに、全然素す直なおじゃない。タイプ的には雪平だって近いはずなのに……なんか違ちがう。

　雪平のはツンの部分が上手うまくギャップに繫つながってる気がするけど……アタシはなんか……空回りしている。

　自分でも分かってる……分かってるけど……どうすればいいんだよう。

　どうすれば甘草に好きになってもらえるんだよう。

　好きになった時期でも負けてる。一いつ緒しよに過ごした時間でも負けてる。かわいらしさでも負けてる……

「うう……」

　駄目だ……なんか泣きたくなってきた。

「ん？」

　そこで携けい帯たいへ着信が。

　ディスプレイに表示されていたのは『四葉紙伊い緒お乃の』の文字。

「もしもし、アタシ」

『あ、素直ちゃん』

　伊緒乃の控ひかえめな声が耳に入ってくる。

「どしたの？」

『あ、うん……さっき別れる時、なんか微び妙みような顔してたから……もしかしてまた一人でぐるぐる考えて落ち込んでるのかなって思って……』

　はい、その通りです……

「そ、そんな事ないし！　余計なお世話だし！」

『ご、ごめんね……お節せつ介かいだったよね……』

　う……ま、またアタシはひねくれた事を……

「い、いやこっちこそゴメン……心配してくれて嬉うれしかったんだけど……ちょっと照れくさくて」

『うん、知ってた』

「なっ……だ、騙だましたなっ！」

『だって素直ちゃん、からかうと面おも白しろいんだもん』

「い、伊緒乃ぉ～」

『あはは』

　心地ここちいい。伊緒乃と話していると、なんだか心が軽くなる。

　そうだよ、アタシには伊緒乃がいるじゃないか。こんなアタシと友達でいてくれて、甘草との事も親身になって相談に乗ってくれる。

　うん、こんなとこで腐くさってる場合じゃないよな。ただでさえ不利なアタシは、行動あるのみだ！

　応おう援えんしてくれてる伊緒乃の為ためにも、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろう。







　そして、呼び出した休日の喫きつ茶さ店てんで。

「えっと爽星……もう一回言ってくれるか？」

　甘草は、信じられないセリフを吐いた。

「ア、アンタ、女の子に……こんな恥はずかしいセリフを二度も言わせる気か？」

「いや、悪い……多分聞き間ま違ちがいだと思うから……もう一回頼たのむ」

「だ、だから、どうすればアタシを好きになるんだよ？」

「き、聞き間違いじゃなかったのか……」

「も、もしかして……おかしいか？」

「いや、もしかしなくても、それを本人に聞いちゃうのはおかしいな……」

「だ、だって伊緒乃が……『甘草さんとストレートにお話した方がいいんじゃないかな』って言うから……」

「いや……ストレートすぎるだろ……」

　う……そ、そりゃあアタシもなんとなく違うかなー、って思ってたけどさ……

「……というか爽星、やっぱり四葉紙と仲いいんだな」

「え？　ああ、伊緒乃か。うん、マブダチって感じだな。出会ってから日は浅いけど、アタシと甘草の事も応援してくれるし……本当にいい奴やつなんだ！」

「そうか……」

　そこで甘草は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「甘草、伊緒乃がどうかしたのか？」

「あ、いや……何でもない」

「な、なんだよ。そんな顔して何でもない訳ないだろ。超ちよう気になるし」

「悪い、忘れてくれ。お前にとって気持ちのいい話じゃないから」

「なんかあるなら言ってくれって。アタシ、そういう思わせぶりなの嫌きらいなんだよ」

「でもな……」

「あーもう、いいから！」

　アタシのその催さい促そくに、甘草は躊躇ためらいがちに口を開いた。

「じゃあ……気を悪くしないで聞いてくれ」

　こくん、と頷いたアタシに甘草がかけた言葉は、

「四葉紙を……全面的に信用しすぎない方がいいと思うんだ」

「……は？」

　いきなり……何を言い出すんだ？

「あ、甘草それ、どういう事だよ？」

「いや、正確には四葉紙じゃなくて、その中──ぐっ！」

　甘草はそこで、急に頭を押さえてセリフを中断してしまった。

「悪い……具体的な事は言えないから、俺の話をするな」

「…………」

「俺は三年前の夏……信じてた人にひどい裏切りを受けた……信じていればいるほど……裏切られた時に辛つらいんだ。だから──」

「その話は知ってるし……でもその神と伊緒乃は関係ないだろ……そいつみたいに伊緒乃がアタシの事を裏切るって言いたいのかよ……」

「いや、そうは言ってない。ただ、今のお前を見てると……あの時の俺の姿に、被かぶるんだよ」

　甘草の話は、全く意味が分からなかった。

「甘草アンタ……アタシの知らない伊緒乃の何かを知ってるのか？」

「それは──ぐっ……駄目か……」

「……何が言いたいか分かんないけど、アタシは伊緒乃を信用……いや、信しん頼らいしてる。その気持ちは絶対に揺ゆらがないし」

　アタシは、甘草に伊緒乃の事をちゃんと分かってもらいたくて、その目を見ながら、真しん剣けんに話をした。

「アタシには分かる。あいつは──伊緒乃は誰だれかを裏切ったりできるようなやつじゃない」

　でも、甘草の反応は──

「ああ……表の四葉紙はそうだろうけど──」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、頭がカッとなって──

「ふざけんなっ！」

　アタシは甘草の胸むなぐらを摑つかみあげていた。

「ぐっ……」

「伊緒乃の事を悪く言うなっ!!」

　そして、店内の反対側まで響ひびくような怒ど声せいを発する。

「あいつに裏の顔なんかあるわけないだろっ！」

　発してしまって──

　そこで、我に返る。

　……………………ヤバ。

　ア、アタシは……………………なんて事しちまったんだ。

　甘草が……アタシの好きになった奴が、意味も無く人の友達を悪く言うわけないだろ。

　なんか特別な事情があるに違いないんだ。

　だから本人も言うのをやめようとしてたのに、アタシが無む理り矢や理り聞き出して……勝手にキレてしまった。

　アタシはいつもそうだ。頭で考えるより先に感情が表に出て、すぐに泣いたり怒おこったりしてしまう。

　……終わった。

　これでもうアタシの恋こいは……終わった。

　地面が、ガラガラと崩くずれ落ちていくような感覚に襲おそわれる。

「爽星……」

　甘草がアタシの名前を呼ぶ。

　やめてくれ……分かってるよ、もう顔も見たくないとか──

「お前、やっぱりいい奴だな」

「……へ？」

「友達の為にこんなに怒れる奴なんて……なかなかいないぞ」

「あの……甘草？」

　甘草は、訳が分からないでいるアタシに向かって──

「悪かった」

　深々と頭を下げた。

「俺にはそんなつもり無かったんだけど、結果的に四葉紙の事悪く言ったように聞こえちゃったよな……ごめん！」

「あ、甘草、その……」

「どうした？」

「アタシの事……怒ってないのか？」

「へ？　なんで？　怒られるような事したの、俺だろ」

「アタシの事……嫌いになってない？」

「だからなんで？　爽星は何も変な事してないのに、嫌いになる理由がないだろ」

「ほんとにほんとに？」

「あ、ああ……」

「噓うそついてない？」

「ついてないって」

　その言葉を聞いた瞬間──

「う……うう……」

「お、おい……爽星……」

「うぐ……うえええええっ！」

　たまらず決けつ壊かいしてしまった。

「ど、どうしたんだよ……泣くなよ」

「な、泣びてないじっ！」

「いや、そんな鼻水垂らしながら言われても……」

　だって……だって……

「安心じたんだがらじょうがないだろっ！」

「お、おう……そうか……」

「嫌われてなぐて……よかっだああ」

　甘草はぐちゃぐちゃ状態の私を見て、微笑ほほえみながら言った。

「うん、俺も爽星に嫌われてないみたいでよかった」

　う……あ……

　な、なんて表情してるんだコイツ……そんな……そんな顔でそんな事言われたら……惚ほれ直すしかないだろ！

「あ、甘草の……バ……バ……」

「バ？」

「バーカッ！」

「え？……なんで？……」

　バカ……バカバカ！　アンタのせいで……体が……沸ふつ騰とうしそうなんだよ。

　アタシは、甘草に背を向け、猛もうダッシュで喫きつ茶さ店てんから離り脱だつした。

「あ、おい、爽星っ！」

　そして、あらん限りの声で泣き叫さけんだ。

「うわあああああああん！　大好きだあああああああああああっ！」
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　わたしは、食べるのがすきです。

　わたしは、ごろごろするのがすきです。

　わたしは、マンガがすきです。

　わたしは、ごろごろしながらおかしを食べるのがだいすきです。

　わたしは、ごろごろしてマンガを読みながらおかしを食べるのが、とってもだいすきです。

　じっさい、今もそうしていますし。

　でも、その他ほかにもせかいには、たのしい事やおもしろい事がたくさんあります。

　わたしは、そのすべてが、すきです。

　でも、それらをぜんぶひっくるめたすきよりも……奏さんがすきです。

　わたしがそらから落ちてきて、はじめてあった時からすきでした。

　さいしょは、じぶんでもなんでこんなに奏さんをすきなんだか、わかりませんでした。

　でも、いっしょにくらしている内に、それはどうでもよくなっていきました。

　ひがたつにつれ、さいしょの時よりもどんどん……どんどん奏さんをすきになっていったからです。

　そして、こすぷれこんぱの会場で、きがつきました。これは……ふつうのすきではなく、『けっこんしたい』のすきだと。

　そのあとも、わたしはどんどん奏さんをすきになっていきました。

　きょうのわたしは、きのうのわたしよりも奏さんがすきです。

　あしたのわたしは、きょうのわたしよりも、奏さんがすきになっているでしょう。

　それは、とてもしあわせな事だとおもいます。

　そして、奏さんがわたしの事をすきになってくれたら……どれだけしあわせな気持ちになれるのか、そうぞうもつきません。

　でも、謳歌さんも奏さんがすきです。

　ふらのさんも奏さんがすきです。

　素直さんも奏さんがすきです。

　……どうすればいいんでしょうか？

　奏さんがぜんいんをすきになってくれればいいのに……いえ、やっぱりそれはだめです。

　それはたぶん、しあわせではないのでしょう。だれにとっても。

「ふわわ……」

　むずかしい事をかんがえていたら、なんだかねむくなってきました。

　い、いけません、きょうは奏さんのためにおかしをてづくりする予定なんですから。

　いつもはぐうたらなわたしで、奏さんにおこられてばかりですが、たまにはおいしいおかしをつくって、『できるおんな』だという事をわからせてあげるんです。

「ふわ……あ……」

　うう……ねむい……です。

　だめです、ここでねてしまっては、いつものだめだめなわたしのままです。なんとしてでもふんばって……ふんばって──

「すぴー」







「──コラ……おい、ショコラ」

「ふみゅ？」

　めをひらくと、そこに奏さんの顔がありました。

「あ、おかえりなさいっ」

「…………」

「……奏さん？」

　どうしたんでしょう？　奏さんの様子がおかしいです。

「口に食べカスついてるぞ」

「はっ!?」

「マンガ、乱れて床ゆかに落ちっぱなし」

「はっ!?」

「髪かみの毛、ぐしゃぐしゃ」

「はっ!?」

「反対側の口、よだれ垂れてる」

「はっ!?」

「…………」

　そして、だまりこんでしまう奏さん。

　やっぱり……何かへんです。

「あの……奏さん」

「……なんだ？」

「もしかして……おこってます？」

「…………」

「おこってます……よね？」

「………………いや、別に」

　ど、どうしましょう……奏さんが、おこってます。

　わ、わたしがぐうたらすぎるから、奏さんがおこってます。

「か、かみのけちゃんとしますっ」

「……ふうん」

「マ、マンガもきれいによみますっ」

「……へえ」

「よだれも、気をつけますっ」

「……そう」

　こ、これは相当おこってます……いつものお小言とはわけがちがいます。

「お、おかしもほとんどたべないようにしますっ」

「……なるほど」

　しかし、わたしはそこでじぶんのあやまちに気付きました。

「や、やっぱりほとんどたべないのは無理ですっ。いままでのよんぶんのさんくらいに抑おさえますっ」

「…………」

　奏さんのきげんはなおりません。むしろ、さっきまでより顔がけわしくなっています。

「は、はんぶんくらいに……」

「…………」

「せ、せめてさんぶんのいちは……」

「…………」

　ど、どうしましょう……これ以上へらしたら、しんでしまいます。

　でも……でも……

「わ、わかりましたっ。もうおかしは一いつ切さいたべませんので……たべませんから……」

　わたしが……いちばん大事なのはっ……

「だから……だから……きらいにならないでくださいっ」

　奏さんですっ！

「ぷっ……」

「へ？」

　そこで、奏さんのひょうじょうが、いっきにゆるみました。

「も、もう駄だ目めだ、あはははははっ！」

　そして、おなかをかかえて笑いだしました。

「か、奏さん？」

　奏さんは、しばらくのあいだ笑ったあと、わたしの頭に、ぽん、と手を置きました。

「いやさ、あんまりだらしなく寝ねてるもんだからさ。さすがに今まで甘やかしすぎたかなと思って、必要以上に渋しぶい顔してたんだけど……お前の反応があまりにアホすぎるから、何も言う気なくなっちゃったよ」

　そ、それはよろこんでいいんでしょうか……でも、わたしがぐうたらなのはまちがいないじじつです。

　どういうしくみか、じどうてきに送られてくるお金は、せいかつひとしておわたししていますが、それはわたしが働いてかせいだものではないですし……

「うう……ごめんなさい。もっとちゃんとしま──」

「お前は、変わらないな」

「え？」

「あ、いや、なんでもない」

　奏さんのそのひょうじょうに、わたしはぴんときました。

「謳歌さんやふらのさん、素直さん達と、なにかありましたか？」

　そこで奏さんは、ぎょっとなります。

「な、なんで分かるんだ？」

「こいするおとめの直感ですっ」

　わたしは自信をもっていいきりました。このフレーズ、このまえからちょっと気に入ってます。

「そ、そうか……いや、まあ別に隠かくすような事じゃないから言うけどな。ここ何日かで、あいつら三人それぞれと話す機会があってさ……そこで、変わろうとしてる姿とか、意外な一面とかを見て、俺も色々と感じる部分があったんだ」

「そうだったんですか……」

「そんな時に、お前があまりにもいつも通りだからさ……あっ！」

　奏さんはそこで、何かに気がついたように、口をおさえました。

「えーっと……誤解するなよショコラ。別にあいつらとお前を比べてどうこう言ってるわけじゃないからな。あいつらを見習って変われとか、そういう意味合いは全くないぞ。むしろ、お前はこのまま──」

「奏さん、だいじょうぶですよ」

　あわてたように言う奏さんに、わたしはえがおをかえします。

　奏さんはやさしすぎるんです。いつも、じぶんの言葉であいてがきずついてないかな、とか、じぶんのこうどうでだれかがいやな思いをしていないかな、とか、そんな事ばかりきにしています。

　わたしはずっとそういう姿をそばでみてきましたから……まちがったうけとり方をするなんて事、ありえません。

　今回も、べつにだまっていればいいのに、しょうじきに、謳歌さん達とのことをありのままにはなしてくれた。ただそれだけです。

　奏さんは、何もまちがった事をいっていません。

　でも……でも、奏さんはひとつ、まちがっています。

「奏さん」

「ん？」

「奏さんは、わたしがいつも変わらないといいましたね？」

「あ、ああ……」

「それは、おおきなまちがいです」

「どういう事だ？」

　奏さんが、けげんなひょうじょうをしました。

「たしかに、わたしの行動はいつもとおなじかもしれません。でもわたしのこころは、ものすごいいきおいで変わっていっています」

「それは……俺に対する気持ちって事……か？」

　その問いにうなずき、わたしは、はっきりとこたえます。

「わたしは、奏さんがすきです」

　そして、さっきまで自分でかんがえていた事をつたえます。

「そのきもちはどんどんどんどん膨ふくらんで…………もうこの体に、はいりきらないほどおおきくなっています」

　奏さんは、あの三人とわたしをくらべないといいましたが、わたしはくらべちゃいます。

「このきもちは……このきもちは……謳歌さんにもふらのさんにも、素直さんにも……他ほかのだれにもまけませんっ」

　だって……こいするおとめの本音ですから。

「そして……出会ったときのわたしより……一ヶ月まえのわたしより……一週間まえのわたしより……一日まえのわたしより……一時間まえのわたしより……一分まえのわたしより……一秒まえのわたしより……今、この時のわたしの想おもいが、さいこうに強いんです」

「ショコラ……」

「だから、奏さん、いつでもあんしんして、わたしに恋こいしてくださいね」

　そのときの事をそうぞうしながら……笑え顔がおでいいました。

「すきになった瞬しゆん間かんのわたしが、せかいで一番あなたを愛してますからっ」
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　私が晴せい光こう学園に転校してきてから、数日が経過した。

　甘あま草くささんと素す直なおちゃんがうまくいくように、できる限りのサポートはやってきたと思う。

　甘草さんはちゃんと素直ちゃんを選んでくれるだろうか？

「ふう……」

　そう考えたところで、思わずため息が漏もれてしまう。

　実際、その人ひと柄がらを目まの当たりにしてみて思う。遊ゆう王おう子じさんは天てん真しん爛らん漫まんで輝かがやいてるし、雪ゆき平ひらさんはクールそうに見えて実はかわいらしいし、ショコラさんは女の私でも抱だきしめたくなっちゃう愛くるしさだし、みんなそれぞれに素す敵てきな女の子だ。

　あの人達なら、誰だれが甘草さんと恋こい人びとになっても、彼にとって幸せな結末が待っているだろう……本来なら。

　でも……駄目なんだ。私の中にいる、あの人が取り決めたルールがあるから。

　あの三人ではどうあがいても甘草さんに悲劇的な結果しかもたらせない。

　あの三人では駄目なんだ……だから、どうしても甘草さんの相手は素直ちゃんじゃなきゃいけな──

「っ!?」

　そこで、自分の頭に浮うかんだ考えに戦せん慄りつする。

　私は今……何を考えた？

　いや、前から分かっていた事を無む理り矢や理り封ふうじ込めていただけだ。

　……別に、甘草さんの相手は、素直ちゃんじゃなければいけない、という事ではない。

　あの人が対象に含ふくめた、遊王子さん、雪平さん、ショコラさんの三人以外であれば、別に誰でもいい。

　そう、それがたとえ──

（そうだよねえ）

「っ!?」

　不意に、自分の内側から声が聞こえてくる。

「な、なんですか……」

（どうしたの、そんなに慌あわてちゃって）

「あ、慌ててなんていません」

（そうかなあ。自分が一番よく分かってるんじゃないかなあ）

「……やめてください」

　まともにとりあっては駄だ目めだ。この人は、私の反応を見て楽しんでいるだけなんだから。

（やめてくださいも何も、私は具体的には何も言ってないよ。四し葉ば紙かみちゃんが勝手に変な受け取り方してるだけだよねえ）

「…………」

　私は何も言い返す事ができなかった。

「……とにかく、あなたの思い通りにはなりません。私は甘草さんと素直ちゃんがうまくいくようにサポートするだけです」

（奏かなで君と爽さわ星ぼしちゃんねえ……ほんとにそれでみんなが幸せになれると思う？）

「……悲しい思いをする人が一番少ないのは、その選択です」

（でもやっぱりフラれた人は悲しいよねえ。遊王子ちゃんとか、雪平ちゃんとか、ショコラちゃんとか……あと、どこかの誰かさんとか）

「っ!?」

（一度しかない人生なんだから、欲よく望ぼうには正直に従った方がいいんじゃないかなあ）

　……よく言う。人の人生をここまで弄もてあそんでおいて。

「もう……やめてください」

（あらら。あんまりいじめすぎると四葉紙ちゃんの心が折れちゃいそうだね。はい、それでは退散しまーす）

　その宣言通り、あの人の声は聞こえなくなった。

「…………」

　いけない……そう思っていても自分の中から沸わきあがってくる衝しよう動どうを抑おさえる事ができない。

　その想いは打ち消そうとすればするほど、逆に勢いを増していく。

　それは、素直ちゃんに対する裏切りだ。

「……っ！」

　私はその罪悪感を打ち消そうと、傍そばにあった壁かべに拳こぶしを打ち付けた。

　なんで……なんでこんな事になっちゃったんだろう。
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　……くそ、眠ねむれない。

　謳おう歌かにキスされ、

　ふらのの本当の性格を告白され、

　爽さわ星ぼしの友達想いな面を見て、

　ショコラの俺に対する気持ちの強さを再認にん識しきした。

　あの子達がここまで……俺の為ためにここまでしてくれているのに──

　もやもやが、消えない。

　このままじゃ駄目だ、という確信めいたあの感覚。

　表面上はいつも通りを装よそおっていたけど……あいつらとふれあえばふれあう程ほど、その不快感は膨らんでいった。

　そこで、ふとカレンダーが目に入った。

「そっか、もうそんな時期か……」

　終業式がある明日、月曜日は十二月二十四日。クリスマスが、もう間近に迫せまっていた。

　日本では、恋人達の一大イベントとなる日だ。

　おそらくは……いや、間ま違ちがいなく四人からも何らかの誘さそいがあるだろう。

　……考えてみれば、俺って受け身ばっかりだよな。

　リアジューランドにも誘われるままに行っただけだし、謳歌にキスされた時も、一いつ緒しよに帰ろうって言ってくれたのはあっちだった。

　ふらのの本当の性格にしても、たまたま昼休みの屋上で知っちゃっただけで、本来は放課後の体育館裏で自分から言うつもりだったんだろう。

　爽星も俺を喫きつ茶さ店てんに呼び出して、彼女なりに必死に、どうすれば俺に好きになってもらえるかを聞こうとしていた。

　そうだ……俺は、自分から何も行動を起こしていない。

　自然に好きになるのを待つ事と、何もしないというのはイコールではないはずだ。

　彼女達の為に何かしてあげられる事…………そうだ。

　みんなをうちに呼んで、クリスマスパーティーをしよう。

　フライドチキンにポテトとサラダと……あ、たしかチーズフォンデュ用の容器もあったな……この際だからケーキも手作りするか。

　料理だけじゃなくて、飾かざり付けとか衣い装しようとか、準備するものが沢たく山さんだな。それだと明日は厳しいから、やるのは二十五日か。

　自分から動くと決めた事で、もやもやが少し晴れたような気がした。

「ふあ……」

　それにあわせて睡すい魔まが襲おそってくる。

　これで今日は、よく眠れそうだ。
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「うわーっ、すっごいご馳ち走そう！」

　並べられた料理に目を輝かせる謳歌。

「まあ、ギリギリ食物として成立しているレベルね。甘あま草くさ君にしては頑がん張ばったんじゃないかしら」

　口ではそう言いつつも、ウキウキした雰ふん囲い気きがありありと見てとれるふらの。

「はむはむ」

「ってショコラお前なんでもう食ってんだ！」

「らっておいひいんでふもん」

「いや、それ理由になってないからな……」

　駄目だ……これは早く始めないと、料理が無くなってしまう。

　俺はリビングのドアの所でモジモジしている残りの一人に声をかけた。

「爽星、早くこっち来たらどうだ」

「うっ……い、いやでも……その三人は敵だし……」

　爽星は、ショコラ、謳歌、ふらのに順番に視線を向ける。

「素す直なおっち、そんな事言ってないでこっちおいでよー」

「そうね。つまらない事にこだわっているのはあなただけよ」

「はやふいっひょにたべまひょう」

「ほら、爽星。みんなこう言ってるんだし、意地張ってないで早くこいよ」

「い、意地なんて張ってな──」

　そこで、爽星の腹が盛大な音を立てた。

「うっ……」

　顔を真っ赤にした爽星は、ようやく観念したようだった。

「ア、アンタらと馴なれ合う訳じゃないからな！　一時休戦するだけだからなっ！」

　逆ギレ気味に歩いてきて、席についた。

「さて、それじゃあ始めるか。みんな、わざわざ集まってくれてありがとう。今日は俺なりに日ひ頃ごろの感謝の気持ちを──」

　俺は、簡単な口上を述べて、乾かん杯ぱいの音おん頭どをとった。

「「「「「メリークリスマス！」」」」」

　ジュースの入ったグラスが五つ、軽快な音を立ててぶつかった。

　それを一気に飲み干した謳歌は、真っ先に料理に手を伸のばす。

「あ、奏かなでっち、このフライドチキンすっごいおいしいよ！」

「お、そりゃよかった。そんなにうまそうに食べてくれると、作った甲か斐いがあるな」

「うん。それにあたし、クリスマスに鶏とり食べるの初めてだから新しん鮮せんだなー」

「え？　今までに一回も無かったのか？」

「そうだよ。うちでは毎年クリスマスは豚ぶたの丸焼きって決まってるんだ。それでね、全部食べ終わった後、お母さんが豚の丸焼きと同じ格好で吊つるされて──」

「ドＭってレベルじゃねーぞ！」

「でね、お父さんが『もうちょっと熱を通そう』って言ってお母さんに蠟ろう燭そくを──」

「お前その家で育ってなんでこんな純じゆん粋すいなんだ奇き跡せきか！」

　ツッコむ俺をよそに、ふらのが淡たん々たんと口を開く。

「あら、うちもクリスマスに鶏を食べる習慣は無いわよ」

「え、そうなのか？」

「時に甘草君、性の六時間という言葉を聞いた事があるかしら？」

「え？　ああ、まあ……」

　クリスマスのその時間帯は、一年で一番いたしているカップルが多いという話だ。ちなみにネットでその言葉を検けん索さくすると『お前らには関係無い時間である』と書いてある。ほっとけ。

「というわけで、うちで出るのは甘酒、とろろ、ホワイトシチュー、カルピ○よ」

「白はく濁だくしたもんばっかりじゃねーか！」

「あ、あと○ーメンも欠かせないわね」

「ラーメンだろ!?　ラーメンだよな!?　変に伏ふせ字にするんじゃねーよ！」

　ほっとくと更さらに暴走しそうだったので、爽星に話題を振ふる。

「爽星のうちは、何か特別なもの食べたりするのか？」

「え？　うちは普ふ通つうにフライドチキ──」

　そこで、爽星の動きがぴたりと止まる。

「じゃない！　そんなありきたりなもの食ってないぞ！　うちは遊ゆう王おう子じとか雪ゆき平ひらんちより面おも白しろいもの出てくるんだからな！」

　いや、フライドチキンでいいだろ……その意味不明な対たい抗こう心しんは何なんだよ。

　まあでも、本人がやる気みたいだから付き合ってやるか。

「へえ、どんな変わったもの食べてるんだ？」

「え、えーっとだな……そのだな……うーん……ちょ、ちょっと考える──じゃなくて思い出すから待っててくれ！」

　考えるって言っちゃってますよこの子……

　そして一分ぐらい黙だまり込んだ後──

「そ、その……うちではその……あれだ……お、面白いフライドチキン食べてるんだっ！」

　小学生みたいな答えだった……

　そこへ、ふらのが割り込んでくる。

「なるほど、それはつまりフライドチンチ○という事ね」

「怖こわすぎるわ！」

「ふしゅるるる……」

　そして、これだけ騒さわいでいるのに爆ばく睡すいしているショコラ。

「おいショコラ、行ぎよう儀ぎ悪わるいからこんな所で寝ね──ってケーキが全部無くなってる!?」

　かなりデカめに作ってキッチンに置いておいたケーキが、いつの間にか跡あと形かたも無くなっていた。

「おい……」

「ふみゅ？」

　ほっぺを軽く摘つまんでショコラを起こす。

「お前……全部食べたろ」

　俺が非難の視線を向けると、ショコラはドヤ顔で返してきた。

「ふっふっふ。あまいですよ奏さん。わたしはけーきを前にして、自分のしょくよくがおさえられないのをわかっていました。ですから半分はじぜんにかくしておきました」

「それでも半分は一人で食ったんだな……まあいいか、で、残り半分はどこに隠かくしたんだ？」

「わたしのおなかの中です」

「全部食ってんじゃねえか！」

　駄だ目めだこいつ……

「はあ……まあこんな事もあろうかと、もう一個作って冷蔵庫に入ってるけどな」

「そんな事もあろうかと、もう一個もたべておきました」

「なめてんのか！」

「じょーだんです。でも、ほんとにたべちゃいそうだったので、冷蔵庫にあったもう一個のほうは、奏さんのはだいろの本といっしょのばしょにかくしておきました」

「マジで何しくさってんだお前！」

「あははっ。奏っちえろえろだー」

「ふふ……」

「はは、どうせベッドの下とかベタな場所だろ」

　俺とショコラのやりとりに、笑え顔がおを見せる三人。

　こんな感じで、クリスマスパーティーは和なごやかな雰囲気で進んでいった。




　そして、約二時間が経過し、そろそろお開きにしようかという頃ころ合あい。

「あー楽しかったー！」

　素す直なおに感情を表現する謳歌。

「うん、私もとっても楽しかったよ──あっ!?」

　思わず素すが漏もれてしまうふらの。

「そ、そうだな。アンタらと仲良くするのも悪くないかもな……し、しょうがないから、もうちょっとだけ休戦してやってもいいかな」

　ぎこちないツンデレっぷりを発揮する爽星。

「すぴー」

　そして、幸せそうな顔で眠ねむりこけるショコラ。

　ここにいるみんなが、この時間をおおいに楽しんだのは間ま違ちがいなかった。勿もち論ろん、俺も含ふくめて。

　このパーティーを企き画かくして、よかった。

　俺は、やっぱりこの四人と一いつ緒しよにいる事が──




　　　　３




「う……ん？」

　そこで、俺の意識は覚かく醒せいした。

「…………夢か」

　枕まくら元もとの時計を確かく認にんすると、もうすぐ目覚ましのアラームが鳴る時間だった。

　しかし、クリスマスパーティーをしようと思い立った夜にあんな夢を見るとは、なんてピンポイントな……それにしても、やけに現実感のある夢だったな。

　もちろん会話とかが夢のままの流れになるわけじゃないけど、実際の雰囲気もあれに近い感じになるだろう。

　よし、夢なんかに負けないように、実際のパーティーはもっと楽しいものにしよう。

　そう考えると気合いが──

「…………」

　全く入らなかった。

　それどころか、胸の中にはまた、言いようのない不快感が拡ひろがっていっている。

　なんでだ？……このもやもやの原因は、俺が受け身でいる事じゃなかったのか？







「あ、謳歌さん、ふらのさん、おはよーございますっ」

「おはよーっ！」

「おはよう」

　教室に着くなり、ショコラは二人のもとに駆かけ寄っていった。この三人、ほんとに仲いいな。

　もやもやの原因は分からないけど、これ以上考えててもしょうがないよな。とりあえず、クリスマスパーティーの件を伝えよう。ちょうど四人揃そろってる事だし。

「爽星、ちょっとこっち来てくれるか？」

「うえっ!?」

　ドアの陰かげから、チラチラと教室内を窺うかがっていた爽星に声をかける。

「な、なんでバレたんだ……」

　というか、なんでそれでバレてないと思えるんだか不思議でしょうがない。

　爽星はばつが悪そうに、こっちへ歩いてきた。

「あ、甘草に呼ばれたから来ただけで、別にアンタらと馴れ合うわけじゃないからな！」夢とリアクション同じですよ、爽星さん。

「みんな、ちょっと聞いてくれ」

「奏っち、どーしたの？」

「どうせ甘草君の事だから、朝っぱらから５○ピーでもしようという事なんでしょう」

「いや隠せてねえから！」

　……やっぱり下ネタは控ひかえろって言った方がよかっただろうか。

　まあいい、ほっとくとまたこいつらのボケ倒たおしが始まるから、早く本題に入ろう。

「ああ、実はさ、いきなりであれなんだけど、明日、みんなの時間が空いてれば、うちでクリスマ──」





【選べ　①ある可能性の話　②ありえない可能性の話】






　……なんだ、これ？

　ある可能性の話とありえない可能性の話……抽ちゆう象しよう的てきすぎてなにがなんだかわからない。

　できるだけ具体的な方を選ぶのが選せん択たく肢しにおける鉄則だけど……両方これでは判断のしようがない。

　まあ……ある可能性の方がまだ危険性が少なそうか？

　そう思って①を選んだ瞬しゆん間かん──
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「おりゃーっ！」

「うおっ!?」

　俺は、正面から飛んできたそのドロップキックを、かろうじてかわした。

　しかし、

「うりゃーっ!!」

「ぐはあっ！」

　今度は真横からのそれをもろにくらってしまった。

「ふっふっふ。甘いよ奏っち。今のを避よけられないようじゃ、まだまだだねっ」

　謳歌は、地面に倒れた俺をドヤ顔気味に見下ろしていた。

　力加減が絶ぜつ妙みようだから全然痛くはないものの……いい年してプロレスごっこなんてするなよな。

　呆あきれ気味の俺を見下ろす影かげがもう一つ。

「そーだそーだ。あまいぞかなでっち！」

　俺は、ゆっくりと立ち上がりながら、最初にキックを放ったその声の主に向かって注意する。

「奏そう歌か……奏っちじゃなくてお父さんだろ」

　しかし、我が娘むすめは全く聞く耳をもたなかった。

「だって、かなでっちはかなでっちだもん」

　そして、それを指差して笑う母親。

「あはは、自分の娘に奏っちって呼ばれてる、変なのーっ」

「いや、お前のせいだからな……」

　俺は、謳歌にジト目を向ける。

　結けつ婚こんして早数年。学生時代からの呼び名は、未いまだにそのままだ。

「だって、奏っちは奏っちだもん。ね、奏歌？」

「うん、おかーさんのいうとおり！　かなでっちはかなでっち！」

「あはは、やーいやーい！　奏っち！」

「やーいやーい！　かなでっち！」

　子供だ……子供が二人いる。

　まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずって呼び方はいいにしても、謳歌の真似まねをしすぎるのは教育上よろしくない。元気なのは大だい歓かん迎げいだが、あまりにも自由に育ちすぎると将来が心配だ。

「あのな、奏歌。お母さんはちょっと変わってるからあんまり……あれ？」

　その姿が、消えたと思った矢先──

「かんちょーっ！」

「ぐああっ！」

　尻しりに、衝しよう撃げきが走る。

「あはは、やったーっ！」

「お、すごいね奏歌！」

　楽しそうにハイタッチする母と娘。

「あのな、謳歌。奏歌が真似するからもうちょっと落ち着いた態度を……あれ？」

　その姿が消えたと思った矢先──

「カンチョーッ！」

「ぐあああああっ！」

　尻に、とてつもない衝撃が走る。

「あはは、やったーっ！」

「おかーさん、すごいすごい！」

　爽さわやかにハイタッチする母と娘。

「お、お前らなあ……」

　俺は、怒いかりに身を震ふるわせながら立ち上がり──

「うがーっ！」

「あはは、奏っちが怒おこったーっ！　逃にげろ奏歌ーっ！」

「きゃーっ！」




「むにゃむにゃ……おかーさんもかなでっちも……だいすき」

　遊び疲つかれた奏歌は、俺の膝ひざの上で眠りについてしまった。

　その頭を撫なでながら、ベンチに腰こし掛かける俺の視線の先では──

「いやっほーっ！」

　謳歌が、ジャングルジムのてっぺんではしゃいでいた。

「はは……子供が二人だな」

　謳歌といると、楽しい。

　付き合っている時も楽しかったし、一緒に住んでからも楽しかったし、結婚してからももちろん楽しかった。

　そして奏歌が生まれて、その楽しさは更さらに何倍にもなった。

　きっと、これから先の人生も、もっと楽しい事がたくさん待っているだろう。

「むにゃむにゃ……ん？」

　そこで、奏歌が目を覚ました。

「あ、起きちゃったか奏歌。もっと寝ねてていいんだぞ」

「うん……そうす──あ、おかーさんがなんかおもしろそーな事やってる！」

「お、おい、奏歌っ！」

　奏歌は、止める間もなくジャングルジムの所まで駆けていってしまった。

「まったく……あいつら似すぎだろ」

　俺は頭を搔かきながら、奏歌の後を追ってジャングルジムまで歩いていく。

「あ、奏っちもおいでよ、楽しいよっ！」

「かなでっち、おいでー！」

　既すでに登りきった奏歌と二人で、俺を呼んでいる。

「ああ、今いくよ」

　謳歌は、すごい。

　その細い体のどこに、そんなパワーが秘ひめられているんだろう。

　いつでも元気で、いつでも俺の一歩前を行っている。

　油断すると、おいていかれそうで大変だ。

　でも、その大変さもやっぱり楽しい。

　そんな事を思いながら視線を上げたところで──

「うっ……」

　太陽の光を直視してしまい、目が眩くらむ。

　ギラギラと照りつける真夏の太陽は、強きよう烈れつな輝かがやきを放っていた。

　危ないから登るのを一時中断した方がいいだろうか。

　…………いや。この程度のまぶしさに怯ひるんでいる場合じゃないな。

　考え直した俺は、再び視線をあげる。

　そう、太陽の光なんて、俺にとっては全然たいしたもんじゃない。

　それ以上の輝きを放つ笑顔が、いつも目の前にあるんだから。

　謳歌の手が、差し出される。

「奏っち、早く早くーっ！」
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「あ、甘草君、ちょっと待って」

　俺の後ろを歩いていたふらのが、何かに気付いたように声をあげた。

「どうした？」

「うん、ちょっと気になって……」

　ふらのの視線の先を辿たどると、交差点で地図を片手にキョロキョロしているお婆ばあちゃんが目に入った。あれは明らかに道に迷ってるな。

「ごめんね、ちょっと私いってくるね」

「あ、俺も一いつ緒しよにって……そんなに急いだら危ないぞっ！」

　俺のその懸け念ねん通り──

「あの、よかったら道案内しまあうっ！」

　おもいっきりこけた。

「あらあら、大変。大だい丈じよう夫ぶ？」

　そして逆にお婆ちゃんに助けられていた。

「うう、すみません」

　そこで追いついた俺は、事情を説明する。

「そうだったの。わざわざありがとうねえ」

　おばあちゃんはふらのに、にっこりと笑いかける。

「い、いえ。お節せつ介かいかもしれないですけど……」

「お節介なんてとんでもないわ。お兄さんもこんな優やさしい子が彼女で幸せ者ねえ」

「はい、そう思います」

「あ、甘草君、そ、そんなストレートに……」

「いやでも、本当にそう思うからなあ……」

「あ、ありがとう……」

「あらあら、私、お邪じや魔まかしら？」

　からかうようなお婆ちゃんの口調に、ふらのが更に顔を赤くする。

「い、いえ、そんな事は……うう……でも恥はずかしいよお」

「ふふ、本当にかわいらしいお嬢じようさんねえ」

　お婆ちゃんはにっこりしながら、ふらのの体に視線を向けた。

「でも、ほっそりしているのはいいけど、いくらなんでも瘦やせすぎじゃないかしら。こちらこそお節介かもしれないけど、もうちょっとお肉つけないと、丈じよう夫ぶな赤ちゃん産めないわよ」

「あ、赤ちゃん!?」

「ごめんねえ。こういうのせくはらっていうのかしら？　でもあなた達、もう雰ふん囲い気きが夫ふう婦ふみたいだったから、つい」

「ふ、夫婦!?　そそそ、そんな事ありえません！　わ、私は別にこんなチンカ○野や郎ろうの事なんか──」

「……え？」

「あ、あわわ！　昔のクセがっ！……い、今のは忘れてください～っ」




　俺とふらのが付き合いだしてから、そろそろ五年になる。

　二人とももう大学四年生。来年からは社会人の仲間入りだ。

　この五年の間に、ふらのは、俺以外の人間に対しても素すの自分で接する事ができるようになっていた。

　まあ、たまにさっきみたいな事故が起こるけど、そこもまた愛あい嬌きようというか……かわいくて仕方がない。

　変わったのはその内面だけではなく、外見もだ。目付きがキツかった以前の面おも影かげは全く無く、いつも柔やわらかい表情を浮うかべている。

　髪かみも、肩かたと腰こしの中間くらいまで伸のばしており、五年前とは別人みたいだった。

「……どうしたふらの？　なんで落ち込んでるんだ？」

　お婆ちゃんを無事に送っていき、笑え顔がおでお別れしたまでは良かったけど……その直後から、ふらのは俺の後ろでどんよりモード全開だった。

「ごめんね……私のせいで、もう映画始まる時間になっちゃった」

「なんだ、そんな事か。次の上映まで待ってもいいし、別の観みてもいいし、そんなに落ち込む事じゃないだろ」

「うん……でもそれだけじゃなくてね……私、改めて駄だ目めだなあって」

　ふらののどんよりオーラがどんどんと濃こくなっていく。

「だって……運動神経悪くてすぐ転んじゃうし、地図も読めなくて結局お婆ちゃん案内したの甘草君だし、お料理とかお家うちの事だって甘草君の方が上手だし、何やっても要領悪いし、それに……」

「それに？」

「おっぱい……ちっちゃいし」

　それを聞いた俺は、リアクションに困ってしまった。

　おそらくはさっきお婆ちゃんに瘦せすぎとか言われたから気になっちゃったんだろうけど……これ、どう答えるのが正解なんだ？

　肯こう定ていするのはあんまりだし、かといって否定してもおかしな事になる。

　どうする……どうする？

　切せつ羽ぱ詰つまった俺の脳がはじき出した答えは──

「り、量より質だろ」

　……これはない。我ながらこれはないな！

　恐おそる恐るふらのの表情を確かく認にんすると……

「わ、私のおっぱい……質、いいのかな」

　満まん更ざらでもなさそうだった！

　乗るしかない、このビッグウェーブに！

「あ、ああ、そうだな！」

「そう……なの？」

「そうだよ、もっと自分に自信持てよ！」

　……素のふらのが天然気味で助かった。さっさと話題を逸そらそう。

「じゃ、とりあえず映画館に向かうか」

「う、うん」

　ふらのは、微び妙みように納なつ得とくできない様子のまま俺の後に続いた。

　ふらのはいつも、俺の半歩後ろを歩く。

　それは物理的な事だけじゃなくて、精神面でもそうだ。

　いつでも控ひかえめで、自分の事は後回しで、俺を立ててくれる。

　そんなふらのを、守ってやりたいと思う。

　死ぬまでの間、ずっと。

「甘草君、私ね……」

「ん？」

「やっぱり自分に自信は持てないけど……これだけは自信を持って言えるよ」

　そこでふらのの手が、差し出される。

「何があっても、あなたについていきます」
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　高校三年の春。

「すぴー」

　大学二年の夏。

「くかー」

　社会人一年目の秋。

「むにゃむにゃ……」

　そして、社会人四年目の冬を迎むかえた今。

「ふしゅるるる……」

　アパートに帰宅した俺を待っていたのは、ショコラのだらしない寝ね姿すがただった。

　……おかしい。つきあい始めた頃ころと違ちがって、今のショコラは家の事もできるようになったし、外に働きに出てもいる。

　でも、今俺の脳のう裏りに浮かんでいるのは、ショコラが家でぐうたらしている記き憶おくだけだ。

　まあそれだけ印象が強い光景なんだろうし、日常の象しよう徴ちようでもあるから、俺も帰ってきてショコラが寝てるのを見ると安心するんだけど──

「はあ……」

　でも今日は、そんな吞のん気きな事を言ってる場合じゃない。

「おーいショコラ」

「ぷしゅー」

　声をかけるが、全く起きる様子がない。まあこれもいつもの事だ。

「おいってば」

　肩を揺ゆさぶってみる。これで目が覚める確率は大体五分。

　今日は……起きないな。

「…………」

　俺は無言でショコラの両りよう頰ほおを摘つまみ、むにー、と引っ張る。

「ん……ふみゅ？」

　そこでようやくショコラが覚かく醒せいした。

「あ、奏さん、おかえりなさいっ」

　そして、いつもと変わらない満面の笑みを向けてくる。

「……ただいま」

「あれ？　なんかげんきありませんね？」

「ああ、会社でちょっとな」

　ショコラはしっぽ毛をぴょこり、と立たせながら言う。

「奏さん、つかれた時はあまいものです。とっておきのおまんじゅうをたべましょう」

「いや、そんな気分じゃ──」

「だいじょーぶです、たべましょうっ」

　ショコラは、いつもこうだ。

　俺が落ち込んだ時や、機き嫌げんが悪い時でもいつもニコニコして接してくれる。

　それはとても愛いとおしいと思うし、その能天気さに何回助けられたか分からない。

　でも今日は、そうはいかないだろう。

「ショコラ……ちょっと聞いてくれ」

「はい」

「実はさ……」

「はい」

「うちの会社……潰つぶれるかもしれない」

　実際はかもしれないどころか、ほぼ確定事じ項こうだった。

　もちろん今日明日に、という訳ではないけど、そう遠くないうちに俺が職を失うのは間ま違ちがいない。

　俺は、今後の事で頭がいっぱいだった。どうする？　俺は就職に有利な資格を持ってるわけじゃないし、一芸に秀ひいでている事もない。

　このご時世で、中ちゆう途との正社員登用してくれる会社があるだろうか？　とりあえずはバイトで食いつなぐとしても、やっぱり将来の事を考えると……

　しかし、ショコラの反応は──

「あ、そうなんですか」

「そ、そうなんですかってお前……」

「だいじょーぶです。とりあえず、おまんじゅうでも食べましょう」

　そう言って、にっこりと笑う。

「お前なあ、そんな吞気な事言ってる場合じゃないんだ。もうちょっと真しん剣けんに考えて──」

「奏さん、わたしはしんけんですよ」

　そこでまた、ショコラは笑う。

「お金はだいじです。それはわたしもわかってます。お仕事はだいじです。それもわかります。わたしもがんばってはたらいていますが、お給料はおおくないです。奏さんのお仕事がなくなったら、よていしていたおうちを建てるけいかくも、大分さきに延びてしまうかもしれません……でも、わたしにとって、それよりもずっとだいじな事があります」

　そして、はっきりと言い切る。

「奏さんの、となりにいる事です」

「ショコラ……」

「私は、しあわせです。まいにち奏さんのそばにいられて、とってもしあわせです。だから、いつも考えています。どうすればずっと奏さんといっしょにいられるかを。それだけを、しんけんに考えています」

　そうだ……ショコラはいつも俺の隣となりにいてくれた。

　俺が楽しい時も、悲しい時も、つらい時も、いつも隣にいた。

　隣で、幸せそうに笑っていた。

「だから、今はこうします」

「むぐっ!?」

　そこでいきなりショコラが俺の口に、まんじゅうをつっこんだ。

「おいしいですか？」

「…………」

　俺は、無言のまま頷うなずく。

「じゃあ、だいじょうぶです」

　なるほど……わからん。

　でも、心はすっ、と軽くなった。

　そして、改めて気付かされる。

　そうだ。関係ないんだ。

　お金も。

　失うかもしれない仕事も。

　将来への不安も。

　住む場所も。

　何も関係がない。

　俺も、お前がずっと隣にいてくれればそれだけで──

　そこでショコラの手が、差し出される。

「さあ、おててつないで、おこたでテレビみましょう」
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「お、お願いします」

「キモッ！　アンタ太りすぎだし」

　ぱしん！

「す、素直タソ萌もえ～」

「う、なんか臭くさっ!?　この臭におい……アンタ絶対風ふ呂ろ入ってねーし！」

　ぱしん！

「わ、我が輩はいを罵ののしってくれナリ～」

「ひっ！　マ、マジで引くんだけど！」

　ぱしん！

《はい、それでは最後の方が終しゆう了りようしましたので、これにてＫＧＮ48・爽星素直の単独握あく手しゆ会・第一部を終了しまーす》

　付き合い始めてから約二年、素直はアイドルになっていた。




　それは、付き合ってすぐの頃の話。

　俺達は、東京まで足を運んでデートしていた。

「お、あっちに６０９見えるぞ、爽星」

「…………」

「どうした、爽星？」

「な、なあ甘草……」

「ん？」

「あ、あのさ……アタシ達、つきあってる訳じゃん？」

「ああ、そうだな」

　爽星は、恥はずかしそうに俯うつむきながら口を開いた。

「だ、だったらさ……その……下の名前で呼び合ってもいいかな……なんて」

「…………え？」

「な、なんだよそのリアクション……嫌いやなのかよお……」

　瞬しゆん間かん的に泣きそうになる爽星。

「ち、違ちがう。急でびっくりしただけで、全然嫌いやじゃないぞ」

「そ、そっか……なら………………呼んでみて」

「…………す、素直」

「なっ!?　バッ、バカッ！」

「へ？」

「い、いきなり何言ってんだバカッ！」

「いや、お前が呼べって言ったんだろ……」

「わ、分かってるよ……嬉うれしいけど恥ずかしいんだよ！　それくらい分かれ！……か、か、か……奏のバーカッ！」

　そこへ、背後から急に声が飛んできた。

「……君、いいねえ」

「「え？」」




「ア、アタシが……アイドル？」

「そうだよ。君こそが私が求めていた人材だ。あ、私はこういう者だ」

　半ば強ごう引いんに連れ込まれた喫きつ茶さ店てんで、怪あやしげなその男は名めい刺しを差し出した。

　そこには俺でも知っているような芸能プロダクションの名前が。いわゆるスカウトというやつらしい。

　ちょっとノロケっぽいけど、素直のビジュアルは相当なものだ。こういう話が来ても別におかしくはない。

「いや、目に留めてもらったのは嬉しいけど……アタシ、がさつだし口悪いし、とてもアイドルなんて──」

「いや、それがいいんだ。我々は飽ほう和わ状態のアイドル界に新風を巻き起こすつもりでいる。その第一歩として、毒どく舌ぜつな女の子だけを集めた『ＫＧＮクチギタナイ48』というユニットを結成する予定なんだ」

　いやまあ新しいとは思うけど……それってウケるのか？

「というか俺、この子の彼氏なんですけど……アイドルってそういうのＮＧじゃないんですか？」

　そのスカウトマンは、眼光鋭するどく俺を見た。まさか別れろとか言い出すんじゃないだろうな。そんな要求は絶対に聞けな──

「問題無い。彼女には『ＮＴＲネトリタイ48』もかけもちしてもらう」

「新しいってレベルじゃねーぞ！」




　そして、握手会後の控ひかえ室。

「うう……うええええ」

　素直は、おもいっきり泣いていた。

「おい……まだ第二部もあるのに、化け粧しよう崩くずれちゃうぞ」

「ひっく……だって、アタシなんかの為ためにあんなに人が集まってくれるなんて嬉しくて……」

　まあ、今やＫＧＮ48の爽星素直と言えば、日本でも有数の人気アイドルだ。あまりの人気っぷりに、通常はグループで行う握手会を今回、単独で開かい催さいした程ほどだ。

「ひっく……なのに……あんな態度でしか接してあげられなくて申し訳無いし……うぐ……ほんとはもっとにこやかに握手したいのに……」

「いや、そういうコンセプトのグループなんだから大だい丈じよう夫ぶだろ。お前に罵られてみんなすごい喜んでたし」

　そう、ＫＧＮ48のファンはドＭしかいない。だから気に病やむ必要は全くないんだけど、口調はぶっきらぼうでも根が優やさしい素直は簡単には割り切れないんだろう。

　でも、俺は改めて安心した。まだ一年半くらいとはいえ、芸能界の荒あら波なみに揉もまれても、素直が出会った頃ころの純じゆん粋すいなままの女の子である事に。だから、彼女のアイドル活動も全力で応おう援えんしてやれる。

「まあでも、手を握にぎらないではね除のけてるから、握手会って名前に偽いつわり有りだとは思うけどな……」

　毒舌はともかく、握手くらいはまともにしてもいいんじゃないかと思う。

「ずび……あ、それはアタシがマネージャーさんにお願いしたんだ」

「え？」

　素直は、鼻をすすりながらなんとか声を出す。

「アイドルやってるのに……ずず……こんなワガママ言うのもどうかと思うし……ずび……さっき申し訳ないって言ってたのとも矛む盾じゆんするんだけど……」

　そして、素直の手が差し出される。

「アタシの手を握っていいのは……アンタだけだから」




「……………………………………………………………………なんで握ってくんないの？」

「いや、だって……」

　この子、手が鼻水まみれなんだもの。
















「──っち。おーい、奏っち？」

　その謳歌の声で、意識が現実に引き戻もどされる。

「奏さん、どーしたんですか？」

　ショコラが不思議そうに首を傾かしげていた。

　今のは……なんだったんだ？　俺はたしか──

「ちょっと甘草君、クリ○○スって言いかけたまま固まるなんて、最低よ」

「最低なのはどっちだ！」

　ツッコんだところで、ようやく頭がはっきりした。

　そうだ、俺は選せん択たく肢しで『ある可能性の話』とかいうのを選んで──

「爽星、俺、どのくらい固まってた？」

「え？　まあ……十秒経たってないくらいだと思うけど」

「そうか……」

　俺があの映像を見せられている間、現実世界では、ほとんど時間が経過していなかったらしい。

　母親になった謳歌。

　大学生のふらの。

　アパートで一いつ緒しよに暮らしているショコラ。

　スーパーアイドルの爽星。

　どれも、現在の四人とは違ちがう姿だったけど、紛まぎれもなく俺の知っている彼女達そのものだった。

　どれもが、現実に起こりうる未来の姿だ。

　それはまさしく、ある可能性の話。

　どの可能性も、それぞれの幸せで溢あふれていた。




　遊王子謳歌。

　俺の手をとって、引っ張っていってくれる女の子。




　雪平ふらの。

　俺の手をとって、後ろからついてきてくれる女の子。




　ショコラ。

　俺の手をとって、いつも隣となりにいてくれる女の子。




　爽星素直。

　俺の手をとって、予測できない驚おどろきを与あたえてくれる女の子。




　この中の誰だれを好きになったとしても、俺は満足した人生を送れるだ──

「──っ!?」

　そこまで考えたところで、背筋に寒気が走った。

　俺は今……とんでもない事をしようとしていた。

　よりによって、選択肢なんかにみせられた幻げん影えいを判断材料にしようとしていた。

　いかに未来の四人の姿にリアリティーがあったとしても、それは現実の姿じゃない。

　いや……さっきの光景が幻影だろうと現実だろうと関係無いな。

　リアジューランドでも考えただろ。好きっていう感情は、四人を比ひ較かくして決めるもんじゃないって。

「謳歌、ふらの、ショコラ、爽星」

「ん？」

「急にかしこまって、どうしたのかしら？」

「まじめなおはなしですか？」

「アタシ、そういうの苦手なんだけど」

　そんな大おお袈げ裟さなもんじゃない。ただ、パーティーに誘さそうだけだ。

「いや、さっき言いかけた事なんだけどさ。もし、みんな明日の予定が空いてるようだったらうちでクリスマ──」

　……そこから先の言葉が出てこなかった。

　また、あのもやもやが胸の中に拡ひろがっていったからだ。

　なんだよ……一体何が間ま違ちがってるっていうんだよ。

　四人の中から無理に誰かを選ぶんじゃなく、自然に好きになる瞬しゆん間かんを待つ。

　これはもう絶対に動かせない前提だ。

　ただ、今までの俺は自発的に行動してこなかった。彼女達が好意を向けてくれているのに甘えて、好きになろうとする努力を怠おこたっていた。

　だから今、自分から働きかけて、四人と俺が一緒にいられる場を作ろうとしている。

　別に比較する為じゃない。ただ、みんなで楽しく過ごして、その中でそれぞれの女の子と向き合おうとしているだけだ。

　それは……いけない事なんだろうか？

　理性は──頭はその問いを否定する。

　でも本能は──心はそれを肯こう定ていしていた。

　間違っている、と告げている。

　…………何が？

　その答えは俺しか知らない……でも俺には分からない。

「甘草君、さっきから妙みようにもったいぶっているけど、クリ○○スの話をするなら早くしてもらえるかしら」

「お前捕つかまるぞマジで！」




　　　　４




　終業式が終わっての帰り道。

「…………はあ」

　結局、四人をクリスマスパーティーに誘う事はできなかった。

　何かが間違っているという心の声に逆らえず……後で連れん絡らくするから、できれば明日の予定を空けておいてくれ、というひどく中ちゆう途と半はん端ぱな物言いになってしまった。

　……何やってんだよ、俺。

　この問題を解決しない内は、俺は誰かを好きになれない……そんな不ふ愉ゆ快かいな確信が胸を支配する。

　でも、人を好きになるってそんなに難しい事なんだろうか？……こんなに理り屈くつで考えなきゃいけない事なんだろうか？　いや、あの時はもっとこう──

「…………」

　そこで、ある人物の顔が脳のう裏りに浮うかんでくる。

　……そうだ、考えなきゃならない問題はもう一つある。

　俺の初はつ恋こいの人と同じ顔をしている少女、四し葉ば紙かみ伊い緒お乃の。

　今現在の見解としては、あの人の演技だという可能性はやっぱり限りなく低いと思う。

　何回か話してみた印象としてもそう感じるし、偽いつわりの人格であそこまで爽星の信しん頼らいを得る事は難しいだろう。

　これは、あの二人の友情が本物であってほしいという願望も多分に含ふくまれてるけど……

　まあ演技かそうじゃないか、というのは想像の域を出ないので置いておくとして……どちらのパターンにしても、四葉紙が俺と爽星をくっつけようとしているのは間違いない。




『そうです～。甘草さんがあの三人を好きになってしまったら、とてもとてもよろしくない事が起こってしまいます～』




　おそらくそれは、黒こく白びやく院いん会長のあのセリフとも関係があるんだろう。

　でもそれは俺の気持ちに全く関係無い事だ。

　会長にも言った通り、誰かを好きになるのを理性で抑おさえるなんて事、できるわけがないんだから。

　しかし、その理性のリミッターをぶち壊こわす役割を果たすはずの本能は、何かが間違っていると告げ、今の俺は誰かを好きになれる状態にない。

　……駄だ目めだ、問題がループしてしまった。

「はあああ……」

　もう一度、深くため息を吐ついたところで──

「……ん？」

　道みち端ばたに、あるものが落ちているのが目に入った。

　そして、その瞬間。





【選べ　①顔に押しつけて臭においを嗅かぐ　②食べる】






「こ、これは……」

　忘れもしない。ショコラが空から落ちてきた、あの日に出現した選択肢だ。

　そして、俺の視線の先にあるのはエロ本……あの時と全く同じ状じよう況きようだ。

　だったら……する事は一つしかない。

　俺は……嗅いだ。

「うわっ、なんだあいつ」

「エロ本の臭い嗅いでるわよ……変態かしら」

　最悪な事に、今回の目もく撃げき者しやは小学生ではなく、二十代のカップルだった。

「ちょっ、あの人臭い嗅ぎながらこっち見てるわよ」

「ヤベ……あいつ絶対童どう貞ていだぜ」

　……軽く死にたい。

「キモイんですけど……ねえ、おっぱらってきてよ」

「や、やだよ、何されるか分かんねーし」

「なにそれ？　ビビってんの？　ダサッ」

「お、お前なあ……そういう言い方するなよ」

　まずい、俺のせいでケンカになりかけている。

　そのタイミングで、頭痛が治まった。

　よし、さっさとこの場から離はなれて──





【選べ　①「はいはい、下らないケンカはそこまでだ」※自分のチクビを摘つまみながら言う事　②「パイパイ、下らないケンカはそこまでだ」】






　……マジかよ。

　俺は、言い争う二人に近付いていき、

「パイパイ、下らないケンカはそこまでだ」

「ひいっ！」

「な、なんだこいつ……マジでヤベえ！」

　なんとかしないとマジで事件になる！

　早く誤解を解いて──





【選べ　①生まれたままの姿を見せたくなった、と宣言する　②生まれ変わる】






　ひいいいいいいいっ！

「……あの……突とつ然ぜんですけど俺…………ここですっぽんぽんになりたいんですが」

「け、警察よ！　警察に電話して！　早く！」

「お、おう！」

「ま、待ってください！　俺は決して怪あやしいもんじゃ──はうっ！」

　そこで、股こ間かんにとんでもない衝しよう撃げきが。

「あ……が……」

　蹴けられた……後ろから股間蹴られたぞ俺!?

「よう、随ずい分ぶん楽しそうな事してんじゃねえか、甘草」

「う、宴うたげ先生……」

　我らがロリ教師は、カップルに向かってだるそうに言い放った。

「お前ら災難だったな……この変態はあたしがシメとくから早く行け」

「で、でも……犯罪者の前に小学生を残していく訳には──」

「アァ？」

「「ひいいっ！」」

　先生の眼光にビビったカップルは、猛もうダッシュで去って行った。

　すんません……なんかいろいろすんません。

「クク、どうやら冬休みに入っても選せん択たく肢しサマは絶賛お仕事中みたいだな」

　なんで楽しそうなんだよ……というかあなたもまだ仕事中のはずじゃ……

「そうなんですよ。さっきからやたら連続で──」






【選べ　①「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（真顔）

　　　　②「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（ドヤ顔）

　　　　③「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」（変顔）】








　……この流れなら、さすがに許してもらえるよな。

「そんな事より先生、ちょっとベビー服着てくれませんか？」

「テメエ真顔で何言ってんだコラァ！」

「ぐええっ！」

　……駄目でした。

「テメエ、絶対あたしのベビー服想像しただろ」

　心中を見み透すかすような鋭するどい眼光……これは噓うそをついても無む駄だだ。

「……しました、おしゃぶり付きで」

「なにしくさってんだコラァッ！」

「ぐえええええっ！」

　……つい余計な事まで言ってしまった。

「今日はなあ……あたしが一年で一番嫌きらいな日なんだよ。あまりにもやる気でねえからサボってるっつーのに、余計にイライラさせんじゃねえよ」

　イブを一人で過ごす二十九歳の怒いかりは半はん端ぱじゃなかった。

「ぐえええええええええっ！」

　ちょっ……この絞しめ加減ヤバくないか！

「あたしだってなあ……あたしだって本当は……」

　ちょっ……この人絞めながら自分の世界入っちゃったよ！

「何が……あたしの何がいけないってんだ」

　人の首を絞しめるところだと思います。

「あれか……中学の時、好きなやつに作ったケーキに、包丁で手ェ切った時の血が付いたままだったのがいけなかったのか……」

　う……それはちょっと怖こわいかもしれない。

「それとも……高校の時、好きなやつに作ったケーキに、ドスで手ェ切った時の血が付いたままだったのがいけなかったのか……」

　なんちゅうもん使って作ってんだよ！

「ひょっとして……大学の時、好きなやつに作ったケーキに、返り血が付いたままだったのがいけなかったのか……」

　アンタどんな状じよう況きようでケーキ作ってんだよ！

「まさか……小学生の時、襲おそってきた変態を半殺しにした後、警察につきだして懲ちよう役えきかましてやったのが女らしくなかったのか……」

　刑けい期きくらわせてんじゃねえか！

「分かった……部屋ん中にぬいぐるみが溢あふれてるのがガキっぽすぎるのか……」

　いきなりかわいいのぶっこんできた!?

「いや、理由なんてどうだっていいな……問題なのは今、この瞬しゆん間かん、あたしが一人だって事だ……」

　いや一人じゃねえから！　アンタに首絞められてる人が目の前にいますから！

　しかし先生は心ここにあらずといった感じで、俺に気付く様子はない。

　そして、その絞め具合は最高潮に達した。

「ぐ……ええええっ……」

　ま、まずい……このままじゃ意識が──






【選べ　①馬と鹿しかが出現、ひたすら舐なめ回される

　　　　②馬と鹿が出現、ひたすら嚙かみ倒たおされる

　　　　③馬と象が出現、ひたすら踏ふみ倒される】








　脈みやく絡らくなさすぎるだろ！

　しかし、この局面においては救いの神になるかもしれない……俺は①を選び取った。

　その瞬しゆん間かん──

「……うおっ!?」

　宴先生は目を見開き、俺を地面へ落とした。

「な、なんでいきなり馬と鹿が……」

「「ハッ！……ハッ！」」

　ちょっとこの人ら超ちよう鼻息荒あらいんですけど……

　俺を挟はさみ込むように寄ってくる馬と鹿。

「い、いや落ち着こうキミタチ。こっちにも心の準備ってもんが……」

「「ハッ!!……ハッ!!」」

　やだこの人達荒あらぶりすぎぃ……だ、駄目だ、もう覚かく悟ごを決めるしかない。

「お、お手て柔やわらかに願いま──うあっ！　ちょっ、待っ……ああああああああっ」




　そして数分後。

「ぐ……うう……」

　倒れ伏ふし、おうまさんとしかさんの唾だ液えきでぐちゃぐちゃになっている俺。

「まあ……なんだ……頑がん張ばれや」

　宴先生は憐あわれみの視線を向け、去っていった。

「うう……」

　俺は泣きそうになりながら立ち上がる。

　そこで──





【選べ　①マッハで家の壁かべに激げき突とつする　②マッパで家の壁に激突する】






　殺す気か！

　どっち選んでも肉体的か社会的かの違ちがいで確実に死ぬじゃねえか！

　まあでも……辺りに人っ子一人見当たらないのが不幸中の幸いか。

「……………………………………」

　俺は、断腸の思いで服を一枚一枚脱ぬいでいき、見知らぬ家の壁に向かって──

　びったーん！

　もうやだ……もうマジで嫌いやになってきたぞ……生きるのが。

「うう……くそ」

　師走しわすの寒空の中、俺が半泣きでパンツを穿はいていると──





【選べ　①半はん裸らで尻しりにロケット花火が刺ささる　②全ぜん裸らで尻にロケット級のナニを打ち込まれる】






「オメエのせいでもう既すでに半裸ですけど！」

　悲痛な声をあげるも、それでどうこうなるはずも無く。

　パンツ一丁状態で、①を選んだその直後──

「……え？」

　強きよう烈れつな、異物感。

　恐る恐る振ふり返ってみると、パンツの隙すき間まから極ごく太ぶとのロケット花火が俺の尻に刺さっていた。

　そして、そのタイミングで……なぜか自然着火。

「う……うおおおおおおおおおおっ!?」




「はあ……はあ……」

　約一分の爆ばく走そうの後、ロケット花火はようやくおとなしくなった。

「うう……しくしく」

　俺は、リアルにちょっと泣きながら、服がおいてあるさっきの場所まで歩いて戻もどる。

　その曲がり角で遭そう遇ぐうしたのは──

「「あ……」」

　先さき程ほどのカップルの片割れの女性だった。

「ひっ！　さ、さっきの変態……」

　俺は今、パンツ一丁……最悪だ。

「いや違うんです！　これには訳が──」





【選べ　①局部を壁に押しつけ、奇き声せいをあげながら腰こしを振る　②近くの女子に局部を押しつけ、奇声をあげながら腰を振る】






　鬼おにか！

　しかし、俺が心の中で何を叫さけぼうと、選択肢が消える事はない。

「ぐっ……」

　頭痛による催さい促そくも始まった。

　…………………………………………………………くそお。

「ひゃっはーっ！　ひゃっはーっ！」

「きゃああああああっ！」

　…………もういっそ殺してくれ。

「ひゃっはー！　ひゃっはーっ！」

　女性は既に逃にげ出したが、頭痛が治まらないんで、やめる事が出来ないという生き地じ獄ごく。

「ひゃっはー！　ひゃっはー！　うひゃっはああああっ!!」

　そこでようやく頭痛が消え、変態行こう為いから解放される。

「うう……」

　痛い……心も痛いけど、激しく押しつけすぎたんで、物理的に股間が痛くてたまらな──






【選べ　①力いっぱい股こ間かんにパッション

　　　　②めいっぱい股間にパッション

　　　　③夢いっぱい股間にパッション】








　死ぬから……今パッションしたら死ぬから！

「ぐ……ああ……ん？」

　恒こう例れいの催促の頭痛が来たかと思ったら、違っていた。

　頭じゃなくて……股間が痛い。もう既に痛くてたまらなかったのに、それに上乗せしてとんでもなく股間が痛い。おかしいだろ……いやおかしいだろ！

「お……ぐえ……あぎゃああっ！」

　シャレにならない激痛だ……このままでは……もげる！

　パッション……するしかない。

「んーっ！　ぎゃああっ！　んーっ！　ぎゃあああっ！　んーっ！　ぎゃあああああっ!!」




　そして、数分後。

「う……おお……」

　俺は、お腹なかをさすりながらなんとか立ち上がる。

「…………」

　びくびくしながらしばらく待ってみたが、次の選せん択たく肢しが出る様子はない。

　どうやら怒ど濤とうのラッシュは終わったようだった。

「はああああ……」

　……俺の股間史上最大の危機だった。

　そして痛みが引いてきたところで、一つの疑問が頭をよぎる。

　これは、どういう事だろうか？

　そう。エロ本から始まった連続選択肢……全部今までに一度出現した事がある選択肢だ。

　なんでこんなに一気に……まるで今までを振り返るみたいに──

「……もしかして」

　そこでふと、思い当たる。

　終わりが……近いのか？

　俺が誰だれかを好きになれば、選択肢は完全に消え去る事になる。

　そして今、俺は四人の美少女からアプローチを受けている状じよう況きようだ。

　普ふ通つうに考えれば、いつそういう時がきてもおかしくない。おかしくないけど……

　今の俺じゃ、人を好きには──






【選べ　①ショコラを好きになる

　　　　②謳歌を好きになる

　　　　③ふらのを好きになる

　　　　④素直を好きになる】








「──っ!?」

　まず最初に選択肢の内容に対する驚おどろきがあり、そして──

「……………………そうか」

　そうだったのか。

　俺は、ある事を理解した。

　それは、俺に足りなかったもの。

「ぐっ……」

　そこで頭痛が襲おそってくる。

　ここ数日感じていたもやもやの正体……まさか、お前に気付かされるなんてな……

「ぐ……うう」

　考えている間にも、頭痛はどんどんと激しさを増していく。

「ぐ……ああああ」

　でもこれは……これは絶対に選ぶ訳にはいかない。

　思えば、前にもこんな状況があった。

　一回目は夏祭りの時。

　あの時は、ショコラと謳歌、ふらのの三さん択たくだったけど、その三人の笑え顔がおを見た瞬しゆん間かん、選択肢が消えていった。

　俺が誰かを好きになれば、選択肢は消しよう滅めつする。無意識に三人を好きになりかけてたから、その場限りとはいえ、選択肢が無くなったんだろう。

　そして二回目はバスツアー。

　空さんの目の前で、また同じ選択肢が出現した。

　その時俺は、絶対に誰も選ばないという意思を押し通し、空さんが引いた形になった。

　という事は、今回もそうすれば──

「う……わああああっ！」

　そんな事は認めないとでも言わんばかりに、それまでとは比にならない頭痛が襲ってくる。

「うあ……あああああっ！」

　あまりの激痛に、立っている事もままならなくなり、頭を抱かかえながら地面をのたうち回る。

「ぐ……あああっ！　う、あああああああっ!!」

　脳が……脳が内側からかき混ぜられてるみたいだ！

　この痛みから解放されるなら、もうどれかを選んでしまいたいという衝しよう動どうにかられる。

　でも……でもっ！

「う、ううう……ああっ……はあっ……はあっ……」

　必死になって抵てい抗こうしているうちに、少しだけ痛みが和やわらいだ。

「はあ……ふう……」

　でも、このまま選択肢が消え去るような感じは全くない。考える時間をやる、くらいの意味合いなんだろう。

　しかし、いくら考えたって結論は変わらない。

　こんなもの、選べる訳がない。

　強制的に人を好きになる、なんていう真似まねが許されるはずがない。

　でも今回は、選ばないという意思を押し通しても頭痛は消えない。

　では……どうするか？

　答えは、簡単だ。




　さっき選択肢が出た時、俺は理解した。

　自分が、誰を好きなのかを。

　選択肢を突つきつけられた時、反射的に頭に浮うかんだ顔は──ただ一人だったからだ。

　最初から、答えは出ていたんだ。

　じゃあ、なぜ今まで気付かなかったのか？

　逃げていたからだ。

　俺は、文化祭の舞ぶ台たい上でこう言った。




『私が──いや、俺が──この甘草奏が……あなた達の中から誰か好きな人を選ぶのではなく……あなた達の誰かを好きになる日まで……待っていてくれますか？』




　あの時の気持ちに偽いつわりは一いつ切さいなかったし、発言を撤てつ回かいするつもりもない。

　ただ、無理をせず自然に好きになるのを待つ事と、決断を放ほう棄きする事は違ちがう。

　俺は、逃げていた。

　リアジューランドでの違い和わ感かんの正体は、これだったんだ。

　一対一の時間が終わり、『みんな』という状態に戻もどる事にほっとしてしまった。

『みんな』というぬるま湯につかり、一人一人と向き合って、優ゆう劣れつをつける事を無意識に避さけていた。

　自分から行動した気になっていたクリスマスパーティーにしても、公平に、平等に、分け隔へだて無く、『みんな』を誘さそっていた。

　そんな環かん境きようの中である瞬間、突とつ然ぜん誰かを好きになり、後の三人とも何の後あと腐くされもなく、良好な関係が続いてめでたしめでたし。

　そんな、甘ったれた結末を信じていた。

　違うだろ。認めろ。

　俺の相手は『みんな』じゃなくて『誰か』だ。

　そして誰か一人を好きになる、という事は他ほかの三人を切り捨てるという事だ。

　足りなかったのは、覚かく悟ごだ。

　それはつまり、好きな人とそうではない人を決める覚悟。

　その痛みを受け入れる、覚悟。

　覚悟を……決めろ。

　俺は、改めてその一人の顔を思い浮かべた。




　俺は、あいつが好きだ。




　そして、脳内の選択肢に向かって、告げる。

「消えろ」

　その瞬間──

[image: ]




　そいつは、粉々に砕くだけ散った。

　もう逃にげない。

　俺が誰だれを好きなのかは、きちんと選ぶ。

　でもそれは、選せん択たく肢しによるものではなく……俺の、甘草奏の選せん択たくであるべきだ。

　俺が好きな人を決めるのは、俺だ。

　俺は選択肢に──そして、その先にいる初はつ恋こいの人に向かって、告げる。

「さよなら」

　そして、空を見上げて決意を固める。




　さあ、好きな人に告白しよう。








【①続く　②To Be Continued...】









　あとがき







　今回は、のうコメが発売に至るまでの裏話的な事を少し。

　僕、春日部かすかべが書いた原げん稿こうは（マジで）間ま違ちがいだらけで、そのままではとても読者の皆みな様さまにお見せできる状態ではありません。

　校正者さんという文章チェックのプロが、その間違いを指し摘てきしてくださるので、皆様の手元に無事、のうコメをお届けする事ができています。

　では例をあげながら、どんな間違いがあるのかを紹しよう介かいしていきたいと思います。




　その一　単純なスペルミス

　これが一番多い間違いかと。のうコメのキャラクター名で説明するとこんな感じです。

　謳花（漢字間違い）

　ふふらの（文字が多い）

　ショコ（文字が足りない）

　まあこの程度ならかわいいもんですが……

『私はパチンコが生き甲が斐いです』[image: ←]この文中のある一文字が足りなかったら……ああ恐おそろしい。




　その二　漢字の用法

　たとえば、『俺の○ンコはかたい』という文があった場合、『硬かたい』なのか『固い』なのか『堅かたい』なのか？

　他ほかにも『俺の○ンコは日によって色がかわる』という文で『変わる』『代わる』『替かわる』どれが正しいのか？……日本語は難しいです。

　ちなみに伏ふせ字の部分は金キン庫コです。それ以外の単語を想像した方は心が汚よごれています。




　その三　呼こ称しよう問題

　キャラの一人称や、他人をなんと呼ぶかという部分でも、間違いが非常に起こりやすいです。

　謳おう歌かが奏かなでの事を『奏君』とか『奏ちん』とか『奏ちん○』とか呼んでいたら、あきらかにおかしいですよね。

　ただ、物語が進む事で『甘っち』[image: →]『奏っち』となったように、作中での状じよう況きようによって変化する事もあります。

　そして一人称。素す直なおの場合は『アタシ』ですが、春日部の原稿では『あたし』や『私』になっている事が多々ありまして……

　奏の場合は『俺』で、これはさすがにそうそう間違えないのですが、今後誰だれかに掘ほられるような展開があったとしたら、その後『俺』[image: →]『あたし』もしくは『私』になっていても、それは間違いではありませんのであしからず。




　その四　統一表記

　これは少し分かりづらいかもしれませんが、たとえば一冊分の原稿の中に、『ちんこ』と『チンコ』という単語が混在していた場合、統一するか、そのままにするかを決めましょう、という事です。

　これは非常に難しい問題でして……単純にその場その場で適当に書いている場合もありますし、高度な政治的判断の上で、あえて変えている場合もあります。

　それに加えて、伏せ字を入れるかどうかという判断もしなければなりません。『ちんこ』『ちん○』『ち○こ』『○んこ』『チンコ』『チン○』『チ○コ』『○ンコ』……たった三文字の単語でもこれだけのバリエーションがあります。

　日本語って難しいね☆

　ちなみに、担当編集のＩ女史は、同世代のＯＬさんがファミレスできゃいきゃいランチしている横で、『パンツ』『ぱんつ』『キンタ○』『キンタマ』などが羅ら列れつされた統一表記チェック表を片手に、頭を悩なやませているようです。

　働くって大変だね☆




　ここからは謝辞です。担当Ｉ女史、イラストのユキヲさん、コミカライズしていただいている一いつ葵きさやかさん、先述した校正者さんを始めとして、のうコメに携たずさわっていただいている全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆様に一番の感謝を。

　その読者の皆様、九巻の巻末にて冬に発売予定とお伝えしたにもかかわらず、僕の力不足により十巻の刊行が春になってしまいました。誠まことに申し訳ございませんでした。




　それでは、夏……か秋（予防線）に発売予定の十一巻でお会いしましょう。





二〇一五年二月　春日部タケル　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている１０








春日かすか部べタケル
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